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　　　プロローグ




「……だから、この神かみ代しろくんは喧けん嘩か最強なんだよ」

　席についた店の女の子の気を惹ひこうとゴロツキ達が武ぶ勇ゆう伝でんをひけらかす。熊くまのような巨漢がでんと居座り、その両りよう脇わきに控える狐きつねと狸たぬきみたいな不良。熊の威いを借る狐と狸といったところか。

「雑誌とか素手で引きちぎるの余裕だし」

「テレビに出てる格かく闘とう家かをワンパンで土下座させたことあるんだぜ？」

「よせよ、てめえら」

「へーすごいねー……」

　喧嘩自じ慢まんをされても女の子は興味なさげだ。だが、ゴロツキ達はその態度を誤解した。

「もしかして信じてないわけ？　……じゃあ、実際に見せた方が早はえーよな？　神代くん」

「おい！　そこのボーイ！　ちょっとこっち来いや！」

　狐と狸は不運なボーイを呼び寄せた。因いん縁ねんをつけて熊男がビビらせる、いつもの手口。

　そのボーイがゴロツキ達のテーブルへすっと影のように近付く。しゃがみ込み、

「お客様、何かご用でしょうか？」

　背は高いがどこか細っこい。キャバクラの店員らしい腰の低い態度だった。

「ああ？　ご用もくそもねーよ！　神代くんが怒っちゃったんだよ、もう止めらんねーぜ」

　そう紹介されて熊男、ふてぶてしい態度でボーイを一いち瞥べつ。と、その表情が一変する。にわかに目を見張り、わななきだしたのだ。そして、さっと顔を伏せ、

「お、おい、もう出るぞ」

「え？　どーしたんすか、神代くん？」

「いつもみたいにバシッとやっちまっちゃってくださいよ」

「ば、バカ！　しーっしーっ！」

　熊男、必死の形相で二人を押さえようとする。と、しゃがんでいたボーイがふと顔を上げた。熊男とまともに目が合う。途端、、

「す、す、すんませんっした！　これで失礼しますんで！」

　熊男は悲鳴のように叫さけぶと、一目散に逃げ出した。狐と狸は呆あつ気けにとられながらも後を追う。

「ど、どうしたんすか、神代くん!?　急に店から出るなんて？」

「ばっか、てめえら、気付かなかったのかよ!?　あのボーイ、カズヤだぞ」

「え!?　そんなバカな……確かに最近地元で噂うわさ聞かないけど、奴やつがこんな所にいるわけ……」

「そうっすよ。大体あいつ、あんなネクタイ締めて真ま面じ目めに働くような奴じゃねえって」

「俺は奴のこと今でも夢に見ンだよ！　ちょっと身み形なりが変わってても見間違えるもんか！」

「夢に？」

「ああ。俺は昔、奴やつに耳からミソが飛び出るくらい殴なぐられてよ。その時の夢見ると今でも小便漏もらしそうになる……見えねえんだよ、あいつのパンチ。何されてんのかもわかんねえ。しかも、こっちは十人がかりで襲いかかったのに全滅だ！　……あいつマジで狂犬だよ」

　熊男はぶるぶると震えた。そして、思う。あの狂犬が、なんで八や俣また町で、しかもボーイなんかやってんだよ……それにしても信じられねえ。敬語は使うわ殴ってこないわ……強そうな相手と見ると必ず喧けん嘩か売ってきてたのに……何があって、あいつあんなに丸くなったんだ!?




「……どうすんだよ、これ」

　一方のカズヤはテーブルに置いていかれた熊男の財布を広げて頭を搔かいていた。客三人分の飲み代にしては額が多い。貰もらい過ぎだ。

「変な客だったな」

　カズヤは首を傾かしげた。なんだったんだろう？　随ずい分ぶん慌あわててたな、急に帰ることねーのに……、と。カズヤは彼かれ等らが立ち去った理由を思い付けず、困惑していた。

　……こういう時、店長ならどうするかなー。

　カズヤはこのキャバクラの店長の姿を思い浮かべる。頭の中で、豊かな髪と豊かな胸の若い女性が悪戯いたずらっぽく笑った。

『余分なお金はチップってことでぇ、ありがたく頂ちよう戴だいしましょう？』

　言いそうだなー。そういうとこシビアだもんなー。まあ、店が儲もうかったんだからいいか……。

　まさかこの後、その店長に続いて、更にまた自分の人生を変える第２の人物……いや、トラブルメーカーが現れるなんて、カズヤは思ってもいなかった。










　　　１　元ヤンVS幽霊




　その夜も店は盛況だった。叢むら雲くもカズヤは恭うやうやしく、酔すい客きやくに頭を下げる。

「ご指名の方ございますか？　はい、アケミさんですね。ありがとーございます！　どうぞこちらへ」

　カズヤはそう言って、その酔ったサラリーマンをテーブル席に案内する。べろんべろんなご様子だ。まず、おしぼりを渡す。叢雲カズヤは仕事に関しては真ま面じ目めな男である。

　それからカズヤは控えの女の子達のいるテーブル席へと向かった。軽かろやかな足取りで、

「アケミ姉さん。ご指名です」

　そこにはまだ客についていない女の子が四～五人、座っている。どの子にも共通していたのは鮮やかなドレス姿に整えられた髪、そして美しさだった。その中でも切れ長の目をした女の子が立ち上がる。

「ああ、才さい谷たにさんね」

　どこか氷の彫像のような美しさを纏まとっていた。カズヤは悪い癖くせで、つい思ったことを口に出してしまう。

「いやあー、やっぱアケミ姉さん今日も素敵っすね」

　控え席の女の子達の間で笑いが弾はじけた。

「出たー、カズッちの適当発言」

「いっつもそれ言ってるよねー」

　そこへアケミ姉さん、冷たい口調で、

「わたし、あんたみたいな口だけの奴やつ嫌いなの」

　ツンとした。カズヤは冷や汗を垂らす。

「いやあ、姉さんキビシーなあ」

　すると、周りの女の子達もアケミ姉さんに同調しだすので参った。

「わかるー。なんつーか、カズっちってさ、言うこと軽いよねー」

「誰にでもそういうこと言うしー。信用できないっていうかー」

「う……っ。そう、っすか？　すんません……」

　カズヤとしては本当に見て感じたままを言っただけのつもりなのだが。周りからはそういう風に見られていたのか、と結構凹へこむ。

　アケミ姉さんはカズヤのことなど振り返りもせず、指名客のいるテーブルへと行ってしまった。カズヤは頭を搔かきつつ、

「また怒らせちゃったかな……参ったなー」

　と、控え席の女の子達を再度見渡し、

「あれ？　ミサキちゃんは？」

「あの子、今日まだ来てないよー」

「電話して起こしてあげたら？」

　カズヤは肩を竦すくめる。

「また遅刻ぅ？　そういえば、下げ種す井いさんは？」

　下種井はカズヤよりも先輩の店員だ。本来、女の子が遅刻するなどしたら下種井が確認するのだが、

「フルーツ切れたからって買いに行っちゃった。どうせまたパチンコでしょ？」

「ええー？　下種井さんもまたっすか？」

「そうだよー。だから、何かあったらカズッちが何とかするしかないねー。今店にいるボーイさん、カズッち一人だけじゃん」

「マジで？　お客さんに、ミサキちゃんならもうそろそろお店に来ますよーって言っちゃったのになー」

　と、店の奥から野太い声が響いてきた。

「おーい、ちょっと！」

「やべ、宮ぐう司じさんが顔真っ赤にしてる」

　カズヤは急いでそのテーブル席に向かう。ゆでダコのようになった禿はげ頭あたまの大男がむくれていた。子供のように頰ほほを膨ふくらませ、

「ミサキちゃん、まだぁ？」

　この町にある神社の宮司。神職の身分でありながら大層俗っぽい。こちらも飲み過ぎのようだ。その隣の女の子も処置なしといった様子。で、カズヤは何とか弁解を試みた。

「もうしばらくお待ちを。今確認いたしますので」

「やだやだやだぁ！　俺帰るよ？　いいの？」

　カズヤとしては別にそれでもいい気がした。

　と、店のドアに吊つるされているベルがカランと鳴った。

「おお、ミサキちゃん」

「おはようございまーす」

　カズヤに向かって挨あい拶さつしてくる。ニコニコしているがどこか上の空というかボーっとしていた。その証拠に、

「来た来たー！」

　と、テンションの上がった宮司に気付いてもいない様子。

　このまますぐにミサキを客につけるわけにもいかない。カズヤはミサキを店の奥に引っ張っていって支度をさせる。

「ミサキちゃーん！　小お田だ原わらのディカプリオことハンサム神かん主ぬしはここですよー？　早くこっち来てね、ほんと。さもないと、この店の女の子全部病院送りになっちゃう。だって、俺の湧わき出る魅力は押さえようがないからさ。みんなハートいかれて救急車よ？」

　宮ぐう司じのアピールはミサキに聞こえていないらしい。ガン無視された。ほんとに酔っ払いの言うことはどうしようもない。カズヤはそんな宮司の声を背後から浴びつつ、ミサキに対たい峙じする。

　背の低い、だが華はなやかな女の子が悪びれもせずニコニコしていた。それを見てカズヤは言う。

「ちょっとミサキちゃーん。宮司さん、さっきから待ってたんだよ」

「え、あの神かん主ぬしさんもう来てるの？　はやーい」

「ちょっとちょっと！　さっきから宮司さん声張り上げて……もういいから早く着替えて……ていうか、何で遅れたの？」

「んー？　星占いで、いて座の今日のラッキーアイテムはデスゴロにゃんの携帯ストラップだって言われたから、探してたの」

　カズヤの顔がしかめられる。

「ミサキちゃん、またそんなの信じてんの？」

「でも、これが結構当たるんだよ？」

「いやいや……当たるわけねーから」

　カズヤはしかめ面つらのまま、

「占うらないとかマジに信じちゃ絶対ダメ」

「なんで？」

「ほら、占いで言われたからとか、霊れいのせいでこうなったとか……。なんつーの？　自分が上う手まくできなかったのを、仕方なかったんだ、って正当化しちゃうみたいな……占いってそういうもんでしょ」

「えー？　違うよそういうんじゃないよ」

「いやいや。占いなんて、頑張らない理由付けに使うだけだよ、実際ミサキちゃん、今日遅刻したの星占いのせいにしてるじゃん」

「もー！　ほんとカズッちは占いとか嫌いだよね。でも、占い信じて本当にいいことだってあるんだよ？　例えば今日だって、こうやって買ってきたデスゴロにゃん、カズっちのとお揃そろいにしようと……」

　ミサキの言葉は最後まで言い切れない。途中で、ガチャーン、と居住まいを正させるような激しい音がしたからだ。さらに、怒声。

「ふざけんなっ！」

　店内の空気が一いつ瞬しゆんで凍り付く。カズヤはフロアへ飛んで戻った。

「お客様、何か問題でもございましたでしょうか」

　冷静な口調で怒声の主に語りかけた。それは先程案内したべろんべろんのサラリーマンだ。才さい谷たにとかいう名前だった。その才谷、

「こいつ……！　客のことをなんだと思ってんだよ！」

　隣に座っているアケミ姉さんに指突き付けている。

「客にケチつけるとか、どういう教育してんだ!?　ああ？」

　アケミ姉さんは相変わらず氷の彫ちよう像ぞうのような表情で、

「私は思ったことを言っただけだけど？」

「てめえ……」

　アケミ姉さんの眼まな差ざしは冷たい。

　カズヤは慌あわてて、その視線を遮さえぎる。

「ちょっと、アケミさん、お客様に何言ったんですか？」

「聞いただけよ。そんなに落ち込むくらいの悩みって何？　って」

「キャバ嬢じようなんかに何がわかるってんだよ、あほか！」

　才さい谷たにが喚わめく。アケミ姉さん、ため息交じりに、

「で、こんな風だから、私にわかるようにお話ししてください、とお願いしただけ」

「……何が、わかるように言え、だ！　何様だっつーんだよ!?」

　才谷は自分の言葉で更に怒いかりが湧わいたらしい。

「ごちゃごちゃうるせーんだよ、どいつもこいつも！　女のくせに！　わからねえ方が悪いんじゃねえか！　俺をバカにした目で見るんじゃねえよ！」

　アケミ姉さんは肩を竦すくめる。

「別に私はそんな目をしたつもりはないけれど」

　カズヤはそっとアケミ姉さんを手で制した。

「すみません、うちの者がお客様に不快な思いをさせてしまったようでお詫わび申し上げます」

　アケミ姉さんが片かた眉まゆを顰ひそめるのが見えた。が、その心情を声には出さない。

　カズヤはひたすら頭を下げる。

「どうかご機き嫌げんを直してはいただけませんか？」

「うるせえ！　下したっ端ぱじゃ話になんねえ。店長呼べ！　店長！」

「申し訳ありません。今、席を外しておりまして」

「じゃあこの落とし前どうつけてくれるんだよ？　ああ？」

　才谷は頭を下げるカズヤの胸倉を摑つかんできた。酔った目が血走っている。逆上していた。おそらくカズヤを殴なぐるだろう。

　それを見てとったアケミ姉さんの腰も浮く。身を乗り出して、才谷めがけて鋭するどいビンタを叩たたき込もうと手を振りかざした。

「目を覚ま……」

　と言いかけてアケミ姉さん、たたらを踏ふんでしまう。カズヤがその言葉の終わる前に、素早く這はい付くばっていたからだ。土下座だった。胸倉にかけられていた才谷の手を切り、堂々の土下座。

「本当にすみませんでした！　オレでよければ話は聞きますから、ここはこれで勘弁してください！」

　床に頭を打ち付ける。

「そんなもんで勘弁できるわけ……」

「本当に、本当にすみません！」

　再度床に頭を打ち付ける。才さい谷たには一いつ瞬しゆん言い淀よどみ、

「……うるせえんだよ！」

　カズヤの頭を踏ふみ付けた。鋭するどく蹴けり降ろした、と言った方が正確か。

　床と額ひたいが激しくぶつかる。鈍にぶい音。

　やり過ぎだった。無抵抗の相手に追い打ちをかける。それはサラリーマンのような一般人には手慣れぬこと。どうしても抵抗感があるものだ。そういうことができるのは、ある意味訓練されたヤクザのような者か人としての見境を失った者だけだろう。才谷はそれで正気に返ったのか、一瞬蒼そう白はくとなる。周りも息を詰めた。

　が、その踏み付けられた頭の陰から、

「ご気分を害して申し訳ありませんでした！」

　それは揺ゆるぎない。まるで才谷の足あし蹴げなどそよ風であるかのような受け応え。

　自分が何をしようと、この男を小揺るぎもさせられないのではないか。と、才谷は本能的に怖れる。完全に吞のまれた様子。

「……しらけちまった。つまんねー店。お前ももう生意気言うんじゃねえぞ」

　アケミを一いち瞥べつして、覚おぼ束つかない足取りで店の扉へと向かう。金も払わず出ていってしまった。ドアのベルがカランカランとしつこく鳴った。

　しばらくして、店内の雰ふん囲い気きがようやく緩かん和わしたものに戻る。

「……イテテ……鼻やられなくてよかった……」

　カズヤは土下座から立ち上がる。と、アケミ姉さんがじっと見つめてきているのに気付いた。

「アケミ姉さん、大丈夫ですか？」

「わたしは大丈夫……あの……」

　アケミ姉さんは言いにくそうに口ごもってから、

「……まだ仕事が残っているんだから、さっさと額を冷やしておきなさいよ」

　そして、唐とう突とつに立ち上がると、ぷい、とばかりに控え席の方へと戻ってしまった。カズヤの方を振り返りもしない。

　カズヤは一人残された。そこへ、

「ちょっとカズっち大丈夫!?」

　ミサキが駆かけ寄ってくる。文字通り、血相を変えて、というやつだ。

「凄すごい音したよ!?　お医者さんに行った方が……」

「あー、大丈夫大丈夫。オレ、頭は丈夫な方だから。パチキ３級免許持ってるし」

「ふざけてる場合じゃないでしょ！」

「いや、ほんと大丈夫だから」

「ほんとー？」

　ミサキがカズヤの額ひたいを確かめるように触ふれてくる。

「それより、お客さん怒らせちゃったなー……」

　ミサキは頭を振る。

「ううん、カズっちのおかげで大事にならずに済んだんだよ」

「そうかなー。オレがもっとうまいことやれてれば、お客さん帰しちゃうようなことせずに済んだのに」

「そんなことないって！　アケミ姉さんもカズっちのこと見直したんじゃない？　カズっちは口だけの奴やつじゃないって」

　そして、カズヤにそっと促うながす。

「ほら、見て。控え席の方」

「ん、なに？」

　それに従って、カズヤが視線を巡らす。と、控え席で座っているアケミ姉さんと目が合った。

「アケミ姉さん、さっきからカズっちのこと心配してるよ」

　そのアケミ姉さんから、ぷい、とそっぽを向かれる。

「そう？　とても心配してるようには見えないけどね」

「……アケミ姉さんも可愛かわいいところあるよねー」

　ミサキは何やら含みのある口ぶりで呟つぶやく。と、はっと気付いたように、

「ああ、そうだ。はい、おしぼり。おでことか拭ふいたら？」

　カズヤは土下座で打ち付けた額に手を当てた。コブにはなっていないようだ。

　カズヤはミサキからおしぼりを受け取りつつ、礼を言う。

「ああ、ありがとう」

「でも、カズっち本当に丸くなったよね。初めて会った時なんて……」

「ま、昔のことはいいじゃん」

　カズヤはなんとなく脇わきを見てしまう。ちょっと気き恥はずかしい。

　そんなカズヤの様子を窺うかがっていたミサキ、

「……ふふ、よかったぁ～」

　安あん堵どの表情。

「カズっち、しし座でしょ？　テレビの星ほし占うらないで言ってたのチェックしたけど、やっぱり今日の運勢最高なんだよ。カズっち怪け我がしないで、お客さんにも怪我させないで済んだもん」

　ニコニコしてくる。あんなトラブルに巻き込まれておいて今日は運勢最高も何もないだろう。とはいえ、そのトラブルに巻き込まれても何事もなかった。そういうことなら、運が良かったと言えなくもない。

　結局、運が良い悪いなんて気の持ちようだよな、とカズヤは思う。そんなカズヤの横からミサキが、

「そういえば、しし座は今日、最高のパートナーを見つけ出せるって言ってたよ。……しし座と相性いいのって何座か知ってる？」

「ん？　最高のパートナーって何だ？」

「それはもちろん……」

　言いかけたミサキの声に被せるように、

「あ、すいませーん！　そこの超可愛かわいいミサキちゃん、素敵なおじ様がご指名でーす！　おーい！」

　宮ぐう司じがテーブル席からぶんぶん手を振って呼ぶのだ。カズヤは、あ、やべ、と少し慌あわて、

「そうだ、さっきから宮司さん待たせっぱなしなんだよ、ミサキちゃん。早くついてあげて！」

「ええ～!?　もう……しょうがないなあ」

「早く来て早く！　間に合わなくなっても知らんぞー！」

　宮司が握り拳こぶし漲みなぎり状態で叫さけぶ。落ち着け、と言いたいところ。

　ミサキはやれやれと首を振りつつ、

「じゃあね！」

　その席へと行ってしまった。

　カズヤはおしぼり片手にため息を吐つく。額ひたいが疼うずいた。

「……あーあ……オレってまだまだだなー」

　そうして首を振った。




「じゃあ、また来るよミサキちゃーん」

「ちゃんとツケを払ってね」

「……くっ……。今のは痛かった……痛かったぞーーー!!」

　例の適当宮司が店を後にする。

　と、まるでそれと入れ替わるように、ようやく店長が店に戻ってきたらしい。

「おい、カズヤ。店長が呼んでるぞ、ちょっと事務所へ来いってさ」

　いつの間にか戻っていた先輩店員の下げ種す井いが声をかけてきた。パンチパーマが今日も眩まぶしい。

「え、店長が？　何だろう？」

　下種井の、そのチンピラのような風ふう貌ぼうに歪ゆがんだ笑えみが浮かぶ。

「へ、何だろうってお前、何か客とトラブったらしいじゃねーか。おいおい新人君、何やってくれてんだよ？　えぇ？」

　そもそも下げ種す井い自身は仕事をさぼっていてその場にいなかったのだが、そんなことは棚に上げ、

「こりゃクビだな。だから俺はこの店にトーシロ入れるのは反対だったんだよ」

　と、上から目線。

「大体、お前の呼び込み、あれ何？」

「何かまずかったすか？」

　カズヤは問い返す。誰かが呼び込みのやり方を教えてくれたわけでもない。下種井から、呼び込みやっといて、と頼まれたから自分で考えたのだ。見よう見まね、ない頭を捻ひねって呼び込み文句を考え出した。

「料金とか間違えてました？」

「キャバの呼び込みに、安いよ安いよー、はねえだろ。スーパーの安売りじゃねえんだから」

『安いよ安いよー！　産地直送の新鮮女の子が１時間１セットで６０００円から！』

　実際、カズヤの呼び込みはこんなものだった。更にカズヤは、自分の呼び込みを思い返す。

『いらっしゃいませー!!　社長！　今日はいいの入ってるよー！　新人ちゃんいらっしゃーい！　てなもんで、獲とれたてぴちぴち今が旬しゆん！　目に青葉、山ほととぎす初キャバ嬢じよう！　脂あぶらがのっててうまいよー！』

　これじゃまずかったか。ここ、夜の歓楽街八や俣また町ではキャバクラの呼び込みなど実にありふれた光景だ。だから少しでも他と違ったことを言って人目を惹ひこうと思ったのだが……。

　そんなカズヤの思いなど、知らぬ風。下種井は小こ馬ば鹿かにしたようにダメ出しを続けてきた。

「産地直送女の子とか、うちの女の子は田舎もんだって言いてぇのかよ？」

「いや、それは言葉の綾あやっていうか」

「あと、脂がのっててうまいって何だよ？　うちの女の子はデブだって言いてーの？」

　そう言った後、ニヤニヤしながら、

「ま、これでお前ともお別れだろうけど、元気でやれよ？」

「……あー、相変わらず下種井さんは容よう赦しやねえなあ」

　カズヤはぼやきながら、灰皿洗いを後回しにして事務所へと向かった。店内奥の関係者以外立ち入り禁止の扉を開ける。

　美女がいた。着ているのは白いドレス。まるで、それ自体が光を放っているかのよう。白は膨ぼう張ちよう色であり、下へ手たに着ると太って見える。だが、彼女は僅わずかな例外部分を除き、スリムに見えた。僅かな例外部分とは、見れば納得、豊満な胸のことである。

「カズヤくーん！　おそーい！」

　ぷりぷりしたご様子。

「……て、店長……その格かつ好こう……」

　これがこの店、キャバクラ店スターライトの店長だった。カズヤは店長のそのグラマラスボディにやられて、呻うめくように呟つぶやくしかない。

　店長は事務所のソファに腰かけていた。長い脚あしを組んでいる。何かがチラッと見えそうで見えない。もどかしい。

「ああ、この服？　似合う？」

　ぷりぷりしたご様子（物理的に）。

「うわ、揺ゆれた」

　３Ｄだった。裸ら眼がんでも飛び出して見える。素晴らしい技術。

　店長はまるでのほほんと、

「この後、わたしもお店に出ようと思ってぇ」

「い、いや、店長がその格かつ好こうでお店に出るって今日はサービスデーじゃないんですから……」

　カズヤは正直な感想を包み隠さず告げた。で、自分の立場というものを思い出し、

「ダメです、店長。その格好で出ちゃダメっすよ！」

「えぇ～？　どおしてえ？」

「あのですね。店長がその格好でお店に出たら、お店の子が暇になるっていうか自信をなくしちゃうっていうか、店長としての立場ってものを考えてですね」

「も～。カズヤくぅーん、どこでそういう言い方覚えてくるの？」

「大体、いくら若いって言ってもさすがにお店の女の子達と一いつ緒しよになってはしゃぐような年じゃないでしょう？　そろそろ落ち着いても」

「店長20代パーンチ！」

　チョップだった。20代ならではの（それが後半であっても）しなやかで光沢のある伸び伸びとしたチョップ。指先までピンと張っている。20代の（それが後半でも）女性にしか放てぬという幻の技である。それが的確にカズヤの喉のどを潰つぶしにきていた。狙ねらうは頸けい骨こつ破壊。そこには、親しい間柄だからこそ醸かもし出されるまろやかな殺意があった。

　カズヤの喉はそのチョップをぺチンとはじき、

「参りました。勘弁してください」

　という声を出した。

「もー。わたしも久しぶりにお店でキャッキャウフフしたいのになぁ」

　店長は肩を落とした。が、すぐに眼まな差ざしを上げ、

「……と、それよりも。さっきお客さんとトラブルがあったらしいわねぇ？」

「あー、それは……」

　カズヤは口ごもった。

　店長はまだ若いのに、この店のオーナーでもあった。柔らかな笑え顔がおにおっとりとした喋しやべり口。とても、従業員20名弱を束ねるキャバクラの店長には見えない。

　カズヤはこの店長に拾われてスターライトの店員になって以来、店長に頭が上がらない。

　その店長に先程のことを叱しつ責せきされるのかと思うと、カズヤは気持ちが落ち込んでいくのを止められなかった。

「……すみませんでした。うまく処理できなくて、お客さん、怒って帰っちゃいました……」

　正直に話す。

　だが、店長は意外なことを言った。

「よく我が慢まんしたわねぇ」

「え？」

「お客さんを殴なぐらなかったんでしょう？」

「あ、当り前じゃないですか！」

「前のカズヤ君だったら、有無を言わさず殴ってたんじゃなぁい？　誰から構わず喧けん嘩か売っていたものねぇ」

「い、いや、昔のことはもう言わないでください」

　カズヤは勘弁してくれと言わんばかりに手を合わせる。同時に、思い出されてきた。この店長に拾われた時の捨て鉢ばちだった気分を。




　──それは決して、正義感からの行動とは言い切れなかった。

　どうなってもいい、という虚きよ無む的な気持ちがなかったと言ったら噓うそになる。

　そうでなければ、ヤクザに絡からまれている女の子を助けようなどと、思いはしても実行には移さなかったろう。

　ほんの二、三カ月前。叢むら雲くもカズヤは夜の歓楽街八や俣また町に吸い寄せられて、日々ゴロを巻いているような状況だった。

　強そうな相手がいれば、目が合っただのなんだの些さ細さいな言いがかりをつけて喧けん嘩かを吹っかけていた。

　相手を叩たたきのめし、プライドを踏ふみ躙にじって、それで自分を慰い撫ぶしていたのだ。

　見ろ、オレは喧嘩なら誰にも負けない、と。実戦ならオレの方がずっと上だ。生ぬるいルールの中で戦うなんて意味はない。そんな自分への言い訳は、次第に空むなしくなるばかり。

　更に、カズヤのようなハネっ返りがいつまでも八俣町で許されるはずもない。しっぺ返しは必ず来る。

　その日、カズヤはいつものように八俣町をうろついていた。めぼしい喧嘩相手を探して回っていたのだ。ゲームセンターやカラオケボックスの前で、それっぽいチンピラにガンを飛ばす。と、路地裏から微かすかな悲鳴が聞こえてきた。カズヤはそこにトラブルの臭においを嗅かぎ付ける。暴力の気配。カズヤはすぐさまそちらに向かった。

　そして目にしたのは、顔に傷跡のある男に捕まっている若い女の姿だった。

「……このアマ！　責任取れよ！」

「そんなの、わたしのせいじゃないよ！」

　その小柄な女は叫さけぶ。可愛かわいらしく、どこか華はなやかさがある。ただの通りすがりというわけではなく、この歓楽街八や俣また町に関わりのある女の子に見えた。

「おまえが絶対当たるって言うから賭かけたんだぞ！　どうしてくれる！」

「そ、そんなぁ……わたしはただ、お客さんに話のタネとして星ほし占うらないをしてあげただけだもん……」

「ざけんな！　おまえの所せ為いだ。この借金も全部おまえの所為だからな！」

　男が女を引っ叩ぱたいた。容よう赦しやのない、鈍にぶい音。どう見ても、その筋の男だ。

　ヤクザ者に手を出したらどうなるか。そんなことを考える間もなく、既に体は動いていた。

「おい、止やめろよオッサン」

「あ？　何だてめえ!?　関係ねえだろ、引っ込んでろ！」

「ああ？　てめー、それオレに言ったのか？」

「ガキがふざけやがって……こっちは遊んでる暇ねーんだよ！　殺すぞ、コラァ……」

　傷跡の男が言い終わるよりも前に、カズヤの拳こぶしがその腹にめり込んでいた。素早い踏ふみ込みで間合いを詰めての一撃。げっ、となる男の顎あごに更にアッパー。がちり、と男の下顎と上顎が激突した。白目を剝むきかけた男の鼻先に今度は右の拳がめり込んだ。鼻から鮮血が吹き出す。そうして崩くずれ落ちる男にさらに追い打ち。最も早はや戦意のない相手にのしかかって滅多打ちだった。そこまでやる必要があるのか、というくらい鈍にぶい音が響く。そこには我流ではない、確かな技術があった。人を叩たたきのめすための技術が。
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「もろいな。ヤクザ者っていってもこんなもんかよ」

　カズヤは痙けい攣れんする男を見下げて呟つぶやいた。ゴミでも見るような目付き。その横にいた女が震える声で、

「あ、ありがとう……」

「ああ？　消えろ」

「……でも、ヤバいよ。この人ヤクザだし早くこの街から逃げた方がいいよ」

「いいからさっさと行け」

　カズヤは一ひと睨にらみする。女は傷ついたような表情を浮かべ、走り去った。冷たい対応。

　だが、女の警告が真実だったのはすぐにわかった。




　もう終電がなくなる時間になっていた。ヤクザ者を叩きのめしてから何時間か経たっている。

「死ねコラァ！」

　そう言ってゴルフクラブを振りかざした男に向けて、カズヤはゴミ箱をぶん投げてやった。直撃。

「ぶ」

　ゴミ箱の中身がまき散らされ、路地裏に汚い花が咲く。そうやって怯ひるませた隙すきに、カズヤは背を向けて走り出していた。

「おい、そっち行くぞ！」

「回り込め！」

　チンピラ達の喚わめき声。それらを背中に受けつつ、カズヤは路地裏の更に狭せまい方へと走る。ばったり、先回りしていたチンピラと出くわした。

「てめ」

　言い終わらせる前に、拳こぶしで挨あい拶さつ。出会いがしらの鼻っ柱に叩き込んでやった。チンピラは昏こん倒とうする。そいつを踏み付けて、さらに奥へ奥へと。

「……ち、うっとーしい……」

　カズヤは煩わずらわしげに目元を擦こすった。頭から流れ出た血がその手にこびり付く。

　ヤクザ者を倒したあの時から、その仲間連中がカズヤを狙ねらって動き始めたのだ。ヤクザ者達は何人かで組んで探しまわり、カズヤを見つけると仲間を呼ぶ。

　油断していた。いきなり背後から鈍どん器きで頭を殴なぐられ、カズヤは今出血している。いくらカズヤでも負傷した状態で大勢を一度に相手にするのは無理というもの。

　いつしか追い込まれていた。路地裏を走り回る。人混みの中に紛まぎれる。行き交う人々の視線がカズヤの神経をささくれ立たせた。そうして、たまたま逃げ込んだ先がキャバクラだった。名をスターライトという。

「……すまねえ、ちょっと裏口を通らせてくれ」

「あらぁ？　どうしたのその怪け我が？」

　間延びした女の声。対応に出てきた若い女のものだ。

　ヤクザ者達がすぐ後ろに迫せまっていた。店の裏口から逃げて、追手の目をくらまそうと思ったのだ。だが、その女に止められた。

「もしかして追われてるのぉ？」

　その女は店内の薄暗がりに紛れるようなスーツ姿だが、はっとするほど美しい。そして、

「君、ヤクザの人に追われてる子じゃない？」

「何で知ってる？」

「この街では些さ細さいなことでもすぐ噂うわさになるもの。……てことは、あなたがミサキちゃんを助けてくれた人なのね？　ヤクザを一いつ瞬しゆんで倒したっていう話だったからどんな怖い子かと思ったら、意外と可愛かわいいじゃないのぉ」

「おい、いいから通してくれ」

「……まあまあ。いいからいいから」

　腕を摑つかまれる。

「おい、何だよ？　オレは急いで」

　その言葉が終るか終らないかというところで、スターライトの入り口のベルがカランカランと大きく鳴る。

「ちょろちょろしてんじゃねえぞクソガキ、こらぁ！」

　一目で堅かた気ぎでないとわかる連中が入り込んできた。

「……くそ！　しくじった。この店もヤクザの息がかかってる店か！」

「失礼ねぇ。うちはヤクザなんかに尻尾しつぽを振らないわよぉ。振るのはお尻しりだけ」

　カズヤは黙だまったまま女を睨にらむ。と、それに動じた様子もなく、

「君、このままずっと逃げ続けるつもり？　そんなのしんどいでしょう？　ここはわたしに任せなさい」

　ヤクザ達の中の一人がカズヤを見つけてにやりとする。

「おお、いたいた。手間かけさせやがって。さあ、事務所来いや、坊ぼう主ず」

　派手な背広に開かい襟きんシャツという出で立ちのその男はカズヤにそう言ってきた。チンピラ達を従えているところを見ると兄貴分というやつか。

　と、店長だという女が吞のん気きな声で、

「いらっしゃいませぇ。何名様なのぉ？」

　と、迎え入れる。

「いや、俺達は客じゃねえ。そいつに用があるんだよ」

「まあまあ、せっかく来たんだからゆっくりしてってねぇ」

　そうヤクザ達に言う。

　その間、カズヤは鋭するどい目付きで男達を睨にらみ付けていた。三人までなら倒せる。頭の中でどこか他ひ人と事ごとのようにそう考える自分がいた。そして威い嚇かくするように叫さけぶ。

「おめーら顎あご砕くだかれてーのか？　流動食しか食えなくさせんぞ!?」

「吠ほえやがってガキが。その手、二度と箸はしも持てないくらいに潰つぶしてやるよ。指10本覚悟しとけ」

　派手背広のヤクザ者が言い吐はいた。

「あらあら、随ずい分ぶん物ぶつ騒そうなこと言うのねぇ」

　店長、僅わずかに顔をしかめつつ、

「それより団体で入店するなら、少し割引しちゃうけど、どうぉ？」

　派手背広とカズヤ、店長を無視してやり合おうと前へ出る。と、

「もう！　やめなさぁい！」

　一いつ喝かつ。ヤクザ者達とカズヤの間に立って、店長が両手を広げていた。両者を制する格かつ好こうだ。

「殴なぐりっこはダメぇ！　そんなお客さんはお店から出ていってもらいますよ！」

　派手背広がにやりと笑う。

「おう、姉さん、店の邪じや魔まして悪かったな。おい、小僧。表出ろ」

「てめぇ……」

　それを店長が止める。

「いいえぇ、その子を渡すわけにはいかないわぁ」

「は？　おいおい、何のつもりかしらねーがそいつを庇かばうつもりか？」

　派手背広が言う。だが、店長はヤクザ相手に怯おびえも見せず、

「わたしのお店で勝手なことしないでもらえるぅ？」

「おい待てよ、姉さん。関係ねえだろ？　こんなどこの馬の骨とも知れない根なし草を庇ってどうするつもりだ？」

　派手背広に揶や揄ゆされるように問われて店長、しれっと言う。

「その子は今日からこの店の従業員なのよぉ」

「「はあ!?」」

　ヤクザ者達が戸惑うのと同様に、カズヤ自身も驚いた。綺き麗れいにハモってしまう。

　店長は柔らかく微ほほ笑えんで周囲を幻惑する。

「たった今採用試験に合格しましたぁ。というわけで、その子はうちの身内よ。それを連れていこうというなら、ただでは済ませられないわねぇ」

　それを聞いて、ヤクザ者達の内の一人が小こ馬ば鹿かにする。

「ただでは済ませない？　てめえ、こんな小さな店、いつでも潰つぶせるんだぞ？」

　それに対しても店長はにっこり。

「あなた達にそんな度ど胸きようがあるのかしらぁ？」

　派手背広の目付きが細くなった。

「……姉さん、あんたマジで言ってんのか？」

「わたしはいつでも真ま面じ目めよぉ」

　柔らかな笑えみ。だが、決して引かない笑みだった。それを見て、派手背広は黙だまり込む。ぽつりと、

「ちっ、変わってねえな……」

　呆あきれたように、いや、諦あきらめたように派手背広が呟つぶやく。そんな派手背広と対象的に、手下が喚わめき出した。

「このアマ、ヤクザを舐なめやがって！」

「おい、待て」

　派手背広の制止。だが、そのチンピラは粗暴な男だった。女だろうと関係ない。店長めがけて殴なぐりかかる。

「ぐ……っ」

　鈍にぶい音。だが、チンピラの拳こぶしを額ひたいで受けていたのはカズヤだった。

　自分の前に立ちはだかるその姿に、チンピラは呆あつ気けにとられた様子。

　カズヤは店長の前に割り込み、その盾たてとなっていた。

「何だ、てめえ」

　そんなチンピラの呟きに、カズヤは睨にらみ付けることで応えてやった。

「まあ。庇かばってくれたのぉ？」

「オレのせいで怪け我がとかされたら寝覚めが悪わりーんだよ」

　殴りかかったチンピラの首根っこが摑つかまれる。そして、後方へ投げ飛ばされた。床に転げる派手な音。

「勝手なことすんじゃねえよ」

　派手背広だった。派手背広はそのチンピラのことを顧かえりみもせず、店長に確認してきた。

「……つまり、あんたがこの小僧の身を預かるってことでいいのか？　そいつがしでかしたことの落とし前はあんたがつける、ってことだな？」

「んー？　そういうことになる、のかしらねぇ？」

　店長はカズヤに問いかけるように首を傾かしげてみせてきた。

　派手背広は薄い笑えみを浮かべて、

「……今日のところはいいだろう。貸しにしといてやろうじゃねえか」

「え？　いいんですか？　兄貴？」

　居並ぶ手下達が言うが、

「黙だまれ」

　短く一いつ喝かつ。そして、店長に向き直り、

「……さあて、この貸しはいつか返してもらうぜ。それと小僧、あんまり跳はね回ってんじゃねえぞ？　俺は極ごく東どう会かいの志し村むらってもんだ。覚えとくんだな。お前がはしゃぐと店長さんの尻しりに火がつくことになるんだからよ」

　そうして、派手背広のヤクザ者は立ち去った。手下達は不満そうにチラチラ見ていたが。

　店に残されたカズヤは店長と二人になる。店長が言った。

「さあて、とぉ。じゃあ、一杯飲んでからお仕事しましょうか？　お酒は大丈夫よね？　あら、それよりまずは傷の手当てかしらぁ？」

「……何でだ？」

「んん？　何がぁ？」

「あんた何で……何の得にもならねえだろ……オレを庇かばったところで」

「あらぁ？　仲間を助けるのは当然でしょ？」

「仲間？　誰が？」

　店長は軽くむくれて、

「もう忘れたのぉ？　君はさっきうちの店に採用されたのよぉ？」

「それはそっちが勝手に……」

「うちのお店はねぇ、仲間が困っている時は助け合うのがモットーなの」

　カズヤの言うことなどお構いなしの態度。

「オレは仲間じゃねーだろ」

「ううん、うちの大事な従業員よぉ」

　きっぱり言われた。

「だから、ヤクザ屋さん達に手を出させるわけにはいかないの。あの人達は直接このお店に手を出せるような勇気はないから、そこは安心していいわぁ」

「……何で……何でオレなんかを助けてくれるんだよ……オレなんか何の価値もねーのに」

「自分でそんなこと言っちゃ駄だ目めよぉ。君がいい子だっていうのは一目見てわかったもの」

「オレが？　あんた、何言ってんだ。オレは人をぶん殴なぐるしかできねークズ野郎だよ」

「とか言ってぇ。さっきもわたしを庇かばってくれたじゃない」

「いや、それは……」

「そんなことない」

　穏やかな、だが、しっかりとした口調。微ほほ笑えみながら、カズヤを真正面から見ていた。見てくれていた。

「君はいい子なの。わたしが言ってるんだから……ね？」

　何もかもひっくるめて全肯こう定てい。そんな風に扱われたのは初めてだった。

「だからそうじゃなくてだな」

「いいからいいから」

　にっこり笑う。それを見ていると、何を言っても彼女の気持ちを変えることはできないのではないか、とそう思えてしまう。

　カズヤは、自分が酷ひどく小さなことに拘こだわっているような気がしてきた。まるで自分が子供で、聞きわけがないかのよう。

　オレがいい子？　何でそんなこと言える？

　そう思いつつ、カズヤの心は揺ゆさぶられていた。

　オレの身み形なりや言葉遣いを見ても、そんなことを言えるなんて。大抵の奴やつは、オレを見るなり判で押したように決まった目付きをするっていうのに……。

「いいのかよ。俺のせいでヤクザ者に目を付けられ……」

「あらぁ？　うちのお店で働くのは嫌いや？」

　その柔らかな笑えみと言葉に、カズヤは温かいものを感じる。久しく感じていなかったもの。

「……いや、そういうわけじゃねーけど……」

「はい、決まり！　やったぁ！」

　店長はガッツポーズしてみせる。

　こっちの話をまるで聞いていないのか。それとも聞いてて聞かない振りをしてるのか。いずれにせよ、

「……何なんだよ一体……」

　カズヤはせめてもの思いで、

「……わかった。でも、この恩は忘れない」

　そう告げる。と、店長はうふふと笑い、

「じゃあ、今日から君はスターライトのボーイよ。でも、まずはその口調から直さないとね」

　そして、店内を指し示した。

「これからお客様を相手にするんだから、もっと愛想よくしなきゃ」

「ああ、わかった」

「もぉ！　わかってなーい」

　カズヤは店長からおでこをツンと突かれてびっくりした。そんなことされたのは初めてだったからだ。

「わかりました、でしょぉ？」

「え？　あ、ああ、わかりました」

「あと笑え顔がお！」

「こ、こうか？」

　カズヤは慣れない笑え顔がおに四苦八苦。

「うーん、まだ硬かたいけど、うん、大丈夫！　その調子でやってこぉー！　そんな畏かしこまらなくていいわよぉ」

「でも、オレ、こういうお店で働くとかやり方しらねーし……。大体」

　と、カズヤ、お店の女の子達の方を見て呟つぶやく。

「女相手に何喋しやべっていいかわかんねえし」

「もっと気楽に。そうねぇ、見たまま感じたままのことを言えばいいんじゃないかしらぁ？」

　そんなものか。と、カズヤは神しん妙みような顔になる。それを見て店長はどう受け取ったのか、

「まあ、気にすることないからね？　だってわたし、安いお給料であなたをこき使うだけなのかもしれないのよぉ？」

　そこへ、あーっ!?　と驚きの声が上がる。店に女の子が入ってきていた。小柄で華はなやかな感じの女の子。

「あ、さっき助けてくれた人！」

「ミサキちゃーん、どこ行ってたのぉ？」

「ああ、あの時ヤクザに絡からまれてた……」

　こうして叢むら雲くもカズヤはスターライトの従業員となったのだった。




「……ほんと最初の頃と比べるとうまくやれるようになってきたわねぇ。うん、偉えらい！」

　昔を思い浮かべていたカズヤは、店長から褒ほめられて慌あわてて話しに意識を集中させる。

「わたしも下げ種す井いちゃんもいないのに何とかうまくまとめてくれて助かったわぁ」

「い、いやあ、それほどでも……」

「この調子で頼むわねぇ」

「任せてください。オレ、いつか、もっと店長の役に立つ男になるって決めてますから。この店をうんと流は行やらせて、でかくしたいんです」

「えっとぉ……それは頼もしいわねぇ」

　店長が柔らかく微ほほ笑えんできた。それを見て、カズヤは言葉に力を込める。

「オレ、助けてもらった恩は絶対返しますから。あのどん底な気持ちからオレを救ってくれたのは店長だから……」

　カズヤは一いつ瞬しゆん遠い目をして、

「……オレ、頑張りますよ。スターライトのためにね！」

「そう……うん、頑張って！」

「はい」

「そうだ！　そんなカズヤくんにプレゼントをあげまーす」

　取ってつけたように店長が言った。バッグをごそごそして、

「じゃーん」

　取り出だしたるは目にも鮮やかな緑の石。青味がかって、トロリとした光こう沢たくを放っている。

「これは……？」

「お店のツケの代わりにってもらったのよぉ。ヒスイだって」

「ヒスイって宝石の？」

「そう。ヒスイって長寿とか不老不死の力を持つって言われてるそうなんだけど、そこから物事を長続きさせるお守りにもなるんだって」

「お守り……」

　あまりそういうものを信じていないカズヤは、熱のない声を出す。

「頑張るカズヤくんがこれからも頑張り続けられるように、これを贈っちゃいまーす」

「この石、欠けてますね」

　カズヤは指摘した。確かにその緑の石は一端が断ち切られたように欠けている。

「そうなのよぉ。本当なら凄すごい値打ち物なんだけど、半分欠けてるから売り物にならないって。だからくれたんだろうけど」

　店長は残念そうに口を尖とがらした。が、すぐに、

「でも、これがカズヤくんの手に渡ることで、きっといいこと起こると思うなぁ」

「はぁ」

「あれぇ？　あんまり嬉うれしくない？」

「そんなことないです。オ、オレ、プレゼント貰もらうとかあんまりなくて……。大事にします」

　カズヤはありがたくそれを受け取ると、肌身離さぬよう懐ふところに収めた。

「じゃあ、失礼します」

「はーい、お仕事がんばってねえ」

　店長が手を振り振りしてくる。

「……でも、ほんとはわたしやこのお店のためじゃなくて、カズヤくんには自分のために頑張って欲しいんだけどな……」

　意気揚よう々ようと仕事に戻るカズヤの背に、店長の呟つぶやきは届かなかった。




　　　◇




　カズヤはポリバケツにゴミを入れ、裏口から店外へ出る。キャバクラ「スターライト」の入っている３階建てのビル。その陰に隠れて裏道は暗かった。僅わずかな電でん燈とうがフェンスで囲まれた場所を照らしている。カズヤは、その共同ゴミ集積場にポリバケツを運んだ。

「よっこらしょっと」

　掛け声とともにポリバケツを置いた。結構な重さだった。

　さて、夜はまだ長い。これからもうひと頑張り、と思ったところでカズヤは違和感を覚える。

　視線、というものに物理的な圧力はないはずだ。だが、その時カズヤは確かに自分を見つめる何者かの存在を肌で感じた。

　それは、これまでも何度か感じたことのあるもの。

　背中の毛が総毛立つ。

　カズヤは硬直してしまった。じっとしていれば、こっちのことを石ころか何かだと思ってどこかへ行ってくれるのではないか、と期待して。だが、その気配はじっとこちらを見み据すえているようだ。

　ちくしょう、このままじゃ埒らちが明かない。しょうがねえな。

　と、意を決してカズヤは振り返る。違和感の元へと視線を向けた。そして、

「……！」

　そこにいたのは幽ゆう霊れいだった。

　その幽霊は身の丈たけおよそ４尺しやく程か。かなり小柄な少女で、ゴミ集積場には似つかわしくない、鼻をくすぐる甘い香りを纏まとっていた。

　見た目は色白く、容姿端たん麗れいといっていい。ただ一つのおぞましい点を除いては。それは髭ひげの存在だ。

　三千丈はあろうかという黒々とした髭、美び髭ぜん公こうと謳うたわれた関かん羽うもかくやと思わせる隆りゆう々りゆうとした髭、ではない。

　どうみても学芸会の紙工作。ハサミで切って作ったとしか思えぬ髭を、顔の正面鼻の下、テープか何かでペタリと貼はって、えへんぷい、といった態てい。

　その頭には易者の被る茶ちや人じん帽ぼう。

　手にはジャラジャラ筮ぜい竹ちくと、大きく丸い天てん眼がん鏡きよう。

　白しろ無む垢くの衣装はどこか神事を思わせる。いわゆる巫み女こ姿であった。

　髭と茶人帽と筮竹と天眼鏡がなければ、ごく普通の巫女であったろう。一般的に、繁華街の裏道でよく見るタイプの巫女だ。顔中が血だらけだったり、体のどこかがぱっくり割れていたりする、グロいタイプの巫女幽霊ではない。

　カズヤは今までも何度か幽霊を目にしている。大体、カズヤが目にする幽霊は黒い影みたいだったりぼやけていたりで、これほどはっきりした姿で見えることは珍しい。

　その髭を生やした幽霊。幽霊らしからぬ明るい表情をパッと浮かべた。

「ようやく出られました……！　あ！　も、もしかして、わたしの姿、見えてます？」

　子犬のように駆かけてきて、カズヤの傍そばにまとわり付く。

　カズヤは反応を示さない。

「……ん？　あれ……？　あのう……すみません、急でびっくりしちゃいました？　あのう……わ、わたしのこと、見えてます……よね？」

　すぐに幽ゆう霊れいの表情が萎しおれた。視線をキョドつかせながら、カズヤを見上げてくる。

　カズヤは無視。これまでの経験で学んでいたからだ。幽霊を相手にするとロクなことにならない。それに、しばらく放っておけば幽霊の方で諦あきらめてどこかへ消えるものだ。逆に、恐れや戸と惑まどいを見せると幽霊は嵩かさにかかって祟たたってくる。毅き然ぜんとしていればよい。

　だからカズヤは何事もなかったように、すたすたと店内へと戻ろうとする。

「……あのう、ちょっとお話を聞いてくれるだけでいいんです。お願いします……すみません……すみませーん」

　幽霊はカズヤの顔の正面に回り、ぴょこぴょこ飛び跳はねて視界に映ろうとする。しつこい。

　無視無視。カズヤはその幽霊から完全に目を逸そらした。横を向いて前進する。壁に激突した。頭を強く打ちつけノックバック。悶もん絶ぜつする。

「あ、あ、大丈夫ですか？　痛そう……大変、こぶができてますよ！　ひどい……どうしてこんなことに……」

「おめーのせいだろうが！」

　カズヤは痛みに耐えかね文句をつけてしまった。

「おめーが目の前をちょろちょろするから……」

「あのう、やっぱりわたしのこと見えてたんですね？　良かったあ……やっとわたしのこと見える人に会えました。ああ、神様。この出会いに感謝します」

　幽霊は目をキラキラさせて、カズヤの肩に乗りかかってきた。

　まずい。取り憑つかれてしまう。カズヤは飛びずさって、幽霊から距離を取った。カズヤの肩からずり落ちた幽霊は尻しりもちついて「きゃん」と一声、びっくり眼まなこ。

「寄るな。オレは霊とか信じてないんだよ」

「す、すみません、霊ですみません。で、でも、信じてくれなくても、わたしはここにいるんです」

「いるとかいないとかじゃねーよ。オレは幽霊嫌いなんだよ」

「え？　何でですか？」

「何で、だと？」

「す、すみません、でも、幽霊の何が気にいらないんですか？」

「幽霊なんて悪いことしかしねーだろうが」

「そんなぁ、それは偏見です」

「ウソつくな」

　カズヤは仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。

「幽霊の言うことなんか全部ウソだ」

「わたし、正直な幽霊ですよ！」

「オレはね、幽霊の言うことなんか信じねーんだよ」

「でも、わたしのことは見えてるんですよね？　とにかくちょっとお話を……」

「おめーが何言おうと聞く耳持たねーっつってんだよ」

　叩たたき付けるように言った。

「話すだけ無む駄だだ。じゃあ、お互い短い人生、時間を無駄にするのは止やめにしようや。おめーも有意義に生きろよ？」

「それはどうもお気遣いいただいて……って、わたしもう死んでるんですけど……」

「じゃあな」

　カズヤは店に向かって歩き出す。

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！　どうか、わたしの話を聞いてください。あ、ごめんなさい。不ぶ躾しつけで図々しいこと言ってるのはわかってるんです。でも、お願いです。ごめんなさいごめんなさい」

　幽ゆう霊れいはひたすら低姿勢で、必死な様子だった。そして、下から懇こん願がんの眼まな差ざしでカズヤを見上げ、

「あの、わたし、占うらない師なんです。えっと……これは秘密にしておこうかと思ったんですけどー、どうしよう、教えちゃおうかなー」

　カズヤ、何も言わずに去ろうとする。

「ま、ま、待ってください！　『ヒミコ』です！」

「は？」

　あまりに唐とう突とつな言葉が出てきて、カズヤは素の表情になってしまう。

「有名ですよね。どうです？　占いで国を治めた超有名人ですよ。わたし、凄すごいでしょう？　これで、わたしの話を聞く気になりませんか？」

　カズヤはじろじろと幽霊に視線を送り、

「超胡う散さんくせえ」

「そんなことないですよー。古代カリスマ占い師ヒミコ様ですよー」

「そんな格かつ好こうしたヒミコ様なんているかよ」

「え」

　幽霊はきょとんとして、

「あの、すみません、何かおかしいですか？」

　茶ちや人じん帽ぼうに天てん眼がん鏡きよう片手の髭ひげ生はやした巫み女こは不思議そうな表情。

「どこもかしこも、何もかも、おかしい」

「すみません、幽霊なもので」

「もう言うのもバカらしいけど、ヒミコがいた時代にそんな服や虫めがねなんかあるか」

「すみません。でも、そこはそれ、わたしも死んでから長いこと生きてますから、色々時代の影響というものを受けまして。良いものは積極的に取り入れていこうという進しん取しゆの精神に富んでいるんです。何ていうか最適化してきたとでも言いますか」

[image: ]

　未来を見み据すえた前向きな幽ゆう霊れいだった。

「……まあ、最適化とか効率化とか言えば聞こえはいいですけど、前は色々できたのが段々できることが減ってきて、今は手相しか見れないんですけど」

「手相だぁ？」

「はい、主に手相鑑定してます。あ、でもそれで十分なんですよ！　手は外部の脳っていいますし、手を見ればその人の頭の中を見るも同然なんです！　それで、あなたにお願いが……」

「おめー、与よ太た話はいい加減にしろよ」

　カズヤは思わず声を荒げてしまった。幽霊な上にヒミコで占うらない師とか、胡う散さん臭くささ倍増だったからだ。その声に敏感に反応して、幽霊が飛び上がる。

「す、す、すみませんすみません占い師ですみません」

「無理」

　きっぱりと言った。

「え？　何が無理なんですか？」

「オレ、幽霊を信じてないのと同じくらい、占いも信じてないから」

「そんなこと言わず、信じてくださいよー」

「ていうか、その二つが組み合わさってるとかマジあり得ねえ。これマイナス×マイナスで半端ないマイナスだよ」

「……えーと、マイナス×マイナスだったらプラスですよね？」

「うるせえ。んじゃ、例えば、おめーにとって嫌いなものって何よ？」

「すみません、わたしカエルが苦手で……」

「カエルの方が幽霊よりマシだな」

「何言ってんですか!?　カエル最悪ですよ！　雨振った後なんか調子乗って水の中からわざわざ出てくるんですよ？　あれ、わざと踏ふまれに出てきてるんです！　ぶじゅって！　踏んだ時のあの感触……うええ」

「幽霊のくせに足で踏んでんじゃねーよ！　かわいそーだろ!?　まあいい。で、他に嫌いな物は？」

「はあ……そうですね。立場も弁わきまえずにすみませんけれど、わたし、怖い話とかも大の苦手で、そういうの聞こえてきたら耳塞ふさいで逃げちゃいます」

「じゃあおめー、カエルが怪談しながら飛び跳はねてきたら、好きになるか？」

「すみません、目と耳塞いで逃げます！」

「だろ？　オレからしたらおめーがそうなんだよ」

　ヒミコは目をぱちくりして、

「ん？　どういうことですか？」

　カズヤはとてつもない疲労に襲われた。

「ああ頭痛くなってきた」

「お疲れですか？」

「おめーのおかげでな！」

「いやぁ、それほどでも」

「これだから幽霊は嫌いやなんだ。まともに相手しても疲れるだけだし。……何でオレにばっかり絡からんでくるんだよ、おめーらはよ！」

「え、あの、すみません。ていうか、『オレにばっかり』？　何か嫌な思い出でもあるんですか？」

「[image: あ゛][image: あ゛]？」

「すみませんすみません、立ち入ったことをお尋たずねしてすみません。でも、どうしてそんなに幽霊を毛嫌いするんですか？」

「すみませんとか言っといてまだ聞くのかよ!?」

「すみません。で？」

「幽霊って奴やつはこれだから……オレがガキの頃もそうだった。オレを騙だまして余計なこと言わせやがって、あれのせいでオレは……」

「何があったんですか？」

「……クラスの花か壇だんを荒らした奴がいたんだよ」

「ああ、それが幽ゆう霊れいで、それ以来幽霊が嫌いになったんですか」

「んな単純な話があるか！　誰がやったのかはわからねえ。証拠も何もなかったしな」

「その証拠が幽霊だったんですね」

「おめーが何言ってんだかわかんねえ」

「まあいいです。はい、続けてください」

「えらそーだな、おめー!?　……で結局、誰も裁かれないまま終わりそうになったんだ」

「すいてーむざい、というやつですね！　誰も犯人扱いされずに済んでよかったよかった」

「……その時の飼育係の女の子が可哀かわい想そうでよ。一いつ生しよう懸けん命めい育ててたパンジーだか何だかが全部お釈しや迦かになって……」

「すみません、それは許せませんね！　警察は何をやってるんでしょう」

「ほんとにその子は一生懸命だったんだ。それを踏ふみ躙にじって陰で笑ってる奴やつがいる。オレは何だか腹が立ってしょうがなかった。どうにかして犯人を見つけ出してやりたかった」

「その子のこと、好きだったんですか？」

「うるせえ。でも、証拠がないんじゃ仕方がない、こういうもんか、って引っ込もうとした。その時だ」

　カズヤは幽霊の方を睨にらみつけた。

「オレの背中に張り付いてた幽霊が囁ささやいてきた。犯人を知ってるって。誰だと思う？」

「ヤスですか？」

「アホか!?　……犯人はその飼育係の女の子だったとさ。あの子が自分で育てて自分で踏み躙ったんだと。……家庭事情が複雑な子でな、その時なんか嫌いやなことがあったらしい」

「え……」

「馬ば鹿かげてるだろ？　幽霊がそう言ったから、その子が犯人だなんて。でもな、確かにそうだったんだよ。その時の状況からして、花壇を荒らせたのはあの子だけだったんだ。オレはそれに気付いた」

「何で自分でそんなことを……」

「……あの子が何でそんなことしたのかはわからねえ。でも、オレはガキで考えなしだったから、その言葉だけで十分だった。その子がやった、って帰りの会で言ったんだ」

「そんなことしたら……その子のことを可哀想だと思ったから犯人を探そうとしたんですよね？　でもそれじゃあ……」

「言ったろ。オレは考えなしのクソガキだったって。好きな子より幽霊のことを信じたんだ。で、その後はその子は泣きだすし、クラスの連中は泣かせたオレを責め出すしで大おお騒さわぎさ。そりゃそうだよな。その子が犯人だっていう理由は『霊がそう言ってる』だもんな。証拠はない。そういう状況だったってだけだ」

「……」

「みんなにバカにされたよ。それからは誰もオレの相手をしてくれなくなった。クラス中から嫌いやがらせされて、オレがキレて取っ組み合いの大おお喧げん嘩か。それ以降、オレは暴れ者の問題児になったってわけだ」

　カズヤの声に棘とげが混じる。

「結局、あの霊れいはきっとオレに本当のことを教えてくれたわけじゃねえ。オレを嵌はめるためにあんなことを言ったんだ。それをうかうか信じたオレがバカだったってことさ」

「そんなことが……」

「で、そんな目にあったオレが、幽ゆう霊れいのことを好きになれると思うか？」

「あの……すみません、よくわかんないです……でもわたし、その幽霊はあなたのことを思ってそう囁ささやいたんじゃないかって気がする……」

「はあ？　どうしてそうなるんだよ!?　……もういい」

　カズヤは背を向けて立ち去ろうとした。もう相手していられない。が、

「ああ、待って待って！　すみません、わたしみたいなのがあなたに時間を割さいてもらう資格なんてないのはわかってるんです、すみません。でも、どうか……どうかわたしを助けて欲しいんです！」

「助けねーよ。言ったろ？　幽霊の話なんて聞く気ないって。もう二度と話しかけないでくれるか？　こんなところ見られて、周りの人に噂うわさされたら困るから」

「ああん、そんなぁ……ご、ごめんなさい、怒らせちゃったのなら謝りますから、どうか、どうかお願いですから、わたしのことちゃんと見てもらえませんか」

　カズヤは冷れい徹てつに言い捨てた。

「見ない」

「そんなこと言わないでくださいよ……ねえ、聞こえてます？　わたしはここにいるんです、すみません存在してすみません、でも、わたしがここにいること、認めてくださいよお」

　ヒミコは必死にぴょんぴょん飛び跳はねて、カズヤに自分をアピールしてくる。カズヤはそれに対して何の反応も示さなかった。

　少し冷た過ぎるかな、と思わないでもなかったが、甘い顔をしたらつけ込まれる。こいつが諦あきらめてどこかへ消えるまで徹底しなければならない。カズヤはそう心を鬼にする。

「ど、どうしたらわたしの言うこと聞いてもらえますか？」

「……」

　どんよりとした目で、何も見ないようにした。

「何かヒントだけでも……ごめんなさい、厚かましいお願いしてごめんなさい」

「……」

　低姿勢ながら、しつこい。

「や、やっぱりこのヒゲの問題ですか……？」

　ヒミコが自らの髭ひげを引き剝はがし、恨うらめしそうにそれを見つめている。

　髭なしの顔。それを見て、カズヤはつい思ったことを口にしてしまった。

「何で髭なんだよ！　髭ない方がずっといいじゃねえか。ていうか勿もつ体たいないだろ!?　眼鏡めがね取ったら美少女ってのはよくあるけど、髭取ったら美少女ってどんなジャンルだ」

　いつものくせで、女の子には言わざるを得ないのだ。

　幽ゆう霊れいがぱあっと明るくなったように感じた。両手を合わせて、

「ありがとうございます！　わたしのこと認めてくれるんですね！　あ、すみませんすみません思い上がってすみません」

「くっそ、うるせー！　もうしょうがねーから突っ込ませてもらうけどな、何でそんな髭つけてんだよ、おめー！」

「おしゃれポイントです」

「……酔っ払ってんのか？」

「あわわ、すみませんすみません、髭があった方がかっこいいと思ったんです」

「どういう考えだよ……」

「髭って、偉えらい人がしているものじゃないですか。髭つけてると偉く見えるでしょう？　だから、わたしも髭をつけて偉い人の振りをしようと思ったんです。そうすれば、わたしの言うこと聞いてくれるかなって……」

「誰か言うこと聞いてくれたか？」

「そもそも、誰もわたしを見てくれませんでした……ごめんなさい本当に浅知恵でごめんなさい」

「くっそ、いろいろ突っ込みどころが多くて体がつい反応しちまう……」

「あのう……本題いいですか？」

「うわ、なに話進めようとしてるんだよ。油断も隙すきもねえ。おめー言ってることと裏腹に結構図々しいな」

「すみませんすみません。人生は短いので時間を無む駄だにしちゃいけないと思って……話を進めます」

「おめーは死なねーんだろ!?　こっちの同意なしに始まっちゃったぞ、おい」

「わたしが占うらない師だってことは言いましたよね？　でも、わたしは幽霊なので他の誰にも見えないんです。これじゃ占ってもその内容を伝えられません」

「そりゃ良かったな」

「良くないですよ！　そこでお願いなんですけれど、わたしの代わりに占いをしてもらえませんか？　わたしが横から教えますから、それで困っている人を助けてあげて欲しいんです」

「はああ!?　何でそんなことしなくちゃいけないんだよ、やなこった」

「ええー、そんなぁー」

「大体、オレに占うらないをしろだぁ？　ふざけるのもいい加減にしろ。オレは占いとか信じてないって言ったろ」

「で、でも、そうしないとわたし……お願いです、わたし困っている人を助けたいんです。どうか手伝ってください」

「噓うそつけ！　幽ゆう霊れいが人助けなんか考えてるわけがねえ。絶対、おめーの頼みなんて聞いてやんねえ。大体、幽霊の言うこと聞いていいことがあった試しがねえんだよ。オレを騙だまそうとしてんだろ？　オレを引っかけて、何か裏で企たくらんでるんだろうが。おめーら幽霊はいっつもそうだ」

「じゃ、じゃあ、わたしの占いが当たったら信じてくれますか？　わたしが噓つきじゃないって認めてくれますか？」

「占いなんて当たるわけねえだろ。当たった気にさせるだけだ」

「占いは当たるんです！」

　ヒミコの体が一いつ瞬しゆん膨ふくれ上がったような気がした。怒気が溢あふれている。

「先を見通して、より良い未来を選ぶ。そのための占いです。それを否定するっていうのは未来を否定するってことです！」

「何を訳わからんことを。オレ忙しいから、じゃあな」

　カズヤは手を上げて、去ろうとする。だが、そんなカズヤを見てヒミコはくすりと笑った。

「なぁんだ。やっぱり根はいい人じゃないですか」

「は？　てめ、いきなり何言ってんだ？」

「すみませんけど、手相に出てますよ」

　ヒミコはカズヤの掌てのひらを指して言ってきた。

「本当は情に厚くて優しい人のくせに、無理しちゃってるんですか？」

「おめ、ぶっとばすぞ!?　今までのおめーとのやり取りでどこに優しさ要素があったんだよ、このオレに!?」

「あわわわ、ご、ごめんなさい、でも、感情線が適度に長いですし、本当は困っている人を見捨てられない、情に拘こだわるタイプなんだなって思いまして……」

　カズヤは耳慣れぬ言葉に問い返してしまう。

「感情線？」

「は、はいそうです。感情線っていうのは掌に刻まれている線の一つでして……。ほら、ここです。小指の側から横に走っている線があるでしょう？」

　と、ヒミコはカズヤの掌を指した。確かにそこには、掌をやや上向きに横切っている線状のしわがある。

「あなたの感情線は先端が人差し指と中指の間まで伸びています。これは人に対する好き嫌いがはっきりしている相と言えますね。好意を抱いだく対象に対しては献けん身しん的ですが、そうでない相手に対しては社交辞令も使わないほど冷淡で……あれ？　ということは、わたしのこと本当に嫌い……？」

「うん」

「そんなあ……。……この線を見る限り、あなたは自分に甘く他人に厳しい面があるんじゃないですか？」

「なんだよそれ」

「端的に言うと我がままな性格です」

「失礼だな、お前。なに？　つまりこの線が長ければ長いほど良いってことか？」

「うーん、そうとも言い切れないんですよね。

　感情線の先端が人差し指の下辺りまで伸びていれば、思いやりが深く誠実な人柄。

　それが人差し指の付け根にまで達していると、行き過ぎた献けん身しんに繫つながると言えるでしょう。お金を貢みついだり、好きな人のためにわざわざ苦労をしょい込んだりとかとか。

　そして、先端が掌てのひらの端にまで達しているとなると、もう度を越した愛情ですね。情熱的であるということでもありますが、それは極度の独占欲と紙一重です。些さ細さいなことで疑ぎ心しん暗あん鬼きとなり、気の休まる時がないでしょう。

　それが良いことかどうかは、人それぞれじゃないでしょうか？」

「じゃあ、どんな線が一番いいんだよ」

「考え方次第です。

　感情線が中指の下辺りまでしか伸びていない相は、愛情に溺おぼれない性質を示しています。異性よりも仕事等に情熱を捧ささげるタイプといえるでしょう。人間関係に価値を認めるか、仕事の達成に価値を認めるか。それら個人の価値観によって良い相とも悪い相とも言えちゃいますし……」

「とにかく、その程度じゃお前の占うらないが当たってるとはとても言えねーな」

　カズヤがばっさりと切って捨てると、ヒミコは必死さを増したようだ。

「え、ええとええと、すみませんちょっと待ってください。ま、まだ、全然本気で占ってないんです。今までのは何というか簡単な所見というか……」

「あっそ」

　カズヤの気のない返答。ヒミコはムッとしたようだ。頰ほほをぷっと膨ふくらませ、

「見せてあげますよ……これからが本番です！　さあ、手を出して。本気出しますよー」

　かっ、と目を見開いた。同時にヒミコの体から光が発せられる。そして、カズヤもまた「おお!?」と目を見開かざるを得ない。ヒミコが光とともに姿を変えていたからだ。ニュッと伸びた素足。胸元は盛り上がってはち切れそう。服の大きさは元のまま、たわわに育ってしまっている。まん丸目は、色気漂う切れ長に。有り体ていに言えば、少女から大人の女性になっていた。

「ふむ……お主の感情線にはある特徴がある」

　厳おごそかな声。畏い怖ふすら覚える。

「感情線がはっきりとした一本線の場合、その者は感情の揺ゆれや動きが小さく喜き怒ど哀あい楽らくを表に出さぬ者。

　反対に、感情線に幅がある者、感情線から細かい縦線が伸びている者は、感情を表に出しやすい者。

　お主はすぐ感情を表に出す者だ」

「おい、なんだおめー。急にお主とか」

「なんぞ不満か」

「見た目や雰ふん囲い気きだけじゃなく口調まで変えたのかよ。大したはったりだな」

「手相は過あやまたぬのう。先程からお主は感情を堪こらえることができぬと見えるが？」

「そりゃ、オレがすぐカッとなるキレやすい若者って言いてーのか？　外れだよ」

　カズヤは先程、よく我が慢まんしたわねぇ、と店長に褒ほめられたことを思い出して勝ち誇ほこる。だが、ヒミコは引き下がらない。

「さようか。だが、お主にはそういう傾向がある。感情を表に出すかどうかは、理性を表す頭脳線との関わりもある。感情線だけで判断できるものではあらず。ただ、そのような傾向があるはずのお主が感情を抑制しているというなら、そうせざるを得ないきっかけがあったということに他ならぬ。……とても重要な出会いがあったはずだ。それまでのお主の考え方を変えるような人物との出会いがあっただろう？」

「何だよ、そりゃ……」

　ヒミコはカズヤの掌てのひらを指差し、

「ここを見るがいい。

　掌の中央から伸びている線があるだろう？　これは運命を司つかさどる線なり。この位置からすると、お主の生活が変化する兆きざしを示している。予想外の出来事によってお主は今新しい生活を始めているはずだ……。そこで注目すべきはその運命線の横に並行して短い線が刻まれてること。これ姉妹線なり。不幸な事態が起こっても不思議と協力者が現れて危機を乗り越えられることを意味している。お主はその協力者のお陰で今ここに立っている。その協力者がなければ今頃死んでいてもおかしくない」

　カズヤは黙だまり込む。ヒミコはそれに気付かないのか、それとも気にする必要もないとでもいうのか、カズヤの手相を読み解いていく。

「命を司る線を見よ。これを生命線という」

　と、ヒミコはカズヤの人差し指と親指のつけ根の中間あたりを起点とした半円形の線を指す。

「これ、その者の健すこやかさを表す線なり。お主には、それを横切る線が刻まれている。親指辺りの膨ふくらみから一本、すっと伸びているのがわかるだろう。これは障害線といって失敗・失意・大きな悲しみを経験した者に出る相なり」

「……」

「お主は何か悲しみや辛しん酸さんを経て……それで今ここにいる。以前いた所から逃れてきたのか……？　この街で誰かに助けてもらったのだろう。その協力者がいなかったら、今お主はここにいない。けれど、この障害線が残っているということは、まだその悲しみから逃れられていないということ」

「……」

　カズヤは沈ちん黙もくで返した。だが、ヒミコは黙だまらない。

「……読み解くならば、その辛つらい経験を糧かてとして前向きに生きるようにと運命が助言しているということだ」

「……うるせえ……」

「なんぞ言うたか？」

「……黙れってんだよ！」

　何も言い返せないからこそ、こう言うしかなかった。

「勝手なこと抜かしてんじゃねえ！」

　カズヤは喚わめいた。

　そこでヒミコの光が消えた。体から発せられていた神こう々ごうしさが失うせる。同時に姿形も少女へと戻った。そして、まるで寝起きのようなほよよんとした印象に。

「……え？　あの……ああ！　すみませんごめんなさい待ってください！」

　口調も光を発する以前の口調に戻っている。

「すみませんすみません、空気読まずに本当のことズバズバ言ってすみません。でも、あの、当たってましたよね？」

　そのヒミコに向けて、カズヤは吐はき捨てるように言った。。

「おめーの言ったことは全くの外れだ。幽ゆう霊れいの言うことなんざそんなもんだ。占うらないなんてくだらねーんだよ」

「え、え、は、外れてました？」

「ああ、全部外れてたよ！　失せろ！」

　今まで以上に激しい、叩たたき付けるような口調。幽霊はそれだけで成じよう仏ぶつしそうなくらい竦すくみ上がり、

「そ、そんなぁ……絶対当たるはずなのに」

　肩を落としてうなだれる。が、驚いたように顔を上げ、

「あ……！」

　その後言葉が続かない。きょろきょろとあたりを見回し、何かを探さぐるよう。毛が逆立っていた。ご丁寧に作り物の髭ひげまで。

　その様子があまりに異様だったので、カズヤは眉まゆを顰ひそめてしまう。

「何だよ」

「あの……すごい不幸そうな人がいる……ここのすぐ近くに、悪い業ごうを背負っている人がいます！」

　カズヤは鼻で笑ってしまう。

「あ？　そりゃ何の真ま似ねだ」

　だが、ヒミコは大おお慌あわてだ。カズヤの態度とのギャップが著しい。

「た、たたた大変！　助けてください！　その人、このままだと破滅しちゃう……まずいことしでかしちゃいます」

　カズヤに縋すがり付いてくる。

「知るか。お前が自分で止めてやればいいだろ。そうだ、オレじゃなくてそいつに取り憑つけよ」

「わたしの姿はあなた以外の人には見えてないし、わたしの声も聞こえてないんですってば！　実体のないわたしじゃ、その人を止めることができない……。ですから、すみません、その人を止めてあげてください！　今ならまだ別の運命を指し示せるかもしれない……！」

「……どうせ、オレを騙だまそうとして出で鱈たら目め抜かしてるだけなんだろ？　その手は食わない……」

　言いかけて、カズヤは言葉を途切れさせた。ガチャーン、という鋭するどい音が響いたからだ。ガラスの割れる音だ。電でん燈とうに照らされぬこの路地の先、暗くら闇やみから聞こえてきた。

　同時に何者かの叫さけび。

「……やってやる！」

　その声もこの路地の先からだ。カズヤはトラブルの臭においを嗅かぎ付けた。何かが起ころうとしている。このままではまずい。そう思って、音のした方へと急ぐ。

「……ちくしょう……！」

　喚わめき声。

　カズヤは裏道の先の方へ眼を凝らす。ぶつぶつと聞こえてくる声が次第に明めい瞭りようになってきた。

「どうせ終わりなら……どいつもこいつも……」

　そして、僅わずかな光の下。ふらふらと現れ出いでたるは、

「あ、さっきのお客さん……」

　カズヤは呟つぶやいてしまう。先程、店内で声を荒げた客、才さい谷たにだったからだ。酷ひどく酩めい酊ていしている。そしてその手には酒さか瓶びん。ただし、割れていた。ギザギザとしたそれは、今や鋭えい利りな刃物と化している。

　才谷は気付いていないのか、カズヤを見もしないでへたり込んだ。

「ああ、そうだ、死ぬのがいい。死ぬしかない……」

　そう言いながら、手にした酒瓶をじっと見つめる。見ている方が不安になるくらい、じっと。

　明らかに様子がおかしかった。カズヤも声をかけずにはいられない。

「あの、お客さん、大丈夫ですか？　歩けます？」

　そう言って、才谷に近付く。

　才さい谷たにが喚わめいた。

「うるせえ！　今から死んでやるからよく見とけ！　俺は腹を切る！」

　割れた瓶びんを振り回す酔っ払いは大変危険だ。

「危ね!?　ちょっと落ち着いてくださいよ!?」

　カズヤは仰のけ反ぞって避よけた。そこへ幽ゆう霊れいが懇こん願がんしてくる。

「……お願いです！　あの人を少しの間、止めてください！　あなたに過重なお願いをしているのはわかっていますが、ごめんなさい、そうしないと、あの人本当に自殺しかねない……！」

「簡単に言うなよ！　くっそ……」

　カズヤは身構えた。目付きが鋭するどくなる。その視線は、大振りされている割れた酒瓶を追っていた。そして、

「ふっ」

　息を吐はき出すと同時に踏ふみ込んだ。同時に、右手を伸ばしていた。それはまるでストレートを撃うち込んだかのよう。

　目にも止まらぬ、とはこのこと。明らかに素人しろうとの動きではない。

　大きく振りかぶられた酒瓶。それを持つ才谷の右手首を、カズヤは一いつ瞬しゆんで摑つかんでいた。

　才谷の手から酒瓶が落ち、がちゃりと破片が散らばる。

「い、痛いって……おい、放せよクソ！」

　右手を強く摑まれた才谷が罵ののしり声を上げる。カズヤは落ち着いた声で、

「お客さん、飲み過ぎですよ。もう帰った方がいいです」

「帰れだあ？　はっははは！　できりゃ帰ってるよ、ぼけ！　俺はもうおしまいなんだ！」

「何があったんですか、お客さん」

「うるせえ！　てめえに関係あるか！」

　そんなやり取りの中、カズヤの後ろからヒミコの声がする。

「ちょっとそのままでいてください！　今、手相見ますから！」

　あ？　何だと？　とカズヤは問いかけようとした。が、それを口にする前に、背後から光が発せられだしたのを感じる。肌で感じたのだ。

　これはさっきも感じたアレだ。と、カズヤは既視感デジヤヴユを覚える。厳おごそかな雰ふん囲い気き。そして、淡たん々たんとした声を聞く。

「……この者は不義を働いている。端的に言うと不倫ということだ」

　また変わりやがった。口調もさっきみたいに変わってる。そう思ったカズヤは、我知らずヒミコを見つめ直してしまう。諸もろ々もろはみ出しかけている露ろ出しゆつ度の高い大人のヒミコを。

　ヒミコは摑まれた才谷の右手を見つめていた。

　かっ、と見開かれた目。おまけに、体全体から発せられている光。

「小指の下にある短い横線、婚姻を司つかさどる線に沿って短くて細い線が刻まれている。これは不義密通の相手がいる相なり。……しかも、あまり良くない相手と見た。その者に不幸をもたらす、悪意ある相手だ」

　ヒミコのその変わりように、カズヤは引き込まれてしまっていた。異様な光景は耳じ目もくを集めるものだ。そして、見る者の言葉を失わせる。と、

「……何をしておる」

「ん、なんだと？」

「妾わらわの託たく宣せんをそこな者に伝えぬか」

　ヒミコが顎あごで才さい谷たにを示した。顎で使われるとはこのことか。

「は？」

「いいから伝えよ」

「何でオレが」

「いいから」

　有無を言わせぬ押し出し。カズヤはつい吞のまれて聞いてしまう。

「お客さん、もしかして浮気してます？　それも性た質ちの悪いのと？」

「な、何で知ってる……」

　才谷がうろたえる。

「付き合ってた女が金を寄こさなきゃ全部ばらすと脅おどしてきやがった……そんなことされたら、俺はおしまいだ。離婚、一家離散……ああ、ちくしょう、どうしてこんなことに」

　才谷のうわ言のような告白。

「マジかよ、本当に当たってるのか……？」

「妾の力、信ずるに値するものと知れ」

「うるせえ」

　と、カズヤははっとした。

　しまった。第三者の前で幽ゆう霊れいと会話してしまっている。傍はたから見れば、訳のわからない独ひとり言を言う変な奴やつだ。妙みような目で見られてしまう。

　カズヤは才谷の様子を窺うかがった。だが、才谷は酔っ払っていてそれどころではないようだ。気付いていない。

　カズヤは胸を撫なで下ろす。もっと気をつけねば。そう心に誓うカズヤの傍かたわらで、ヒミコは更に鑑定を続けていた。

「……太陽線が感情線で止まっている……。この者は愛情のもつれから苦境に立たされることになるだろう。このような相が出ている時は努力が裏目に出て、周囲との調和が図れぬものだ。だからといって、ここで感情的になった者はその身を滅ぼすであろう」

　そして、カズヤに向かって「言え」とばかりに顎で合図。それに反論するのも妙みような目で見られかねない。カズヤは仕方なくヒミコの指示に従う。

「あ、あの、今は感情的になっちゃ駄だ目めだと思うんですよ。色々上う手まくいってないのはわかるんですけど……」

「どうしてお前にそんなことがわかるんだ!?　何を根拠に……」

「いや、手相にそう出てる……らしいんで」

「手相……？」

　才さい谷たには半口を開けてみせた。カズヤはそれを見て、いやいやいや、と首を振る。

「ああ、いや、手相とかバカらしいですよね？　オレもこんなくだらねーもん信じてないんですけど……」

　才谷が勢い込んで、

「じゃ、じゃあ、どうしたらいいのかわかるのか!?　俺はこれからどうしたらいい!?」

　藁わらをも摑つかむという風だ。

　そう聞かれても、カズヤには答えられない。えーと……と言葉を濁にごし、ヒミコに目で問いかける。

　ヒミコはそれに応えるように、

「希望線の先端に横線が入っているのが見て取れるものの、その横線は細くて短い。これならば問題も克服できるはず……焦あせらず解決を図れば道は開けん」

「えー……その、希望線？　ってのに横線が入って邪じや魔ましてるみたいなんですけど、その横線が小さいんで、問題があっても乗り越えられます！　上手くいかないからって焦っちゃいかんそうです」

「具体的にはどうすればいいんだ？」

　才谷の再びの問い。カズヤは先程のヒミコの占うらないを思い返す。周囲との調和が図れず努力は裏目に出る……それはカズヤにとっても覚えのある経験だった。良かれと思って犯人捜しをしたのに空回りして、結果的に白い目で見られることになった……。

「信用されないって嫌いやですよね。でも……」

　カズヤは自らの言葉で伝えようとした。

「そこで腐ったら取り返しがつかないんすよ……オレがそうでした。自や棄けになって、面倒になって、もういいや、って自分で自分の首絞しめて……でもそうじゃなかった。そうすべきじゃなった。投げ出さずにいれば、きっと違った道がオレにはあったと思うんです。お客さんもまだやり直せる。やり直せるんですよ。それは凄すごく幸運なことなんです」

　ほう？　とヒミコが面白そうに片目を見開く。

　才谷はカズヤの言葉を神しん妙みような顔をして聞いていた。

「やり直せる……そうか？　そうなのか？」

「この者の手には、身内からの助力を示す相が出ておる」

　ヒミコの鑑定を受けて、カズヤは続けた。

「お客さんの手相は身内から大きな恩恵を受ける相ですね。だから、奥さんを信じてください。正直に打ち明ければ、ともに乗り越えられるよう力を貸してくれるはずです」

「あ、あいつに話せって言うのか？　それは……」

「お客さんも、奥さんに浮気のことを黙だまってるの気が咎とがめてるんじゃないですか？　秘密にしてるの、辛つらいでしょう？　それを解消するには正直に打ち明けるしかないですよ」

「そう、なのか……」

「まあ、奥さんを当てにするばっかじゃなく、自分も何か奥さんに与えるという気持ちを持つのが大切ですけどね。とにかく、この先辛いこともあるでしょうが、必ず道は開けるそうですから、自信持ってください」

　才さい谷たには黙だまってしまう。うなだれて、寝てしまったかのようだ。その沈ちん黙もくのせいでカズヤの尻しりがもぞもぞしだす。

　カズヤは頭を搔かいて、

「あー、すんません。事情もわかんないのに勝手なこと言っちゃって……」

　才谷が顔を上げた。

「……まさかキャバクラの店員に励はげまされるとはな」

「ホントすんません……」

「いや、でもその通りだな。ありがとう。それに、さっきは店の中で怒鳴ってすまなかった」

　そう言って才谷は深々と頭を下げてきた。もう先程までの酩めい酊てい状態は消えたよう。しっかりとした目と口調だった。

「むしゃくしゃしてたんだ。申し訳ない」

「え……いやあ、そんな気にしないでください」

「いや、君がああやって収めてくれなかったら、俺は誰かを傷つけていたかもしれない。逆に俺が殴なぐられててもおかしくなかった。取り返しのつかないことになるところだった。礼を言わせてくれ」

　カズヤは頭を下げられて面おも映はゆい気持ちになる。同時に嬉うれしくもある。手を出さないで済ませた自分の対応は間違ってなかったのだ、と。

　つい口元を綻ほころばせながら、カズヤは冗談めかす。

「いや、いいんですよ、あの位。それより、むしゃくしゃした時はまたうちの店に来てくださいよ。可愛かわいい子も多いんで。……と、奥さんに浮気のこと謝った後に、うちに来るってのはないか」

「ははは、そうだな、ちょっと無理だな。……しばらくの間は」

　才谷は笑ってみせた。先程までの追い詰められた形相ではない。憑つきものが落ちたような顔だった。

　才谷が頭を下げつつ帰っていくのを見送る。そうやって、カズヤがいい気持ちで佇たたずんでいると、ヒミコが囁ささやいてきた。

「……良かった……あの人を救えましたよ」

　もう光っていなかった。体つきも幼いものに戻っている。顔つきはのほほんとしたものだ。どこか上から目線の、揶や揄ゆするような笑えみではない。安あん堵どの笑み。

　こいつ何なんだよ？　そうカズヤは思わざるを得ない。

　厳おごそかな雰ふん囲い気きは霧む散さんし、腰の低い感じに戻っている。神がかった物は消えていた。

　さっきのが地というか本物なのか？　今は猫ねこを被ってるのか？

　そんなことを疑問に思いつつ、口にしたのは別のこと。

「おい、あれであの人もう大丈夫なのかよ？」

「はい。うふふ、気にしてるなんてやっぱりあなた良い人じゃないですか。すみません、ありがとうございました」

「うるせえ」

　カズヤはぶっきらぼうに言った。が、その表情はドギマギしたもの。急に褒ほめられてどう反応したらいいのかわからなかったのだ。有り体ていに言って、照れた。

「……幽ゆう霊れいのおめーに礼を言われるってのも変な感じだなー」

　ヒミコは改めてカズヤを見上げて、

「ええと……どうですか？」

「何が？」

「わたしが人助けしたいって言ったの、本当だったとわかってもらえました？　わたしのこと信用してくれます？　さっきの人にも言ってましたよね？　信用されないのは辛つらいって。でしたら、わたしのことを信用しないわけにはいきませんよね？」

　そう聞いて、カズヤは難しい顔になった。

「……おめーがあのお客さんに言ったことが、本当にうまくいくかどうかわかったもんじゃねえだろ。占いっていうより、励はげますための方便じゃねえか」

「で、でも、すみません、あの人の気持ちを前向きにしてあげたかったっていうのは本当です。そして、それはうまくいったと思います。……わたし、あの人を助けてあげられたと思うんですけど……」

「何言ったって、おめーは幽霊だからな。信じられねーのは変わらねえよ」

「ええー!?　そ、そんなぁ……」

　がっくりと肩を落とす。深いため息、意気消しよう沈ちん。それまでの浮き浮きした様子が萎しおれていた。見ていられない。

　カズヤはしかめ面つらになった。しょーがねーなー、と頭を搔かきつつ、

「……ただ、まあ、たまたまだろうが、少しは人の役に立ったよな、幽霊でも」

「え？」

「占うらないは嫌いやだけど、認めてやるよ」

「え、え、じゃあ!?」

　ヒミコは今日一番の笑え顔がおで両手を打ち鳴らす。

「いいんですね！」

「は？　何が？」

「わたしの占いが役に立つってわかってくれたんでしょう？　それって、これからも手伝ってくれるってことですよね！」

「はあ!?　誰がそんなこと言った!?」

　ヒミコは踊り出しそう。その様子からは、カズヤの言葉など耳に入っていないことが明らかだ。自分一人でどんどん突っ走っていく。

「やったぁ！　じゃあ、すみませんけれど、これからも同じように困っている人を一いつ緒しよに救っていきましょうね！　良かった……遂にわたしのお願いを聞いてくれる人を見つけられた！　これからはいつも一緒ですよ？　病やめる時も健すこやかなる時も！　わぁ、楽しみだなあ！」

「おい、ちょっと待て。誰がそんなことするって言ったよ？　占いは人の役に立ったかもしんねーけど、それは偶然だろ!?　別におめー自身を信用したり認めた覚えはねーよ！　勝手に話進めんな！　図々しい奴やつだな！」

「ああ、ごめんなさいはしゃいじゃってごめんなさい。でも、これからのことを考えると嬉うれしくてタップダンス踊りたいくらいです！」

「人の話聞け！　あんま調子のんなよ？　別におめーの言う通りにするなんて一言も……」

　こうして、叢むら雲くもカズヤは同意してもいないのに幽霊に取り憑つかれることとなった。










　　　２　元ヤンVS逃亡者




　夜のスターライトは常に賑にぎやかだ。店内にはアップテンポなＢＧＭが流れ、嬌きよう声せいが途絶えることがない。客のバカ笑いに拍手。女の子達のドレスなど、目にうるさいくらいだ。

　活気、というより躁そう状態とでもいうべきか。ただならぬスピードで言葉と感情が消費されていく。当然、客の金も。

「お客様、間もなくお時間となりますが、ご延長の方、いかがいたしましょうか？」

「あー、もうこんな時間か。しょうがない、会計して」

「かしこまりましたー」

　カズヤは酔すい客きやくの傍かたわらから立ち上がり、清算のためにカウンターへ向かう。その背後から、

「……えー、もう帰っちゃうんですかー」

「……俺、明日も仕事だからさ」

　そんな、客と女の子のやり取りが聞こえてきた。

　オレも毎日仕事なんだよなー。

　と、カズヤはふと自分を顧かえりみる。

　スターライトが賑やか、ということは忙しいということだ。この不景気な世の中でも、スケベ男どもの下心は挫くじけない。店にとってはありがたいことだが、カズヤは休むこともままならぬ。先輩店員の下げ種す井いが、いつものように事務所でパチスロ雑誌を熟読中なのも一因か。そんな忙しい日々であるから当然、仕事以外は疎おろそかになるわけで。

「あのう……すみません、お願い聞いてくださいますか？」

　カズヤの背後から消え入りそうな声が聞こえてきた。

「うう……あの、いつになったら占うらないをしてくださるんでしょうか……？」

　ヒミコ様だと名乗る幽ゆう霊れいが哀あい訴そしてくる。

「あれから一度も誰かの手相を見てくれていないじゃないですか」

「あのさあ、おめーオレにずっと取り憑ついてるわけじゃん？」

「はい。……あ、でも、トイレの時とかお風呂の時は席を外してますよ」

「そういう時も見ようと思えば見れんのかよ!?」

「ですから、そこら辺はマナーというか、遠えん慮りよしておこうと思いまして」

「そうか。おめーも少しは嗜たしなみってもんがあるんだな」

「殿方の裸なんて、清純派カリスマ占い師のヒミコ様は興味ないですから。わたしはもっとこう、全人類に対する愛とか？　美しい自然とか？　そういうことの方が大事なんです」

「色々言いたいことはあるが黙だまっておいてやろう」

「ですから、お尻しりに神龍シエンロンみたいな痣あざがあるなんて全然見てません」

「見てんじゃねーか！　ていうか、なんで神龍シエンロンなんて言葉知ってんだ、おめー!?」

「ミテナイデスヨー」

「なんでそんなとこでウソつくんだよ、幽ゆう霊れいが！」

「やっぱり見られてると思うと恥はずかしいですか？　もしかして、意識しちゃいます？」

「あー、ぶん殴なぐりてえ！　……まあいいや。とにかくオレの状況はわかってるよな？　超忙しいの」

「お疲れ様です」

「だから、人の手相なんて見てる暇ないの。働けど働けど我が暮らし楽にならざり、じっと手を見る毎日よ？　手を見るったって手相を見てるわけじゃねーぞ？」

「そんなぁ……困ります……」

「大体、なんでオレがそんなことしなきゃなんないんだよ。オレはキャバのボーイであって占うらない師じゃねえんだ」

「でも、この前はわたしの言った通りに占いをして、困っていた人を助けてくれましたよね。あれをもう一度お願いできないですか？」

「仕事が忙しいから。あと、あれはたまたま、あのお客さんが切羽詰まってたから仕方なく励ます意味でやっただけだ。誰が幽霊の手先になって、言いなりになんかなるかよ」

　と。こんな感じでヒミコをあしらっていると、

「……ねえ、誰と話しているの？」

　冷たい口調で問われた。カズヤは慌あわてて振り返り、

「あ、アケミ姉さん。な、何でもないですよ！　いやー、今日もキレイっすね！」

　いつもなら「はいはい、ああそう。いつもいつも、あんたの言葉って軽いのよね」などとバッサリ切ってくるはずなのだが、今日は違った。アケミ姉さんは黙もく然ぜんと横を向く。氷の彫像めいたその横顔も美しい。そして、そっぽを向いたまま、

「……才さい谷たにさんから連絡があったの」

「ああ、この前のお客さんですか。何かありました？」

「それが……」

　アケミ姉さんはじっとカズヤを見つめてくる。何だ？　とカズヤが不審に思うほどだ。そのカズヤの訝いぶかしげな表情に気付いたのか、アケミ姉さん妙みように慌あわてて、

「……謝られたわ。この前は店で騒さわいで悪かったって……。で、問題は解決したから、そう伝えてくれって頼まれたの。あんたに」

　浮気をネタに脅おどされてるという話だったが、どうやらうまくいったらしい。カズヤは素直に喜んだ。

「そいつは良かった！　いやぁ、オレも心配してたんすよ。あんなこと言っちゃったけど、本当にうまくいくのかなぁ、って」

「……あの人に何かしたの？」

「いやぁ、何かっていうか、オレはただ話をしただけっていうか」

　アケミ姉さんはカズヤの顔を正面から見ないようにしているようだ。そして、絞しぼり出すような声で、

「……あの人、ここ最近様子がおかしかったのよ。……ちょっと何かあるのかなと思ってたけど、こっちも仕事じゃない？　……でも、もしかしてあんた、あたしのために……？」

「え？　なんですか？」

「……ううん、なんでもない。……そういえば、この前のお礼もまだしてなかったし……その……良かったらだけど……お礼にごちそうっていうか……今度一いつ緒しよにご飯でも」

「マジッすか！」

　カズヤはそう聞いて踊り上がらんばかり。アケミ姉さんもなぜかホッとした表情になり、

「じゃ、じゃあどこが良いかしら？」

「牛丼行きましょう！」

　カズヤは期待に胸高鳴らせて言った。一方、アケミ姉さんは、え？　という表情になり、

「……二人で食べるのに、牛丼……？」

　何だか急に不ふ機き嫌げんになったようだった。

　カズヤはほくほく顔だ。
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「オレ、一度でいいからネオアームストロングサイクロンジェットグレートパワフルテラスペシャル盛り牛丼を腹一杯食いたいと思ってたんすよ！」

　普段は並しか食わないカズヤにとって、それは夢にまで見た贅ぜい沢たく。

　その背後から遠えん慮りよがちにヒミコが囁ささやく。

「あの、すみません、これもわたしのお陰ですよね？」

　アケミ姉さんが氷のような表情で、

「やっぱり止やめるわ」

　断ち切るように言うと、背を向けてさっさと行ってしまった。残されたカズヤ、呆あつ気けにとられる。

「え!?　何で!?」

「あのう、すみません、わたしのお陰ですよね？　ね？」

　ヒミコが空気を読まずに繰り返してきた。

「こうやってごちそうしてもらえるのもわたしの占うらないがあったからこそ、ですよね？　それを考こう慮りよしてわたしの言うことを聞く気になってくれませんか？」

「うるせー！　今のやり取り見てなかったのかよ!?　何で急に……。ええぃくそ、ほんと図々しい幽ゆう霊れいだな！　行けなくなったのもおめーのせいだかんな！」

「あわわ、すみませんすみません」

　気分を害したカズヤがしかめ面つらをしていると、スターライトの扉が開いた。ベルが鳴る。

　ヒミコも同時に首を捻ひねった。

「あのう、でも、わたし何で怒られてるんですか？」

「うるせえよ！」

　お店の女の子ミサキが扉の所で立ちすくんでいた。いつものように遅刻してきたらしい。そして、店に入ると同時にカズヤから怒鳴られたのだ。ショックを受けた風で、

「カズっち、いきなり『うるせえよ！』とか、ヒドーい！」

　泣きそうだ。

「あ、違う違う！　今のはミサキちゃんに言ったわけじゃないんだよ！　ちょっと嫌いやな気分になっちゃっててさ」

　まさか、自分に取り憑ついてる幽霊がうざくってさー、なんて言えないからカズヤは口を濁にごす。

「……そうなの？」

　ミサキは上目遣いでカズヤの表情を窺うかがう様子だ。誤ご魔ま化かした手前、カズヤは居い心ごこ地ちの悪さを感じる。

「……何かおかしいよ。カズっちが変わっちゃったみたい……もしかして、悪い霊にでも取り憑かれたの!?」

「え!?」

　カズヤはミサキの口からそんな言葉を聞いて、どきりとした。

「まさか、見えるの!?」

　ミサキはカズヤの慌あわてように、ふっふーん、と得意げになった。

「あたし、結構霊れい感かん強いんだよ？　やっとそういうの信じてくれるようになったんだね。見てあげようか？」

　ヒミコも事の成り行きに気付いたらしく、

「この子、まさか？」

　カズヤは背後のヒミコを見返しつつ、

「どう、見える？」

　と、ミサキちゃんに問いかけた。

「それを今から見るんですー。うーん……ああっ！　見えた！」

「マジでか!?」

「マジでですか？」

　カズヤが叫さけぶのと同時に、ヒミコも叫んでいた。どういうつもりか、ミサキに向かって両手ピースサインしている。記念写真か何かと勘違いしているようだ。

「うん、今カズっちに取り憑ついてる霊がわかったよ！」

　おお、オレ以外にもこの髭ひげ幽ゆう霊れいが見える人がいたのか！　とカズヤは驚きを覚える。思えば、霊が見えるなどというこの体質のせいで孤立することが多かった。それが今、同じ見える仲間を見つけることになろうとは。

「すみませんこんにちは、とっても偉えらい占うらない師ヒミコ様です」

　ヒミコも礼儀正しくミサキに向かって初対面の挨あい拶さつを行う。

　が、

「今カズっちに取り憑いてるのは落ち武む者しやの霊でした！」

「落ち武者ぁ!?」

「うん、そう。おおー、見える、見えるよ、その落ち武者の姿が見える……。ゴリラのようなたくましい胸板！　漲みなぎるパワーはさながらゴリラ！　ゴリラを彷ほう彿ふつとさせるその容よう貌ぼうは、まるでゴリラの如ごとし！」

「それゴリラじゃん！　落ち武者関係ねえ！」

「あはは！　なーんちゃって、本気にした？　いつものカズっちに戻ってよかった！」

　ミサキは一人で上じよう機き嫌げんになると、「あ、適当宮ぐう司じ、今日も来てくれたんだー」などと行ってしまった。

　残されたカズヤは背後の幽霊をじっと見つめる。

「……落ち武者ゴリラだってよ。良かったな」

「ちちち違います！　わたしキレイで高貴なる存在として皆様当然ご存知のヒミコ様です！」

　ヒミコは妙みようにうろたえ、次に膨ふくれた。

「大体失礼です！　初対面の相手に向かってゴリラとか！」

「初対面って、見えてねーだろ」

「そこはそれ、わたしから醸かもし出される上品さを肌で感じ取れば、いくらなんでも落ち武む者しやはないでしょう」

「まあ確かに、落ち武者の割には可愛かわいいよな」

　つい思ったことを正直に口にしてしまった。それを聞いたヒミコは、

「え？」

　と一言。

　カズヤははっとして、

「いや、落ち武者の割には、だぞ？　別におめーが可愛いとかそういう意味じゃねーし」

「今、可愛いって言いましたよね？」

「だから、オレの知ってる落ち武者の中ではってことでな」

　自分でも何を言ってるのかわからなくなるカズヤ。

「そうですか。遂にカズっちさんもわたしを可愛いと認めざるを得なくなりましたか」

「おい！　誰がカズっちだ!?　おめーにそんな風に呼ばれるいわれはねーぞ!?」

「カズっちって呼ばれてるじゃないですか」

「おめーに呼ばれると気持ち悪いんだよ。釈しやく然ぜんとしねー」

「わたしのことはヒミちゃんでいいですよ」

「うるせえ。調子乗んな」

　カズヤはこんな感じでヒミコをあしらうことにした。これ以上相手にしている暇はない。それほど夜の店は忙しいのだ。

　では、昼ならどうか。昼のスターライトは？

　夜の狂きよう騒そうが過ぎ去って、朝の店内は静かなもの。けれど、事務所は少々騒そう々ぞうしい。というのも、カズヤが金かな盥だらいの中に水を溜め、体を洗っていたりするからだ。

「……やっぱまだ水風呂じゃ辛つれーな、おい」

　──行き場所のなかったカズヤに対し、店長は言ったものだ。

「当てがないんだったら、お店に住んだらどうかしらぁ？　お家賃はタダにしておいてあげるけれど？」

　──こうしてカズヤは住み込みで働いている。

「寒さみー……やっぱ早いとこ金貯めて、せめて畳で寝れるとこに移りてーな」

　全裸で震えながら体を洗う。レモン石せつ鹼けんでごしごしだ。

「あのう……すみません、わたし思うんですけれど、住み込みで働くっていうかタダで毎日店番させられてるっていうか、店長さんからいいように使われてるだけじゃないでしょうか？」

「うるせーな！　店長はいい人なんだよ！」

「それに寒いんだったら銭湯に行けばいいんじゃ……？」

「オレはこれでいいんだよ！　ていうか、風呂の時は席外してるんじゃなかったのか!?」

　カズヤはヒミコを怒鳴り付けた。ヒミコはしれっと、

「今日はサービスデーなんです」

「何の!?」

「サービスです」

「だから何が!?」

「可愛かわいい女の子に見られながらお風呂に入るなんて、中々できることじゃないと思いますよ」

「いらねーよ、そんなサービス！」

「わかりました。すみません、サービスは終了いたしました。もう見てませんよー」

　ヒミコは手で自らの目の前を隠すようにする。が、指の隙すき間まが大きいのはどういうわけか。

　カズヤは幽ゆう霊れいを相手にすることの不毛さを嚙かみ締めていた。相手してたらこっちが疲れる。カズヤは考えを切りかえることにした。

　さて、これから店が営業開始するまでに店内の清掃と酒類の残りなどをチェックしなければならない。特にトイレ掃除が面倒だ。

　トイレの洗浄剤まだ残ってたかな、とカズヤは懸け念ねんする。

　ただ、時間はまだある。周りに誰もいないし、自分の好きな風にやればいい。のんびりしたものだ。

「ところですみません、昼間なら時間ありますよね？　あのう……夜は忙しいかもしれないですけれど、今なら占うらないをする時間はありますよね？　本当に申し訳ないんですけれど、これから街に出て道行く人の手を片っ端から見て回るというのは如何いかがでしょうか……？」

　懲こりずにヒミコが伺うかがいを立ててくる。下から拝み上げるように、両手を重ねてお願いポーズ。小首を傾かしげて少しでも可愛かわいく見せようという努力の跡が見て取れた。髭ひげが努力を台なしにしている跡も見て取れた。

　だからカズヤは、もちろんそんなポーズに心動かされることなく、ばっさり。

「しねーよ。オレ、そんな不審者になりたくねーもん」

「そんなぁ……」

「……つーかおめー、オレが風呂に入ってようが何してようが、もう普通にいるのな……マナーはどうしたんだよ」

「わたし、今すごく恥はずかしい思いを押し殺してこの場でお願いしてるんですよ？　そこのところを汲くみ取って、お願い聞いてくださいよー」

「恥ずかしいなら顔出すんじゃねーよ！　どっか行ってろ！　できれば永遠に！」

　言い捨てて、カズヤはそろそろ上がろうかと体を水で流した。

　風呂から上がって、その後ひと眠りしてから掃除すりゃあいいかなぁ、と大あくび。そのあくびが引っ込むことになる。

　バーン！　と勢いよく事務所のドアが開いたのだ。そして、意を決した突入隊のように、

「失礼するわ。このお店の責任者はどこ？」

　見知らぬ少女が入り込んできた。

「あ」

　カズヤは凝固した。

　見かけぬ少女であった。この街には似つかわしくない、と言った方がいいか。別荘地の高原にならよくいるのかもしれない。

　カズヤは一目見て、正直な感想を呟つぶやいてしまう。

「……こりゃまた魔界に降り立った天使っていうか、不思議の国にアリスっていうか……」

　清せい楚そな白のワンピース。長い黒髪は艶つややかで飾り気はない。盛ったり、花を飾り付けたり、色をつけたりしていない。余計な手が加えられていない自然な美しさだ。その表情も化粧気がない。ないのに、活力がある。目には決意の光が湛たたえられていた。それが美しい。より可愛かわいさを引き立てていた。

　その少女はすぐさま眉まゆを顰ひそめて、

「人の顔を見るなり何ですか？」

　憂うれいを帯びた表情。人の手が触ふれてはいけない美しさを高貴というのかもしれない。見とれてしまう。その高貴なる少女から、

「……その粗そ末まつな物を仕舞いなさい」

　そこでカズヤは自分を顧かえりみて、

「きゃー」

「何でオレの代わりに叫さけぶんだよ!?」

　ヒミコが叫ぶのにそう突っ込む余裕もないカズヤ。慌あわてて股こ間かんを隠す。

「ちょ、待て、何なんだよお前!?」

　女の子に見られながら風呂に入る。これがサービスなどという境地には永遠に辿たどり着けそうになかった。恥はずかしい。カズヤは声を上ずらせて、、

「ていうか、誰が粗末だ!?」

「人前で恥ずかしいと思わないのですか？」

　少女の言葉は容よう赦しやなくカズヤに突き刺さる。

「だ、誰なんだよ、おめー!?」

　金かな盥だらいの中で身を縮こめての誰何すいかだ。あまり威圧感はない。

　ヒミコが、

「あれ……？　すみません、わたしが入浴中を見ている時と随ずい分ぶんリアクションが違うみたいなんですけど……わたしの時は隠さなかったくせに……」
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「うるせ！」

　小声でやり取りしてしまって、やべ、とすぐに少女に注意を戻した。

「おめー何勝手に店の中入ってきてんだよ!?」

　少女はバカな相手を蔑さげすむように、

「扉が開いていたから入ってきただけです」

　と、こともなげ。表の扉、鍵かぎかけとくの忘れたか、と後悔しても後の祭りだった。カズヤはタオルで腰回りを隠しつつ、

「おめーなあ、鍵かかってないからって他人の家に勝手に入り込むか!?　金庫が開いてたからって勝手に中身持ち出すか？」

「別に私は疾やましいことをしようとしてここへ来たわけではないもの。用件があってここへ来たのです」

「何だよ用件って。責任者がどうとか言ってたけど」

「私をここで雇いなさい」

　腕を組み、昂こう然ぜんと胸を逸そらしてくる。どうだ、というポーズ。ズバリ上から目線だった。

「……は？」

　そう言って、カズヤはヒミコを見た。共感を求めるように、

「何だよ、こいつ？」

　そう尋たずねてしまう。

「さあ、わたしにはわかりません。でも、可愛かわいい人ですよね」

　少女は話の通じないカズヤにご不満だったらしい。眉まゆを顰ひそめ、

「このお店で働いてあげると言っているの。前払いをお願いできるかしら？」

「……お前幾つだよ？」

「16だけれど」

「ふざけんな。帰れ」

「どうして？　違法ではないはずよ」

　恐ろしいことに、児童福祉法や風営適正化法が改正され、今では12歳のキャバ嬢じようもいるとかいないとか。世も末、まさに世紀末であった。あと90年くらいで。

「ガキはお家で大人しくしとけよ。遊び場じゃねーんだぞ？　ここは」

「この店で女性従業員を募集しているという張り紙を見たから来たのよ。あなたでは話にならないわ。店長を出して」

「いねーよ！　この時間にいるわけねーだろ！」

「そういうものなの？　なら、いつになったら店長は来るのか教えなさい。私はどうしてもお金が欲しいの」

「……あのな。なめんじゃねーよ。手っ取り早く金を稼ごうと思って夜の世界に入ってくるとか、怪け我がするだけだから止やめとけ。泣かないうちにお家うちへ帰れよ。欲しい服でもあんのか？　それとも靴とかバックとかか？　くだらねえ」

　少女の眼まな差ざしが厳しいものになる。

「……時間を無む駄だにしたようね。いいえ、それどころか粗そ末まつな物を見せられてセクハラ行為を受けたようなもの。もっとも粗末過ぎて目に入らなかったのは不幸中の幸いでしょうか」

「ちょ、てめえ！」

　こんな侮ぶ辱じよくを受けたのは久しぶり。カズヤはいきり立って、金かな盥だらいから立ち上がろうとした。が、すぐに自分の裸身に思い至らせ、座り込む。

「わかりました。もうあなたに用はありません」

　少女は踵きびすを返すとさっさと出ていってしまった。

「おい、こら！　なんだその態度は!?　ガキのくせに躾しつけがなってねえだろ！」

　言うだけ言われて逃げられる。裸ゆえに追いかけるわけにもいかない。

「……くっそ、何なんだよ、あれ……」

　カズヤがぼやく。と、背後から囁ささやき声。

「そこまで言うほど粗末でもないですよね？」

「……あ？」

「すみません、フォローのつもりだったのに。小さくても立派ですよね！　……すみません」

「ちょ、おめー、気の毒そうな声出すの止やめろよな!?　マジで嫌いやな気持ちになるんだけど!?」

　カズヤは金かな盥だらいの中に頭を突っ伏してしまった。それでヒミコは話題を改めることにしたのか、

「あのう、すみません……。今の女の子、かなり不幸そうな気配が漂ってましたよ。助けてあげた方がいいと思います」

「……ああ？」

　カズヤは短く不快そうな声を上げてしまう。ヒミコは腰が引けたように上ずった声で、

「あわわ……ご、ごめんなさい！　で、でも！　あの子によくない運命が迫せまってます！」

「あっそ」

「あの子が破滅する前に、占うらなってあげて欲しいんです！　今ならまだ助けられます！　あの子を追いかけて手相を見てあげてください！」

「……誰がするか。幽ゆう霊れいの言うことなんか信じないし、聞く耳もたねー。そう言っといたよな？」

「そんなぁ……あの子が酷ひどい目に遭ってもいいんですか？」

　ヒミコは瞳ひとみを潤うるませながら言ってきた。

「あの生意気なガキがどうなろうとオレには関係ねーじゃん。オレはこれから店の掃除があんの。忙しいのよ」

「ああ、せっかく目の前に助けてあげられる人がいるのに……」

　ヒミコは肩を落とした。

「……あの子はこれから悪い男に騙だまされて、きっと身も心もズタボロになっちゃうんですよ。その男の借金を返すために働かされて、でもその男は別の女と付き合ってて、借金を返し終わったらハイさようなら。しかも、その時の無理がたたって体を壊し、一人ぼろアパートでゴホゴホ咳せきをしながら食べる物にも事こと欠かくありさま……おかゆにも梅干しすら入らない……ああ、なんて報むくわれない人生……今なら助けられたのに……」

　ちら？　っと、カズヤの方を見てくる。

「うぜえ」

「ああ、可哀かわい想そう……わたしに力があれば助けてあげられたのに……なんということでしょう」

　ちら？　ちら？

「……ちくしょう、行けばいいんだろ行けば！」

「じゃ、行きましょう」

　ヒミコはケロリとした様子で言った。

「その粗そ末まつな物をしまって早く追いかけるんです」

「うるせえ！　余計なこと言うな！」

　カズヤは怒りながら服を着る。カズヤの正装、いつも一いつ張ちよう羅らの制服だ。もどかしげに風呂（金かな盥だらい）の後始末をして、表の扉へと急いだ。

「いいか？　外へは行くけどあくまでついでだからな。トイレの洗浄剤がもうねーから、近くの『どんき☆ほおって』まで買いに行かなきゃなんねーの。そのついでで行くんだからな」

　そうしてカズヤはしっかり鍵かぎをかけ、店外へと出た。




　スターライトは、八や俣また町は安あん針しん通りに面している。『安針通り』通称安心街は飲食店が連なっている通りだ。ちょっとピンクが入っている。夜ともなればご機き嫌げんなおっさん達がふらふら、呼び込みがぎゃーぎゃーうるさいくらいだが、昼は落ち着いたものだ。饐すえた臭においがどこからともなく漂い、気だるげな雰ふん囲い気き。道行く人も多くはない。配送業者が夜のための食材やらを店内に運び込んでいるくらいか。カズヤはそれを横目に見ながら、安針通りを南に下る。

　そうするとニュークリア大通りにぶつかった。その交差点の角にあるのがディスカウントショップ『どんき☆ほおって』だ。雑然と積まれた商品が山のようになっている。目的のトイレ洗浄剤もその中にある。

　が、どういうわけか、カズヤは『どんき☆ほおって』に入らない。

　首を左右に動かして、大通りの先の方を見透かすようだ。

　ニュークリア大通りは昼でも夜でも人で溢あふれている。車道には車が連なり、排ガス臭くさい。気短なクラクションが鳴った。横断歩道が青になる。と、一斉に道を渡る人の群れ。

　カズヤは疲れたように息を吐ついた。

「こんなにいっぱい人がいるんじゃなあ……」

「あ、すみませんすみません！　あそこ、見てください！」

　ヒミコが指差す。見れば、ニュークリア大通りと鞍くら前まえ通りが交差する所、コンビニの前に白いワンピース姿が見えた。

「あれ、さっきの女の子ですよ！　早く追いかけてください！　あの子、今にも危険な運命に巻き込まれそうですよ！」

「だから、オレには関係ねーっての」

「で、でも、ほら！　今にもまずいことになりそうな雰囲気が……」

　ヒミコがやきもきする。カズヤが見たところ、それは確かに先程の少女のようだ。その傍そばに怪しい風ふう体ていの男が立っていた。黒革のジャケットに眼帯をした男だ。何事か話している。

　カズヤは彼女達に向かって近付くことにした。歩みを進める。ヒミコが弾はずんだ声で、

「素直じゃないんだからっ！」

「は？　何言ってんの？　オレはただコンビニにパン買いに行くだけだけど？」

「そ、そんな、さっき言ってた用事と違うじゃないですか……」

　萎しおれた様子のヒミコを放っておいて、彼女達の声が聞こえる所まで近付いた。

「……うん、大丈夫よ。お仕事の後、すぐに支払えるわ。なあに、簡単なお仕事よ。独ひとり身で寂さびしい人の所へ、訪問介護に行くみたいなものだから」

　ハート型眼帯の男が一つしか開いていない目をぱちりとウィンクしていた。妙みように景気が良さそうな男だ。眼帯に嵌はめ込まれている宝石が光っている。

「そうですか。ならばお引き受けしましょう。お恥はずかしい話ですが、私は今、手持ちの金銭が少なくて、できるなら今日これからでも働きたいのですが」

「お金がない？　それを早く言ってよベイビー。なら映画に出ない？　普通なら20万、縛しばりありなら30万出すわ。君なら絶対スターになれるぅ」

「映画に？　わかりました。いくらか舞台の経験もあります。出演しましょう」

　少女は決然と言いきった。カズヤは我が慢まんできなくなって、

「あほかぁ！　お前、何するつもりだよ!?　意味わかってんのか!?　ちょっとこっち来い！」

　と、少女の腕を摑つかんだ。引っ張る。少女は怒ったように目を見開き、

「何するんですか！」

「そうよ、何するのブラザー？　こっちが先約なのよ？」

　なよなよと眼帯の男は身をくねらせる。カズヤは冷たい声で、

「うるせえ、てめーはすっこんでろ。ハイエナ野郎」

「……んだと、てめえ……！」

　眼帯男は突然ドスの効きいた声を出した。と同時に、何の躊躇ためらいもなくポケットからミニ特殊警棒を抜く。シャッ、と警棒が伸びた。警棒は合金製で、骨など簡単に砕くだいてしまうだろう。それを大きく振りかぶる。醜みにくく怒いかりで歪ゆがんだ顔。

　だが、カズヤはその大振りを半身で避よけた。更にそのまま腰を捻ひねって、拳こぶしを眼帯男の顔面に叩たたき込む。

「ごおじゃす」

　と、鼻び濁だく音を吐はき出して、眼帯男は昏こん倒とうした。周囲の人々は突然の出来事に目を見張る。が、それも一いつ瞬しゆんだ。カズヤ達からちょっと身を引いたくらいで、その後は足早に立ち去ってしまう。声を上げることもなく、黙もく々もくと。まるで、無関心を装えば、災さい厄やくは自分に向かってくることなくやり過ごすことができると信じているかのように。

「おら、さっさと逃げるぞ！」

　カズヤが親切にそう呼びかけると、少女ははたと気づいたようだ。

「あなたはさっきの……！　なんてことを！　この人は私に仕事を紹介してくれたというのに！」

「だー、このアホ！　こいつは悪質なスカウトマンだ！　女を騙だましては風俗店に売り飛ばしてるんだよ！　お前、そういう仕事だとわかっててやるつもりだったのか？　そんなに金が欲しいのか？」

「そんな……けれど、こんなに目いっぱい殴なぐることはないでしょう？」

「こうしなきゃお前、危なかったんだぞ？　いいから走れ！　おまわり呼ばれたり、こいつの仲間に見つかったらやばい！」

　そう聞くと、少女は素直に駆かけ出した。カズヤはその前に出て、先導するように鞍くら前まえ通りを走る。

　鞍前通りは完全にピンクがかった通りだ。ストリップ劇場やら紳士の社交場やらが軒のきを連ねている。未成年には刺激の強過ぎる場所。

　カズヤは少女への教育的影響を考こう慮りよしたわけではないが、さっさとその通りを左折して路地裏に。それだけでピンクの看板がめっきり減る。その先を右に曲がってさらに細く長い道へと入り込む。

　そこは建物と建物に挟はさまれて昼でも薄暗い。人が並んで歩いたらそれだけで幅いっぱいだ。

　そこでカズヤは足を止め、様子を窺うかがった。すぐ背後にいる、少女の荒い息だけが耳につく。

「……大丈夫そうだな。誰も追いかけてきてねえ」

「……私は騙だまされるところだったのですね」

　少女は下した唇くちびるを嚙かんでいる。

「騙すというか、金は払ってくれただろうさ。もっともそれに見合うよりももっと大きなものを支払うことになっただろうけどな」

　カズヤは少女を見下ろした。やはり場違いだ。この街ではあまり見かけないタイプ。

「……どうせ家出でもしてきたんだろ」

　カズヤは当て推量で言ってみる。少女は挑いどむように睨にらみ上げてきた。

「だとしたら、何です？」

「睨むなよ。着の身着のままで家出。手元に金もない。どうするつもりだ？」

「あなたには関係ありません。助けていただいた礼は言います。それでは私はこれで」

　つん、とそっぽを向く。そして、カズヤから離れていきかけたところで、ぐう、と腹の虫が鳴るのが響いた。少女は取り乱す。はっとした様子でカズヤの顔を見上げてきた。聞かれてしまったか？　とカズヤの顔をおそるおそる窺っている。その頰ほほは赤い。

　カズヤは頭を搔かいた。

「……ハンバーガーでも食うか？　……しゃーねーから、奢おごってやるよ」




　　　◇




　ＦＦバーガーは人気店だ。特にこの時間帯は学校帰りの高校生が多かった。店舗のある１Ｆから３Ｆまで、人の出入りが途切れることがない。低価格でそれなりのメニューを揃そろえているから、手持ちの少ない学生でも利用しやすいのだろう。

　手持ちが心細いのはカズヤも同じだ。カズヤはＦＦバーガーの２階席の一角に腰を下ろすと、

「オレは今ダイエット中だから」

　などと誰に聞かれたわけでもないのに呟つぶやいて、コーヒーを飲んだ。薄いくせに苦い味がした。

　トレイに載せられたハンバーガーを、少女は黙もく然ぜんと見つめている。手を出そうとはしない。

「どうした？　食えよ？」

　言われて、少女はカズヤを睨にらみ付けてくる。

「施ほどこしを受ける理由がありません」

「ああ、そういうことか。なら、実は今日、オレの誕生日なんだよ。お祝いだから食え」

「ならあなたが食べればいいでしょう？」

「だからダイエット中なんだって。このままじゃ無む駄だになる。それにここまでついてきといて、やっぱりいらないとか言うなよな」

　カズヤがそう促うながすも、少女は手を出さない。険しい目付きで、

「これを食べたら、その見返りに何か要求する気ですね？　その手はもう食いません」

「だー！　違うって！　もっと信用しろよ……」

　まるで猫ねこの餌え付づけでもしてるみたいだな、とカズヤは思ってしまう。肩を竦すくめ、トレイを少女へ押し付けるようにした。

「おめーが食わないんなら、捨てる。作ってくれた人や犠牲になった牛達に申し訳ないと思わねーの？　それとも何か？　こんな安いものは食えねーっていうお嬢じよう様か、おめー？」

　一ひと際きわ少女の眼まな差ざしが鋭するどくなり、

「バカにしないでください。食べられます、これくらい」

　何が琴きん線せんに触れたのか。突然、少女はハンバーガーを手に取り、口をつけた。途端に目を見張り、

「……！　美お味いしい……」

「何その反応!?　ハンバーガー食ったことねーのかよ！　……まあ、いいや」

　何にせよ無駄にならなくてよかった。と、カズヤは鷹おう揚ように頷うなずいて、再びコーヒーを口にする。

　少女がハンバーガーを食べ終わり人ひと心ごこ地ちついたあたりで、カズヤは口を開いた。

「で、家を出て何日くらいなんだ？」

「……２日です」

「よし、じゃあ帰った方がいい。お前はここにいるべきじゃない。アブねーよ」

　少女がすっと目を細める。

「一いつ飯ぱんの恩はいつかお返しします。けれど、それとこれとは別です。私があなたに命令されるいわれはありません」

「親が心配してるだろ」

「私のことを心配しているわけがありません。あの人が心配するとしたら、私がいなくなったことで体面が損そこなわれること、でしょうね」

「おめー、捻ひねくれてんなー。そんなに親が嫌いか。親がいるだけいいだろ。それに、さっきみたいに売り飛ばされそうになるよりは親に頭下げて帰れるなら帰った方がまだマシだろ」

「ここで売り飛ばされるか、家に帰って売り飛ばされるか選べということですか？　事情も知らないで、勝手な忠告しないでください」

　その言葉にカズヤは眉まゆを顰ひそめた。

「お前の家に、どんな事情があるんだよ？」

「あなたには関係のないことです」

　にべもない。カズヤは頭を搔かいた。

「確かに関係ねーけどよ。……ああもう、オレこんなことやってる暇ねーのに、何でこんなことしちまってるんだ」

「なら、ご自分のすべきことをしに戻ってください。ご飯ありがとうございました。では」

「待て待て待てって。あー……」

　どうしたらこの娘を街から追い返すことができるだろう。このまま放っておいたら、間違いなく食い物にされる。それがわかっていながら見過ごすのは気分が悪かった。裁かれるべき者がせせら笑い、懸けん命めいな者が踏ふみ躙にじられるのは見たくない。

　と、背後からヒミコが囁ささやいてくる。

「あのう、すみません……やっぱりこの子、かなりまずいことになりかけてるみたいです。どうかこの子の手を見てあげてくれませんか？　すみません、ご無理を申し上げているのは承知しているのですが……」

　カズヤは葛かつ藤とうする。

　ヒミコの言う通りにすれば、この子はトラブルを避けることができるのか？　この前の才さい谷たにとかいうリーマンを救ったように。でも、幽ゆう霊れいの言うことを信じるなんてありえねー。そんなの我が慢まんならねーし……。

　が、他に良い考えも浮かばない。こうなったら、やるかやらないか、の決断だけだった。

　そうだ、これでうまくいかなかったらその時こそ、この幽霊を追い払うチャンスではないか。やっぱり人を助けるなんて噓うそだったな！　と、どやしつけてやる。こいつが人を騙だまして陥おとしいれる幽霊だってはっきりすれば、もう二度と相手をする気持ちも湧わかなくなるというもの。いくらこいつが変な格かつ好こうしたりボケたりしても、もう突っ込む気持ちもなくなる……はずだ。

　と、カズヤは偽悪的に言い訳を言い聞かせる。もちろん自分へ、だ。これでヒミコの言うことを聞いてやるための理由付けは完了。そこで、やけくそ気味に言い出した。

「うー、あー、ちくしょう！　実はさー、こう見えてもオレ、占うらないが得意なんだよ。百発百中なんだぜ？」

「え？　突然何の話ですか？」

　少女が呆あきれたように問いかけてくる。

　そんなカズヤの視界の隅で、隣の席の女子高生達の一人が不思議そうに小首を傾かしげるのが見えた。話が届いてしまったらしい。カズヤ達の方をちろちろと見ている。胡う散さん臭くさいと思われているに違いない。占うらなってあげるとか陳ちん腐ぷなナンパか、と。カズヤはそれを気にして声を潜ひそめてしまう。

「……だから、お前がこれからどうしたらいいか占ってやるって言ってんだよ。言うこと聞いとけ」

　そう言われた少女は笑ってみせた。友好的な笑え顔がおではなく、冷笑だ。

「やっぱり危ない人なんですね、あなた」

「まあ、やっぱそうなるよな……でも、聞くだけ聞いとけよ」

「占いとか信じていないのですけれど」

「気が合うな。オレもだ」

「はい？」

　バカにしてるのか？　としかめ面つらを向けられてしまう。そして、ため息を吐つかれた。

「……わかりました。あなたは可哀かわい想そうな方なのですね。それなら仕方ありません」

「おう、ようやく素直に聞く気になったか」

「これから私がどうしたらいいか、教えられるものなら教えてみてください。鼻で笑って差し上げます」

「こんにゃろ、やっぱ生意気なガキだな！」

　その怒声に反応したのは当の本人ではなくて、

「ああっ、すみませんすみませんそこで怒らないで彼女の手を取ってください！　この子が何を抱かかえているか、それを見通してみますから！」

　ヒミコの必死な声に制されて、カズヤは言葉を押さえた。

「……よーし、じゃあ、まず手を見せてみろ。手相を見る」

「手相？　……手に触さわるんですか？　あなたが？　私の手を？」

「手相を見るって言ったら、手に触んなきゃできねーだろ」

「……そういう下心でしたか」

　全く輝きのない蔑さげすみの目で見られる。その意味するところを察して、カズヤは心外でたまらない。

「おいおいおい、おめー何考えてんの？　自意識過剰なんじゃねーのか!?　オレがおめーの手に触りたいから占いとか言い出したと思ってんのか!?」

「それ以外にこんな所に連れ込んだ理由があるのですか？」

「こんな所って何だよ!?　ＦＦバーガーに謝れ！　ＦＦバーガーにいる奴やつはあれか、みんな気軽にお触りしたくて入店してんのか!?　ねーよそんな店！」

　ひそひそ。カズヤの声を漏もれ聞いた周囲の客が変な目でこっちを見ている。先程の女子校生（しかも可愛かわいい）もカズヤをちろちろ窺うかがっている様子。

　カズヤは、見世物じゃねえ！　と大声で叫さけびたくなったが、実質見世物状態なので止やめた。わざとらしく咳せき払ばらいなどして、

「……とにかく、君？　オレは紳士だからそういう下げ衆すな勘ぐりは止やめてくれないか？　そもそも、おめーみたいなガキは守備範囲外なんだよ」

　取り繕つくろった声を出してみる。

「自分で自分のことを紳士と名乗る者を信用するほど愚おろかではありません。むしろその必死さが証明しているのではないですか？　私に触れるのが目的だったと」

　すぐに化けの皮が剝はがれた。

「うるせーな！　オレだってやりたくてやってるわけじゃ……ハンバーガー食ったろ、おめー。その分のお返しだと思って、素直にいうこと聞けよ」

「……やはり、そうきましたか」

　完全に見下げ果てたという顔。

「食べさせておいて、後からこのような要求をしてくる……紳士が聞いて呆あきれますね」

「ああ、もう、どうすりゃいいんだよ!?　捻ひねくれすぎだろ、おめー」

「……そこまで必死になられてはいっそ哀あわれというもの」

「必死じゃねえ！　全然必死じゃねーよ！」

「仕方がありませんね……では、どうぞ。タダほど高いものはないということですね」

「だから違うってのに……まあ、いいや」

　ものすごーく嫌いやそうに差し出される手を取り、カズヤはやれやれと思う。が、その背後の幽ゆう霊れいは真剣な様子だ。

「すみません、拝見します。……これ、わかります？

　人差し指と親指の間から伸びて、掌てのひらの中央を横切っている線がありますよね。これは知能線です。知恵とか判断力なんかを表してる線です。

　この子の場合、掌の下に向かってカーブを描えがいている生命線と重なっている部分がありますね。人差し指と中指の間くらいで知能線と生命線の２本に分ぶん岐きしています。そのあたりで分岐している人は勘が鋭するどく、人の気持ちを察知できる人です。まあそれも善よし悪あしで、人の気持ちを察知できるが故ゆえに、自分から身を引いてしまうこともあるかもしれませんが。

　更に知能線の先端が下に向かって伸びていますから、物欲より精神的な繫つながりをより強く求める傾向がありますね」

　カズヤはヒミコの説明を聞きつつ、少女の手を見て独ひとり言のように呟つぶやく。

「これが感情線っつってな……。えーっと、人差し指の下まで伸びてる……長く伸びてるほど情に厚い。だったはずだ」

「わお！　そうです！　よく覚えていてくれましたね！　思いやりがあって真心を持って人と接するタイプですね。ただし、プライドが高く下品なことを嫌う傾向にあります」

　ヒミコが付け加えてくる。

　カズヤはそれらを少女へ伝える。少女は大した感かん慨がいもないようだ。

「ああ、そうですか。誰にでも当てはまりそうな占うらないですね」

「……だよなー。こんなんじゃ大した役に立たねえよなー」

「そ、そ、そんなことないですよ？　まだこれから……へええ、これはなかなか」

　ヒミコの声が弾はずむ。

「運命線を覚えてますか？　掌てのひらの中央の。これが生命線の内側から伸びています。これは身内から財産を受けていることを表しています。親の恩恵を受けているようですね。その上で、この太陽線が表れてます。

　薬指の付け根に向かって伸びる線のことを太陽線っていうんですけれど、これがしっかりしていますね。太陽線は地位や名声を示す線ですけれど、同時に金運を表してもいます。運命線と併あわせて考えてみれば、金銭面で親に守られていて、お金で苦労したことはないはずですよ」

　そう聞いてカズヤは目を丸くする。

「もしかして、お前いいところのお嬢じようさんなのか？　親が金持ちかなんかか？」

「どうしてそれを!?」

　少女の表情が瞬しゆん時じに固まる。取り付く島もなかったその態度に変化があった。それは綻ほころびのようなもの。ひび割れた隙すき間ま、僅わずかに見える怖れ。

　それから囁ささやくように、

「……何で知ってるの？」

　だが、ヒミコは手相を見ることに熱中し始めたようだ。では本気出しますよー、と囁いてきた。

　またあの本気かよ。どうも苦手だ。と、カズヤは光り輝き始めるヒミコの姿を見る。体型がグラビアアイドルのそれのようになっていた。しかもかなりセクシーなそれだ。同時に、ヒミコの表情が傲ごう然ぜんとしたものへと変わっていく。それは目元であったり口の端の変化といった僅かなもの。だが、それだけで印象が大きく変わった。厳おごそかで、それゆえに温かみのない表情。

「……生命線の形を見よ。中指から下ろした線より内側で婉わん曲きよくしておる。これすなわち、自おのずから動く相ではあらず。受動的な性格であるはず。何かに追い詰められでもしなければ自ら行動に出ることはない。……それが今、この街にいるということを鑑かんがみるに、この者の身に、この街まで逃げざるを得なかった大きな障害が生じたということ」

「……えーっと、お前、本当はこんな所へ来るような奴やつじゃなかったはずだ。でも、ここに逃げてこないといけない厄やつ介かい事ごとをしょい込んだんじゃないか？」

　カズヤは覚おぼ束つかない口調で問う。カズヤにも少女の身に何が起きたのか具体的なことがわからないのだから、あやふやな言葉になってしまうのは仕方がない。だが、少女はまるで自分が見透かされたかのように慄りつ然ぜんとしている。

「知能線の線上に島状の模様のようになっている部分がある。神経が弱まっている証あかしなり。繊せん細さいで傷つきやすい……心労がたまっているな。その原因は……家族との諍いさかい。そして、望まぬ未来。おぞましい悪意の持ち主が見える。それは、この者を手中に収めようと手を伸ばしてきている」

　ヒミコの言葉を、カズヤなりに嚙かみ砕くだいて少女に問いかける。

「大分参ってるんじゃないか、おめー？　家族と喧けん嘩かしたんだろ？　で、なんか……なんか嫌いやな奴やつに目を付けられてる？」

「……あなたも……！」

　少女は吐き捨てる。

「あなたもそうだったのですね！　本当は事情を知っていて……私を説得でもするつもり？　もう騙だまされません」

　がたり、と立ち上がると、少女は脱だつ兎との如ごとく駆かけ出した。その唐とう突とつな行動に、カズヤは意表を突かれる。

「お、おい!?」

　一いつ瞬しゆん動作が遅れた。カズヤも立ち上がるが、

「おい、落ち着けって。何だよ急に？　別に何もしねーって」

「噓うそつき！」

　少女はいったん立ち止まり、カズヤに向き直ってきた。眼まな差ざしに怒いかりがこもっていた。

「誰があなたみたいな人の言うこと信じるものですか！」

「何か勘違いしてんじゃ」

「不良のことなど信じません！」

「何だと!?」

　カズヤは激げつ昂こうした。

「お前なあ！　不良だとか不良のくせにとか……！　見た目だけでそういうこと言うのか!?」

　何を言っても信じてもらえない。レッテルを貼はられて相手にもされない。そんな記憶がいたく刺激されていた。

　一方の少女の方も止まらない。

「食べ物で釣つられた私が浅はかでした。いい人かもなんて気を許して……愚おろかしい！　あなたは粗そ野やで無神経で……この街にいる人は皆そう。誰もかれも最低です！」

　言葉が叩たたき付けられた。

「オレのことはまだいい。でも、この街の人間を誰でもいっしょくたにすんなよ！　すげえいい人だっているんだぞ!?　っておい！」

　既に少女は階段を飛び降りている。姿はない。

「……あれ？　あれ？　あのう、すみません、あの子は……？」

　背後から、我を取り戻したらしいヒミコの囁ささやき声が聞こえてきた。もう光り輝いても、皮肉な眼まな差ざしもしてはいないだろう。が、カズヤはそんなヒミコにまともに応えるつもりなどなかった。

「あ、あの！　すみません、あの子、早く追いかけないと……」

「……うるせー。誰が幽ゆう霊れいの言うことなんか聞くかよ……やっぱこうなんのかよ」

　カズヤは言ってから、むっつりと押し黙だまる。




　　　◇




　キャバクラ店、スターライトの玄関先。

「いらっしゃいませー」

　カズヤは声を張り上げた。とっくに夜になり、スターライトは平常営業。そのカズヤの背後からぶちぶち言ってくる奴やつがいる。

「……すみません、わたし思うんですけれど……やっぱり、お店になんか出ていないで、すぐにでもあの女の子を探しに行くべきだと思うんです」

「うるせー。しょーがねーだろ。逃げられちまったんだから。まさか、オレに店を休んでまで探せってんじゃねーだろーな」

「ごめんなさい、でもその通りです。だって、あの子の運命がかかっているんですよ」

　ヒミコは謝罪の言葉を述べつつ、反はん駁ばくしてきた。カズヤだって、そういう気持ちがないわけではないのだ。あの少女に言いたいことが山ほどあるのだから。探し出して、一回説教してやりたい。不良だからとかヤンキーだからだとか、そういう色眼鏡めがねで見られたのはムカついた。

　だが、そのために店の仕事を放り出すのはどうなの？　という気持ちだ。仕事休んで女の子を追いかけるなんて、店長の信頼を裏切ることになりはしないか？　この前せっかく褒ほめてもらえたのに……。

　あのクソガキを探したいという気持ちとそんな時間はないからと諦あきらめる気持ち。その矛む盾じゆんした心情を解消するために作り出した言い訳が、

「……あいつが助けてもらいたがってないのにこっちがやきもきしてもしょうがねえだろ。忘れろ」

　と、カズヤは自分に言い聞かせるよう。それから、気がかりなことを無視しようと空から元気。

「さあー、いらっしゃいまっせえー」

　そんな感じでカズヤは店外で呼び子をしていた。と、店の中から黒服が現れる。先輩の下げ種す井いだ。見事なチンピラ顔にパンチパーマのニクイ奴。

「おめーなあ、ざけんなよ？　なんだその呼び込み？」

「あ、下種井さん。どうしました？」

「どうしましたじゃねえ。大声張り上げりゃいいってもんじゃねーんだよ。スケベな客はもっとこっそり店に入りたいもんだろが。おめー、ＨなＤＶＤを借りる時、店員にいらっしゃいませー！　なんて大声出されて嬉うれしいか？」

「オレ、ＤＶＤ見れないんで……」

「ニュアンスわかれよ、このヤロー！　とにかく、そこで大声で喚わめかれたら客が目立っちまうの！　それにビビって逃げるだろが。あ？」

　下げ種す井いはない眉まゆ毛げを顰ひそめるようにして目付きを悪くする。そこへ酔客が近寄ってきて、

「いい子いるの？」

　と、下心丸出しで話しかけてきた。なのに、

「[image: あ゛][image: あ゛]？」

　下種井がそのままの勢いで応対したものだから、客はくるりと回転してすたこら逃げだした。

「下種井さんにビビって逃げちゃいましたね」

「あ、ちくしょう！　逃げんなてめぇ！　顔は覚えたからな！　今度来たらきっちりサービスしてやっから絶対来いよ！　来なかったらこっちから会いに行くぞこのヤロー！」

　下種井は柄がら悪く叫さけぶ。ある意味、凄すごい熱意が感じられた。

　いつもサボってるのに真ま面じ目めなのか何なのかよくわからん人だ。

　そんな思いで見つめるカズヤに対して、下種井、ギロリと、

「どーすんだよ!?　客逃げちゃったじゃねーか！　おめーのせいだぞ!?」

「いや、それは下種井さんの外見的な問題が……」

「あ？　やんのか？　やんのかコラ？」

　下種井は両手をポケットに突っ込んで上半身をぐっと落とす。そして、下からねめ付けるようにカズヤにガンをつけてきた。その口元がひょっとこみたいに歪ゆがむ。コントみたいだ。

　更にコントめいたことに、

「ま、これくらいで勘弁してやらあ」

　下種井はあっさり矛ほこを収めた。

「それより、おめーを呼びに来たんだよ」

「オレになんか用ですか」

「お前をどうしても指名したいって客が来てんだよ。男を指名するとか、本当はうちはそういう店じゃねーんだけどなー。まあ、でもそこは俺の裁量で？　具体的にいうと、おめー２０００円で売れたわ。よ、このイケメン野郎」

「客が？　オレを指名……？　あの、その客って……」

「もちろん、おっさん。こってりトンコツ風味のナイスガイ。よかったな。モテモテで」

「ちょ……オレの貞操の危機!?」

　カズヤは思わず尻しりの筋肉を引き締めてしまう。
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「わっはっはっは」

　テーブル席のその客はご機き嫌げんだった。アケミ姉さんとミサキの二人を両りよう脇わきに座らせている。

「まったくけしからんな、君達！　こんな場末の店で男に媚こび売るような仕事をして、実に嘆なげかわしい！　親御さんが泣いているぞ？　ホントにまったくけしからんおっぱいしおってからに！」

　眼鏡めがねに脂あぶらの浮いた中年男がアケミ姉さんの胸元をじろじろ見ていた。顔を緩ゆるめて赤らめて、今にも涎よだれを垂らしそう。アケミ姉さんはいつものように氷の彫像めいた表情で押し黙だまっている。

　完全にセクハラだった。存在自体がセクハラ。だが、だからといってその客を力づくで追い出すわけにもいかない。別に手を出しているわけではないからだ。

「ううむ、まったく酷ひどい世の中だ。なあ、こっちのおっぱい小さい君！　そう思わんかね？　おっぱい小さいと生きていく上で不便だろう？　世の中は不公平だ」

　言われたミサキのこめかみ辺りから、血管の切れる音がしてきそうだった。

　アケミ姉さんとミサキが発し始めた物もの凄すごいオーラ。それをまるで感じていないのか、その中年男はますます調子に乗る。軽かろやかに、

「私はね、君達が憎にくくて言ってるわけではないんだ、うん。ただ、女性のおっぱいほど美しいものは中々ない。だから、恥はずかしがらずに積極的に見せるべきだと言いたいんだよ。もっとしっかりおっぱいを強調するようにしたまえ！　そんな服じゃ宝の持ち腐れ、ひいては全人類の損失だとは思わないか、君！　あ、そっちのちっぱい君はどうでもいいや。とにかく、もっとこう谷間を見せ付けるようなきわどい服をだな……！」

「あの、お客様。周りのお客様のご迷惑になりますのでもう少しお静かに……」

　カズヤが見かねてそう口を挟はさむと、

「来たな。君がカズヤ君か」

　中年男は眼鏡めがねのつるを、くい、と持ち上げ、焦しよう点てんを合わせるようにしてきた。ねっとりした視線がカズヤに絡からみ付く。それで品定めが済んだのか。中年男は湿った笑えみを浮かべて、

「ここから先は仕事の話だ。おっぱいちゃん達は帰りたまえ」

　と、アケミ姉さんとミサキを追いたてるように席を外させた。

「……何なのこいつ？　あんたの知り合い？　後で覚えておきなさいよ」

「いや、違……」

「カズっち、こいつぶっ飛ばして。首になってもいいから」

「首になるのオレじゃん!?」

　アケミ姉さんとミサキがそれぞれカズヤに囁ささやいてからテーブルを後にしていく。

　中年男と二人きりにされたカズヤ。大変に危機感溢あふれる状況である。

「……えーっと……オレを呼んだとかで……オレに何か？」

「まあまあ、とにかくこっちに来たまえ」

　と、中年は自らの隣の席をポンポンと叩たたく。大変に危機感溢れる状況である。

「うわぁ……すみません、わたしが見た限りそういう趣味がある手相には見えなかったんですけど、そうだったんですね……見誤りました……」

　ドン引きしたヒミコの声が聞こえてきたので、カズヤは睨にらみ付けてやる。

「おめー黙だまってろ？　洒落しやれが通用する状況じゃねーからな？」

「す、すみません……」

　カズヤの本気ぶりが伝わったのか、ヒミコは消え入るような声で応えてきた。

　そうやってヒミコを黙らせてから、カズヤは目の前の中年に向き直る。

「あのですね……オレ、そういう趣味はちょっと……」

「座りたまえ。話し辛づらいだろう？　それとも、この店は客の言うことを聞けないというのかね？　そんな客を拒否できるような上等な店ではないだろう」

　中年は有無を言わせぬ態度。

　仕方がない。カズヤは用心しいしい、中年の隣に腰を下ろした。再び、中年が湿った笑みを浮かべる。それから、ひそひそと、

「うん、物わかりがよくて助かる。で、君にお願いしたいことがあってだね……」

「ちょっとマジ勘弁してくださいよ。オレだって初めての人を選ぶ権利くらい……」

「何を言っとるんだ君は？　誤ご魔ま化かすつもりかね？　まったく……。腹を割って話そうじゃないか。君が匿かくまっとるんだろう？　お嬢じよう様を引き渡してもらいたい」

「は？　何の話ですか？」

　中年はバカにしたような目付きでカズヤを見てくる。

「とぼけるのかね？　私は小こ森もりという。探偵だ。久く城じよう家からお嬢様の捜索を依頼されていてね。君が久城のお嬢さんを引き連れていたことはわかっている。昼間は君、派手にやらかしたらしいじゃないか。間抜けなスカウトマンをぶん殴なぐってお嬢様を強ごう奪だつしただろう？」

　カズヤは、あの少女を誑たぶらかそうとしていた眼帯男のことを思い出す。そして、しかめ面になり、

「お嬢様？　ってあのクソガキのこと？」

　ヒミコが、彼女の親は金持ちだ、と占うらなっていたが……当たりだったのかよ。背後からヒミコが、

「どうです、わたしの占い？　黙だまって座ればぴたりと当たる！　すみません、的中率高くてすみません」

　得意げに謝ってきた。カズヤは占いの正しさが立証されたみたいで面白くない。

　中年探偵小森は大きく頷うなずく。

「そう、君が連れ去った娘こそ久城家の娘、久城明あ日す香かだ。知っとるかどうかわからんが、久城家は大変な名家かつ資産家でね。娘のスキャンダルを大層気にしておられる。彼女がバカなことをしでかさないうちに連れ帰る必要があるだろう」

　その言い方にちょっと引っかかり、カズヤは言葉遣いが荒くなる。

「……娘の安全は気にしてないのかよ」

「気にしとるだろ。こんなドブみたいな町で死にでもしたら大変なスキャンダルだ。是ぜ非ひ無事に戻ってきてもらいたいだろうね」

　カズヤは仏ぶつ頂ちよう面づらをしてやった。

「無む駄だだったな。オレはあいつの居場所なんか知らねーよ」

「君、もっと賢くなろうじゃないか。君があの子を持っていたって何の得にもならんぞ。それどころか、このままだと未成年者誘ゆう拐かいということで事件になる。君も警察の厄やつ介かいにはなりたくないだろう？　その前に私に彼女を渡すんだ。そうすれば大事にならずに済む」

　脅おどすような口調に、カズヤの機き嫌げんが更に損そこなわれる。

「知らねーって言ってんだろ」

　それを小森はわかったわかったといった苦笑いを浮かべつつ、

「いいだろう、君にもいくらか分け前をやる。あの子を渡せば10万やろう。底辺を生きている君には10万なんてちょっとしたものじゃないかね？　女の子一人連れてくるだけの簡単な仕事で10万だぞ？」

「……あのな、いくら金もらっても、たとえ居場所を知ってたとしても、あんたには教えないよ。あいつ、家に戻りたがってなかった。あんたの話を聞いてるとそれも納得だ」

「どうしても彼女を独ひとり占じめしたいというわけか。強欲極まりないな、君。だが、後悔するぞ。私と取引しておけばまだ儲もうかったのに。とある組のヤクザ達も彼女を探している。君が匿かくまっているのがバレたら、即座に君を締め上げに来るだろう。そして、無理やり連れ去ってしまう」

「なんでヤクザがあのガキを探してるんだよ？　何かやらかしたのか、あいつ」

「知らんね。娘をとっ捕まえて、久く城じよう家に対して強請ゆすりたかりでもするつもりじゃないか？　……そんなことになったら、私の仕事は失敗だ。報酬がもらえなくなって事務所の家賃が払えん。困るんだよ、君。助けると思って、私にお嬢じよう様を渡してくれ。ヤクザどもに先を越されるのだけは阻そ止しせねば」

「わかんない人だな。オレは知らねーっての。知ってたらとっくに助けに……」

　カズヤは言葉を濁にごした。

　だが、小こ森もりは当然納得しない。

「交渉は決裂ということかね？　では仕方がない。本当はこんなことしたくないのだが、先程のおっぱいちゃん達を呼び戻してくれたまえ」

「なら、話は終わったってことで、オレはもう行っていいですかね」

「いいや、君もここに残るんだ。そして、あの子達に私がセクハラの限りを尽つくすのを見ていてもらう」

「は？」

「君が言うことを聞いてくれない所せ為いだ。その所為で、店の女の子達がセクハラされてしまう。ああ、本当にこんなことはしたくないのだがなあ。そして、君にはそれを見届ける義務がある。君がお嬢様の居場所を教えてくれればこんなことにはならなかったのだからね。店の中で居い心ごこ地ちの悪い思いをするといい」

「ば、バカじゃねーのか、おめー!?」

「言葉には気をつけたまえ。お客様は神様だよ、君？　なあに、安心したまえ。私のセクハラは店の女の子が泣きだすくらいの凄すごいやつだが、君がお嬢様の居場所を教えてくれる気になったら、もっとソフトなものに変更してあげよう。本当は私は女性に卑ひ猥わいな言葉をかけるような男ではなく紳士なのだが、ああ、君の所為でなあ」

「店の女の子達は関係ねーだろ!?　迷惑かけんじゃねえよ！」

「そう思うなら少しは協力的な態度をお願いしたい」

「……くだらねー真ま似ねを」

「ん？　どうしたね？　何だね、その目は？　殴なぐるか？　客である私を？　そんなことをしたら、この店はどうなるかねえ」

　小森は明らかに挑発していた。手を出させようというのだ。殴られたと騒さわいで、カズヤの立場を悪くしようという腹積もりか。

　カズヤはそれに乗ってしまいたい。ぶん殴なぐったらすっきりするだろう。だが、今のカズヤは昔の暴れ者とは違うのだ。客を殴るわけにはいかない。ぐっと堪こらえる。しかし、このままでは目の前で店の女の子達が酷ひどい目に遭うのを指をくわえて見守るしかないことになる。

　どうしたらいい……？

　そんな思いを抱かかえて、拳こぶしを握り締めるカズヤ。と、その隣にふわりと柔らかな何かが寄り添ってきた。

「あらぁ、お二人でお話し盛り上がってるわねぇ」

「て、店長!?」

　カズヤはびっくりして悲鳴めいた声を上げてしまう。

　店長は他の女の子と同じようなドレスを纏まとっていた。いや、胸元の開きは店の子達以上か。それは、見た者全てをはっとさせる魔力を放っている。

「店長？　ほう、あなたがこの店の店長……素晴らしいおっぱいクイーンちゃんですな！」

　急に小こ森もりのテンションが上がったように見えた。

「何のお話してたのぉ？」

「いやいやいや、このお店で一番いやらしいおっぱいちゃんは誰か、この好青年くんに聞いておったんですよ。そうしたらあなた、店長こそがこの店一番のプルルンおっぱいちゃんとの高評価！　毎晩店長のおっぱいを夢で見てます！　とまで言っておりましてな。私も後学のために是ぜ非ひ拝見したいと思っておりました。それが今ここに！　いやあ、眼がん福ぷくですなあ」

　なにか、かかっちゃいけないエンジンがかかってしまったらしい小森がまくしたて始めた。

　妙みような言いがかりをつけられたカズヤはぶるぶると首を横に振りつつ、

「い、言ってないですよ店長!?　オレ、そんなこと一言も!?」

「まぁ、カズヤ君、わたしのことそんな目で見ててくれたのぉ？」

「ち、違……」

「いやあ、店長のおっぱいについて熱く語る彼の、あの欲望に滾たぎった眼まな差ざしを店長にも見せてやりたかったですなあ。舌なめずりしておりましたよ。こう、レロレロと」

　実際にその下品な舌使いをやって見せる小森。店長はそれを見て一言、

「まぁ、えっちねぇ」

「て、てめえ、ないことないこと吹き込みやがって……！」

　ところが店長、嫌けん悪お感を顔に出すどころか、

「うふふ、わたしそんなに魅力的かしらぁ？　ちょっと嬉うれしいかも」

　小首を傾かしげる仕草で微ほほ笑えむではないか。カズヤはそれを見て骨が抜けるような目め眩まいすら感じた。

「ところで、お客様ぁ？　ネクタイが曲がっておられますわよぉ」

　店長はそう言って身を乗り出し、小森のネクタイを直しにかかる。となると、必然的にその間にいるカズヤに体が密着。カズヤは店長の柔らかさを全身で意識してしまう。小こ森もりの方も、近付いてきた店長の胸元に目が釘くぎ付づけのようだ。

「ほ、ほう……これは見事なメロンちゃんで……」

「やぁだぁ、お客さん。特別サービスですよぉ？」

　小森の顔に息がかかるくらい密着してネクタイを直す店長。それを見て、カズヤは不可解だ。

　何でこんなサービスしてやるんだ？　この客はどう考えても厄やつ介かいな客で、営業妨ぼう害がい以外の何者でもないのに……。

　と、店長の右手が何かを摑つかんで素早く動くのが見えた。何だ？　とカズヤは見直そうとするも、すでに店長の手におかしな点はない。

「いやあ、素晴らしい。こんなサービスが受けられるなら毎日でも通いたいですな」

　小森がご満まん悦えつで息を漏もらす。

「うふふ、どうぞご贔ひい屓きに」

　カズヤは棘とげのある口ぶりで言わざるを得ない。

「そんなに毎日この店に通える金があるのかよ？」

「久く城じよう家から経費が出る。経費として後日請求すれば、実質私の懐ふところは痛まないからね。毎日でも居座れるということだ」

　小森が含みのある眼まな差ざしで応えてきた。

「あらぁ、こちら随ずい分ぶん景気がいいのねぇ。じゃあ、そろそろお時間ですけれど、ご延長なさいますぅ？」

「ああ、もちろんですとも。こんなドスケベおっぱいちゃんを目の前にして、私の後退ギアは壊れております」

「じゃあ、とりあえずここまでのお代を先に頂いてもいいかしらぁ？」

「仕方ないですな。おいくら万円なのでしょう……」

　小森が自分の懐に手を差し込んで、絶句した。動きが止まる。

「どうなさったのぉ？」

「いや、その……」

　小森はあたふたと体をまさぐり、

「財布がない……」

「あらぁ？　払えないんですかぁ？」

「それがその……落としたのかな……」

　しどろもどろ。

　カズヤはサメみたいな笑え顔がおを浮かべてやった。

「……金が払えないんじゃ客じゃないよなあ？　叩たたきのめして店から追い出しても文句ねーよなあ？」

「カズヤくーん、お巡りさん呼んでくれるぅ？　無銭飲食で捕まえてもらわないと」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　じ、事務所に行けば金はあるから！　払うから」

「うるせー！　ちょっと店の裏までこいやぁ！」

　カズヤは小こ森もりを心ゆくまでボコボコにした。




　　　◇




「おい、起きろ、おっさん」

　カズヤはノびている探偵の頰ほほをぺちぺちした。スターライトの裏口に面した細い路地だ。そこに小森が大の字になっている。そうしたのはカズヤだが。

「あのう、すみません。この人、死んじゃったんじゃ……？」

　幽ゆう霊れいのくせに超ビビった様子でヒミコが囁ささやいてきた。

「オレがそんなヘマするかよ。まあ見てろ。オレの経験上、もうそろそろ気がつくから」

　その言葉通り、

「うーむ……１から６までのおっぱいをレイズ……」

「何の夢見てんだよ、起きろって」

　小森はしかめ面つらになる。その目が開いた。そして、カズヤの顔を認識するや意識がはっきりしたらしい。

「わ、わかった！　もういいだろう？　私は手を引くから、もう勘弁してくれ！」

「……ちょっと確認してぇんだけどよ」

　カズヤは考え込みながら尋たずねる。

「あのガキ……久く城じよう明あ日す香か、か？　あれをヤクザが狙ねらってるってのはマジなのか？」

「そ、それは確かだ。極ごく東どう会かいの若いのが動いてる」

「あいつ、ヤクザに捕まったらどうなる？」

「ヤクザ達が身代金を取る気ならしばらくは無事だろうが……。久城家を強ゆ請するつもりだったら娘の弱味を握って、ばらされたくなければ……、という話になるだろうね。もしくは……久城家を陥おとしいれるためにわざとスキャンダルを起こすというのも考えられる。ドラッグ中毒で逮捕とか久城家にとってはダメージだろう。とにかく、極東会と関わってロクなことにはならないはずだ。……どうかね？　彼女を隠すと君にも厄やつ介かいなことが起きると思わないか？　引き渡すなら今のうち……」

「だから！　オレが匿かくまってるわけじゃねーって言ってんだろ！」

　カズヤは嚙かみ付くように言った。そして、

「……おっさんは久城明日香を追っかけるんだろ？」

「い、いや、私はもう手を引くから……」

「噓うそつけ。仕事、ていうか大事な金づるだもんな。つまり、おっさんの後をついて回ればあのガキに会えるってことだ。そうだよな？」

「つ、ついてくる気か？　横取りして報酬を得ようという魂こん胆たんだな？　汚い奴やつだ……」

　小こ森もりが情けなさそうに呻うめく。カズヤの背後からは、

「あの子を探してくれる気になったんですね！　助けてあげるんですね！」

　ヒミコは尻尾しつぽを振る子犬のような勢いだ。カズヤは仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「違ちげーよ。オレもあのガキには言いたいことが山ほどあるんだ。見つけ出して文句言わなきゃ気が済まねえ」

「またまたぁ。すみませんけど、さっきはお店を休んでまで探してられるかって、言っていたじゃないですか。でも、あの子がヤクザに狙ねらわれてるって知って心配になったんですよね？　だからお店のことは放ってでも助けに行くんでしょう？」

「さっき店長から言われたんだよ。このおっさんを裏に連れてく時、お店の方は大丈夫だからしっかりやるべきことをやってきてね、って。だから、店の方はとりあえず任せておいてオーケーなの」

　カズヤはそう解釈した。そして、小森に言う。

「とにかく、だ。早いところ、あのガキのところへ案内してくれねーか。おっさん、プロの探偵なんだろ？」

「何で私が……」

　小森はぶつぶつと呟つぶやいていたが、カズヤに睨にらまれると大人しくなった。




　　　◇




　カズヤ達は小森の探偵事務所に辿たどり着く。八や俣また町はタバコ屋通りという狭せまい通りに面したビルの２階だ。

「おい、おっさんの事務所に来てどうするんだよ。オレは久く城じよう明あ日す香かのところへ連れてって欲しーんだけど？」

「君からお嬢じよう様を回収できる予定だったのに、その当てが外れたせいではないか。一度事務所に戻って、別の情報ルートを当たる」

「別の？」

「うちの事務所には有能な助手がいるのだよ。僅わずかな情報から正確な事実を摑つかむことに長たけた情報分析のエキスパートが。今頃、何か新たな手掛かりを摑んでいる」

「そりゃ名探偵っぽいな」

　小森が先に立って、事務所の扉を開けた。

「今戻ったぞ。ヒナくん」

「お帰りなさーい。て、何ですかその顔。随ずい分ぶん面白いことになってまあ。愉ゆ快かいさに磨きがかかってますよ」

　雑然とした室内。デスクに座った若い女が小こ森もりに応えてきた。スレンダーな体つき、というか細い。残念なことに胸部も腰部も、だ。ショートカットで魅力的な容姿だが、それは女性としての魅力というより少年少女のような魅力だった。

　小森は、カズヤにぼこられた際歪ゆがんだ眼鏡めがねのフレームをずり上げる。

「私の表情など些さ細さいな問題だ。それより、例の件について、何か進展はあったかね？」

「それより、そちらはどちら様ですか？」

　若い女はカズヤに好奇の視線を向けてきた。その目が輝いているのはなぜなのか。

　年齢の割に体の出るべきところが自じ粛しゆくしてるというか、永遠の発展途上というか、端的にいうと棒。そんな感想を抱いだきつつ、カズヤは肩を竦すくめた。

「まあ、気にしないでくれ。オレはこのおっさんについて回ってるだけだ」

「ついて回る？　……二人で出歩いてる、ということですか？」

「つきまとわれとる、といった方が正しい」

　そう言った小森が恨うらめしそうな顔をしたので、カズヤは、ん？　何？　と笑え顔がおで威圧。小森はぶつぶつと、

「……詳細を語るとおそらく私の身に危険が及ぶのでこれ以上は言えんが」

　若い女は突然生き生きとし始める。

「夜の八や俣また町で、男二人がつかず離れず一いつ緒しよに行動する……バディ物ですね！　しかも詳くわしいことは言えない事情がある……そうですか！　遂に所長もそちらの方面への理解を深めましたか」

　何だか嬉うれしそうに納得。そして、不思議な視線をカズヤ達に向けてきた。それは言ってみれば慈じ愛あいの視線。見守るような視線か。

「そういうカップリングもありですね」

「この人、何言ってんの？」

　カズヤが小森に問いかけるも、小森は首を振る。

「いつものことなんで気にしないでおいてもらえるか」

　と、女の方から自己紹介してくる。

「申し遅れました。わたし、この探偵事務所で働いている草くさ田だです。草田日ひ名な。巨乳にしか興味を示さなかった所長の蒙もうを啓ひらいてくださってありがとうございます。世間的には風当たりが強いでしょうが、わたしはお二人の関係を応援してますから！」

「ねえ、ほんと、この人何言ってんの？　ねえ？」

　カズヤが訴えかけるが、小森は無視した。

「ヒナくん、それはとてもどうでもいいことだ。それより久く城じよう家のお嬢じよう様が今どこにいるか、有力な情報はないかね」

「あれれ？　見つけられなかったんですか？」

「彼女を連れ去ったというキャバクラ店員には会えたんだがな。彼がその店員の……」

「叢むら雲くもだ。叢雲カズヤ。オレもあのガキには一言いってやりたくて探してる」

　そう聞いて、

「ふふふ。共通の目的を前に、手を取り合うことにした二人の男……時にぶつかり、時に和解して絆きずなを深め、次第にお互いの存在が自分の中で大きく……ふふふ」

　草田はほくそ笑えみ始めた。

「何か気持ち悪いんだけど……」

　カズヤは尻しりがむずむずする居い心ごこ地ち悪さを感じる。

　それに対し、小こ森もりが誇ほこった。

「どうかね、彼女の優秀な情報分析能力は。僅わずかな情報を元に、その裏にある隠された事象を洞察する。こういうことにかけては、彼女は実にエキスパートだ」

「ただの妄もう想そう癖へきじゃねーか！」

　カズヤは正直なことを言った。その背後からヒミコが囁ささやいてくる。

「あのう、すみません……いきなりこの人の事務所にあがり込むっていうのは、やっぱりそういう意図があったんですね……ごめんなさい、大丈夫です、わたしはそういうのには理解がある幽ゆう霊れいですから」
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「……おめーもか。よし、いい子だ。しばらくすっこんでろ？」

　カズヤは小声で、だが、厳しくそう言い付けた。

「冗談はさておき。私がいない間に何かわかったことは？」

　小こ森もりが問いかけると、草くさ田だは急に浮かない表情になった。

「色々クライアントの裏側がわかってきましたよ。わたし、正直この依頼引き受けるべきじゃないと思いますけど。いくら仕事がないからって」

「お金は大切なんだよ。おっぱいと同じくらい」

「さらりとセクハラ発言を絡からめてくるの止やめてもらえます？　どちらもなくても生きていけますよ？」

「それは実体験に基づく感想かね？」

「それに最近は小さい胸がトレンドなんですよ。貧困方正です」

　草田は言いながら、デスクのパソコンに目をやった。

「ずうっと、ネットで噂うわさ話板とか囁ささやきコミュを検索してみまして。どうせ暇だし、他にやることもないですしね。それでわかってきたのは久く城じよう家というのは随ずい分ぶんとお金持ちだってことです。元は華か族ぞくで金融機関の大株主。この前のポンドル銀行とムーンバンクの合併劇を裏で操作して、外資と相当やりあったって噂ですよ」

　小森は腕組みして、

「雲の上の話だな」

「で、そこの娘の婚約発表が今度行われるそうです。別に公おおやけの発表ではなく、私的なお披ひ露ろ目めといったものですかね。もちろん、その私的なお披露目に参加できるのは超がつくようなお金持ちとか上流階級の人ばかりですが」

「それが久城明あ日す香かのことか？」

　カズヤが問いかけると、草田はその通りと頷うなずく。

「あいつはまだ子供じゃねえか。ガキの婚約発表とか何が面白いんだ？」

「これはつまり政略結婚です。久城家が今後誰と手を組むかを政財界に発表する場でしかありません。で、その相手、すなわち久城明日香と婚約する相手というのが……」

「誰なんだ？　大金持ちのヒヒ爺じじいとかか？」

「北きた大おお路じ幹みき泰やす。若き新興企業家で最近話題になっているセレブですね。明あけ坂さかタワービルを丸ごと借り切ってチャリティーバザーとか、やることが派手な人らしいです。ただ、この人黒い噂が絶えなくて……企業買収してはその資産を残らず売り払って利益を得る乗っ取り屋だとか、この人がやっているのは投資じゃなくて焼き畑農業だとか、酷ひどく叩たたかれてます」

「そんな評判の悪そうな人物が、久城家の娘と婚約できるのかね」

　小森の疑問に、草田は肩を竦すくめた。

「強引で評判が悪いですが、逆にそういう点が今時の若者にないハングリー精神の持ち主だ、頼もしい、という評価にも繫つながっているようです。要は金さえ稼げるなら、人格や手法は問わないということでしょう。黒くろ猫ねこだろうが白猫だろうがネズミを取る猫が良い猫だ、て話ですね。久く城じよう家の現当主もそういう考えのようです。まあ、ここら辺はみなゴシップでしかありませんが」

　カズヤは思い出していた。久城明あ日す香かの言っていた「ここで売り飛ばされるか家に帰って売り飛ばされるか」という言葉を。

「……でも、久城明日香は今家出してて、ここ八や俣また町にいるわけだよな？　それってつまり婚約したくないってことだろ？」

「そうでしょうね。だからこそ、久城家はわたし達に明日香さんを探して欲しいと依頼してきたわけで」

「……家出なら、警察に頼めばいいじゃねーか」

「公おおやけになったら困るでしょう？　婚約相手が家出娘だなんて」

「そういう体面を気にしてくれるからこそ、私達が稼げるチャンスが出てくるわけだ。彼女がここ八俣町に逃げてきてくれて良かった」

　そんな小こ森もりの言葉に、草くさ田だが難しい顔をするではないか。

「でも、所長。彼女、何で逃げたと思います？　この街に逃げるくらい追い詰められてたんですよ？　それを見つけだして久城家に教えるんですか？」

「それが依頼だからな」

「わたし思うんですけど……きっと彼女には想い人がいるんですよ、この街に！　で、その人と逃げようと思ったんじゃないかな……」

　草田の瞳ひとみがうっとりしたものに変わる。

「……家のしがらみなんか捨てて、愛する人との逃避行！　悪くて太くていやらしい探偵の魔の手が迫せまる中、二人は手に手を取り合って……でも遂には追い詰められて自ら命を……そんな、可哀かわい想そう！　あー、何とか幸せにしてあげたいです」

「その悪くて太くていやらしい探偵というのは私のことかね」

　小森が渋じゆう面めんになった。

「じゃあ、有能なセクハラ探偵にしておきましょうか」

「配はい慮りよしてくれてありがたいね」

「いえいえ、お気になさらずに。愛する二人を引き離すような真ま似ね、いくら所長がお金にせこい小物でもやっちゃいけないと思います」

「本当に君は時々失礼だな。なんで私も君を雇っているんだろう。おっぱいもないのに」

「私が有能だからですね！　良かったですね、所長。こんな有能で、セクハラ所長にも耐えられるのはわたししかいませんよ。ところでお給料上げてください」

　カズヤはため息交じり。

「……それで、あいつは今どこにいるのかわからないのか？　だったら、ここに来たのは無む駄だじゃねーか。何が新しい手掛かりがあるだよ。適当言いやがって……」

　小こ森もりを睨にらみ付ける。小森は自分のデスクに腰掛けて既にくつろぎモードに入っていたが、睨まれて身の危険を感じたらしい。

「落ち着きたまえ。焦あせっても仕方がない」

「なんでそんな大物みたいな余裕なんだよ。さっさと見つけ出さないと危ないんだろ」

「……そういえば、あなたも明あ日す香かさんに文句を言いたくて探しているそうだけれど……二人はどういう関係？　もしかして……」

　草くさ田だが期待の目でカズヤを見つめてきた。さっきも見た目付き。

「新たな展開!?　所長と叢むら雲くもさんと明日香さんとでまさかの三角関係!?　ほほう、これはどちらとくっつくのか、目が離せないじゃないですか！」

「ヒナくんは本当にそれしか興味ないのかね」

「何言ってるんですか所長！　カップリングが嫌いな女子なんていません！」

　そうか？　と、カズヤは考え込もうとしたがどうでもいいのでやめた。

「結局、あのガキの居場所はわかんねーのかよ……」

「……わかります」

　後ろから囁ささやかれた。

「なに？」

　カズヤの背後。幽ゆう霊れいが、はっとした様子で立ち尽つくしている。

「いけない！　今まさに物もの凄すごい不幸な運命が選択されかかっているのがわかります！　近いかも……これなら追える……あっちです！　わたし感じます」

　カズヤは顔をしかめた。

「幽霊の言うことなんか……」

「信じないって言うんでしょう？　でも、すみません、今だけは幽霊だからって一くくりにして否定するのは許してもらえませんか？」

　カズヤは何だか既視感デジヤヴユを感じる。オレもあの時そう思ったはずだ。不良だからとレッテルを貼はって話を聞こうともしない。そんな時の苛いら立だちと腹立ち、もどかしさ。そんな了見をぶち壊してやりたいからこそ、あいつに会わなければならない。

「……わかったよ。他に当てもないから、仕方なく信じてやる」

「え……本当ですか？」

「ああ。さっさと案内しろ」

　幽霊はピョンピョン跳はねて喜んだ。

「遂にわたしの心が通じたんですね！　いつかわかってくれると信じてました。さあ、こっちです！」

「さっきから何を独ひとり言を言っているのかね。傍はたから見ると不気味だから即刻止やめたまえ。……おい、どこへ行くんだ」

　小こ森もりからそう声をかけられたが、カズヤはもう構っていられない。幽ゆう霊れいの先導に従って、探偵事務所を後にした。
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　カズヤはタバコ屋通りから左折して劇場前通りを直進する。もう既に夜も更ふけてネオン瞬またたく街並みだ。この通りは酔すい客きやくは少ない。映画館やボウリング場が集まっていて、カップルや若い集団が闊かつ歩ぽしている。騒さわがしいのは変わりないが。

「おい、どこまで行くんだよ」

「まだ先です。まだ……」

　幽霊の導くままに先を急ぐカズヤ。

　カナカナ通りを横切る。そうして入り込んだのはホテル街。密会を重ねる男女（もしくは男男）が連れ立って、薄暗がりの建物の中へ消えていく場所だ。

「……オレには関係ねー場所だなー」

　カズヤが無念さを滲にじませながら呟つぶやくと、

「いました」

　ヒミコが短く言ってきた。

　ホテル街の奥まった一画に、人影が見える。揉もみ合っているようだ。

　ここまで来て今更ヤダはねえだろ！　そんな気分じゃない！　誰がお前なんかと！　みたいなよくある痴ち話わ喧げん嘩か。……かと思えば様子が違う。三人の男が無理やり一人の女を押さえ込んでいるではないか。

「……手間かけさせやがって……」

「……すぐに連絡しろ……」

　男達の押し殺したような声が聞こえる。さらにもごもごと不ふ明めい瞭りような女の呻うめき声も。まるで猿さる轡ぐつわでも嚙かまされたような……。

「おい、待てよ」

　カズヤは彼かれ等らに声をかけた。

「そいつを放せ」

　男達が殺気を放つ。

「あ？　何だてめー？」

「素人しろうとが口出すんじゃねえ。さっさと失うせろボケが」

　明らかな恫どう喝かつだった。薄暗がりの中でも、その凶悪な面つら構がまえはわかる。ヤクザ者達だ。

　カズヤの拳こぶしが握られる。

「そいつにはオレも用事があるんだよ。連れてかれちゃ困るんだ」

「……黙だまらせろ」

　ヤクザ者の一人が肩を怒いからせながら近付いてくる。

「おい、兄ちゃん。名前は？　埋うめる時、せめて名前だけでも書き残しといてやるからよ」

「教えてもしょうがねーだろ？　これからおめーの記憶ふっ飛ぶんだから」

　そして、一いつ瞬しゆんの攻防だった。ヤクザ者が膝ひざから崩くずれ落ちる。意識を失った者の倒れ方だった。

　そのヤクザ者は柔道に自信があったらしい。話しかけながら、不意打ちに近い素早さで奥おく襟えりを取りに来たのだ。が、カズヤはそれ以上の速さでその手を払い落していた。ジャブで迎撃。

　ヤクザ者は手に痛みを感じたのと同時に、意識が飛んでいた。

　もし、そのヤクザ者がスローモーション映像を見られたならばわかっただろう。がら空きになっていた自分の顎あごにカズヤのしなるような腕が届いているのを。顎の先を捕えたそれはヤクザ者の脳を揺ゆらした。そのせいで脳しんとうを起こし、意識を失ったというわけだ。

　そのヤクザ者が、彼かれ等らの中では一番腕っ節が強かったのだろう。残りの二人は呆あつ気けにとられていて、はっと身構えた時には既にカズヤに間合いへ入られていた。

　連続して２回、鈍にぶい音が響いた。道に何か重い物が崩くずれ落ちる音。

　カズヤは、その脇わきで呆ぼう然ぜんと突っ立っている少女を見た。口をテープで塞ふさがれた久く城じよう明あ日す香かを。その口元のテープを剝はがしてやる。

「よう。どこかへお出かけか？」

「あなたは……不良の人！　どうして……」

　少女はなかなか言葉を継げない様子だ。カズヤをじっと見上げてくる。それから、ようやく思い切ったように、

「まさか助けに……？　私のことを？　その、ありが……」

　それに対して、カズヤは言いたかったことを言う。

「不良の人じゃねーよ。叢むら雲くもカズヤだ」

「え？」

「オレは叢雲カズヤ。不良だとか、そういうレッテルでオレをわかった気になるな。オレは不良じゃない、叢雲カズヤなんだよ」

「何のこと……？」

　久城明日香は戸惑ってみせる。カズヤの気持ちを汲くみ取れないようだ。カズヤはため息を吐つく。

「で、お前は？　お前は親の命令で好きでもない男と結婚させられる金持ちのお嬢じよう様ってことでいいのか？」

　少女の顔が険しくなった。

「……よく事情を知っていること。やはりそういうことなの？　私を助けに来てくれたわけではない……ヤクザの代わりにあなたに捕まったというわけ？」

　カズヤは首を振った。

「オレはおめーを売り飛ばすつもりはねえ。でも、助けるつもりでもねーよ。おめーが久く城じよう家のお嬢じよう様だとか、どうでもいい」

「私が久城家の娘だと知って近付いてきたくせに。私に近付いてくる者は、久城の名を聞くと態度を変える者ばかり。私ではなく、久城という名前と仲良くなりたいのでしょう？」

「思い上がんなよ。金持ちの家だからどうだってんだ？　そんなの関係ねー。オレはやりたいことがあったからここへ来たまでだ」

「口では何とでも言えます。私はどうしても久城の名からは逃れられない」

「久城久城うるせーな。むしろ、自分の家の名前やら力やらに拘こだわってるのはおめー自身じゃないのか」

　その一言に、明日香は息を吞のんだ様だった。思ってもみなかったことを指摘されたのだろう。目を見開いていた。

　そして静かな声で、

「……違う……」

　呟つぶやいた。

「違う、違う、私はそんなつもりは……」

　その顔色が蒼そう白はくから次第に紅潮へと変わっていく。

「私は久城家のことなんか嫌いで自由になりたくて……それだけを考えて」

「で、逃げ出したわけだ。これからのこととか周りのことなんか考えもせず。ガキだな」

「そうしなければいけなかったの！　縛しばり付けられて身動きできなくなる前に！」

「そんで今も結局、自分は久城家の人間だから助けてもらってる、久城家だから特別扱いしてもらってる、それが嫌いやだ嫌だって駄だ々だこねてるんだな」

「わ、私は駄々っ子じゃない！」

「しらねーよ。こっちが何しても、おめーが自分のこと久城家の人間だからそうするんだ、なんて思い込むんじゃ、手のつけよーがねえ。そういうところが駄々っ子なんだろ」

「うるさい!!」

　突然、それまでとは打って変わった激しい口調。カズヤは眉まゆを片方上げる。

　丁寧語じゃなくなった。こんな喋しやべりもできるんじゃねーか。

「わ、私が久城の名に拘ってる？　何よそれ、意味わからない」

「周りの奴やつをみんな、久城家目当ての人間じゃねーの？　って色いろ眼鏡めがねで見てんのはおめーだろ？　そんなことを気にしてばかりいる。そういうのを拘ってるって言うんじゃねーの？」

「そんなことない！　じゃ、じゃあ、あなたは何なの!?　久く城じよう家目当てでここへ来たのではないなら、どうしてここへ来たの？」

　カズヤはその問いに、後ろを振り向く。ヒミコが促うながすように目で訴えていた。

「……ただ……くそ、占うらないの途中だっただろ？　最後まで占わないと気分が悪いんだよ。占ってやるから、後はどうするか自分で決めろ」

「あなたは何を言っているの？　こんな状況で占いなんて……」

　カズヤは久城明あ日す香かの手を取った。

「いいから、手ぇ出せよ」

「ちょっと、乱暴にしないでよ……」

　カズヤの背後で、

「……お取り込み中すみません、本気出しますね」

　ヒミコが光を発し始める。それから厳おごそかな口調で語り始めるヒミコ。その言葉をカズヤは嚙かみ砕くだいて久城明日香に伝えた。

「このまま逃げ続けるだけだといずれ捕まるな、おめー。逃げ切れるもんじゃねえ。そうして抵抗もできないまま、いいように嵌はめ込まれるのさ。金持ちのお嬢じようさんっていう型に。そして、金持ちの嫁さんって型に」

「……逃げても無む駄だだと言いたいの？」

「逃げるだけじゃダメだって言ってるんだ。時には逃げることも大切だろうさ。でも、そればかりだと、結局状況に流されてるだけってことになる。自分から状況を変えようとするんじゃなくて、状況の方に合わせて自分を変えちまう。そういうことさ、逃げるっていうのは……」

　そこまで言って、カズヤは言葉に詰まる。自分のことを振り返ってしまったからだ。

　そう、その場から逃げ出して……それで状況は好転したか？　オレも……先延ばしにしてるだけじゃないか？

　久城明日香が問いかけてくる。

「具体的に、どうしろというのです？」

「あー、それは、だな。……いっぺん、親と真正面からぶつかりあえ、ってことだ。本音で話し合え。自分の思いを口にしろ。殴なぐり合いでもいいぞ。そこまでやって、それでもダメなら……自分の足だけで立つ覚悟をしろ。……そうするのがおめーを不幸な運命から救う唯ゆい一いつの道、だってよ」

「……お父様と話し合う、ですか……？」

　明日香は奇き妙みような呪じゆ文もんでも聞いたように、まるでピンときていない。

「……とにかく、これで全部だ。占い終えたからな。後はどうするのか、決めんのはお前自身だ」

「私は……」

　久く城じよう明あ日す香かは言い淀よどんだ。考えを纏まとめるように腕を組む。俯うつむいた。そこへ、

「こんな所にいたんですか！　探しましたよ、明日香さん」

　場違いに明るい声をかけられ、久城明日香の頭がピクリと動いた。カズヤも声の主の方へ振り返る。

　若い男がいた。落ち着いた色合いのスーツを着込んでいる。大柄だ。ラガーマンのような体格。その快活そうな表情はまさに好青年というべきか。

　親しげに手を上げ、久城明日香に話しかけている。

「さあ、お迎えにあがりました」

「北きた大おお路じさん……」

　久城明日香は一歩後ずさったようだ。

　北大路。どこかで聞いた名前だな。と、カズヤは眉み間けんにしわを寄せた。そして、思い出す。久城明日香の婚約相手ではないか。若き企業家で強引な男。そういう話だったが、今実際に見てみると、気のいい兄ちゃんといった感じだ。

　カズヤの背後で息を吞のむ気配。ヒミコがそのスーツの男、北大路を凝視している。

「おい、どうかしたのか？」

「……あの人、悪相です」

　ヒミコの目線は、掲げられた北大路の掌てのひらに吸い付いている。

「……これは？　それにこちらの方は……？」

　北大路は周囲に転がるヤクザ者達を見み廻まわし、それからカズヤに視線を向けてくる。

「……私がこの人達に襲われているところを、こちらの方が、いえ、叢むら雲くもカズヤさんが、その……助けてくれたのです」

「それはそれは！　僕からもお礼を申します。僕は北大路、こちらの久城明日香さんの婚約者です」

　その自己紹介に、久城明日香は急いで訂正を入れてくる。

「それは、まだ決まったわけではないはずです」

「おっと、それは失礼。明日香さんは僕との婚約に乗り気ではないですか。残念だなあ」

　北大路はオーバーに肩を竦すくめてみせた。両手をやれやれとでも言うように上げた。首を振る。

「それでも、僕は明日香さんのナイトでありたいと思っていますよ。さあ、ご両親も心配されています。どうか戻ってはくれませんか」

　北大路は明日香が家を出た経緯を知っているようだった。知っていてなお、親しげに呼びかけている。

「……私……私は……」

　久城明日香が、一いつ瞬しゆんカズヤに視線を向けてきた。何か、確かめるように。それで決意が固まったのか、

「私は戻りません」

　北きた大おお路じの表情が曇くもる。

「それはまたどうして？　僕との婚約が嫌いやだからですか？　けれど、それとは別にご自分の身の安全を第一に考えてください。こんな所にあなたがいるのは心配で仕方がない。ここは危険な街ですよ。油断のならない連中ばかりです」

　その言葉の奥に、カズヤは何か隔絶したものを感じる。ここの人間は自分達とは別物だ、という北大路の意識が見え隠れしていた。

　だが、久く城じよう明あ日す香かは北大路の言葉に頷うなずかない。

「油断ならないのはどこも同じでしょう？　……今私が戻っても、有無を言わさずあなたと婚約させられるだけです。私には何も決めることが許されない。でも、ここは違います。何事も自分で決めなくてはいけない。最後に決めるのは、私自身。そう言いましたよね？」

　久城明日香はカズヤに確認してくる。

　確かにそう言った。占うらないとして道を指し示しはしたが、その道を行くかどうか決めるのは本人にしかできないことだからだ。

　久城明日香はカズヤを睨にらむようにして、

「……それに私、このままあなたに言われた通りに家に戻るのだけは我が慢まんなりません。自分のことは自分で決めます」

「単に意地張ってるだけかよ？　そんなんで家に戻らないって……」

「いけませんか？」

「……まあ、それがおめーの選択なら、オレはこれ以上何も言うことはねーけど……」

　ちら、とカズヤは北大路の方を見つめた。

　このセレブがそれで納得するだろうか？　警察でも呼ばれたら厄やつ介かいなことになる……。

　だが、北大路は笑い出すではないか。どこか嬉うれしそうだ。

「なるほど。わかりました」

　まだ笑えみを浮かべながら、北大路は言ってきた。

「それが明日香さんのお気持ちなら、それを尊重します。明日香さんもこの街で何か変わろうとしているのでしょう？　前にお会いした時のようなお人形さんのようなあなたより、憤いきどおりを丸出しにしている今のあなたの方がよほど魅力的だと思いますよ」

「え、よろしいのですか？　私を連れ戻さなくても……？」

　久城明日香が意外そうな声を上げる。

「ええ。それに久城家の方々には僕の方からお話しておきましょう。明日香さんとの婚約の件は急ぐことではない、と。明日香さんはゆっくりご自分の気持ちと向き合って答えを探すべきです」

「そ、そう言ってもらえると助かりますが……」

「言ったでしょう？　僕はあなたのナイトでありたいと。何事も明あ日す香かさんの気持ちが一番大事ですから」

　そうして北きた大おお路じは二人に別れを告げてきた。爽さわやかに。

　残された二人はどちらともなく、お互いの様子を窺うかがう。奇き妙みような雰ふん囲い気きになった。

　カズヤの方が先に口を開く。

「あー……なんか話のわかる奴やつでよかったな」

「彼のことですか？」

　久く城じよう明日香は顔をしかめた。

「……そうでしょうか」

「ああ、実は結構いい奴なんじゃねーの？　無理やり引き摺ずってでも連れ帰る、みてえな真ま似ねしなかったしよ」

　カズヤはそこで一旦言葉を切り、

「……で、この後どうするつもりだよ？　家に戻らないって決めたのはいーけど、金もないんだろ？」

「私をその気にさせたのはあなたです。あなたが責任を取るべきです」

「おいおい、そんな話があるかい」

「私をあなたの店で雇いなさい。それで許します」

　ぷい、と傲ごう然ぜんと言い放つ久城明日香を前にして、カズヤは頭を抱かかえた。

「……そうですよ。すみませんけど彼女の面倒を見てあげるべきです。それが一番良い道です」

「ってお前もか！　幽ゆう霊れいの言うことなんざ聞けるか！」

　背後から囁ささやいてくる声に、カズヤは大声を上げてしまい、

「え？　なんですの？」

「いや、なんでもねーよ」

「少し気になっていたのですけれど、あなた時々誰かと話してませんか？」

「話してねーよ！　バカ言うな！　まさかオレが、幽霊と話してるとでも思ってんのか？　バカらしい！」

「いえ、別に幽霊だなんて一言も申していませんけれど……」

　そうやって久城明日香を誤ご魔ま化かそうと必死になってしまっていたため、カズヤは背後のヒミコが難しい顔をしていることに気付けない。

「……だって、彼女はまだ不幸な運命から抜け出せていないですから……」




　　　◇




「本人の気持ちが一番」

　北きた大おお路じがそう呟つぶやいた。八や俣また町の雑ざつ踏とうの中、久く城じよう明あ日す香か達のいる方向を振り返っている。ネオンに赤く照らされた顔。そこには湿った笑えみが浮かんでいた。

　その脇わきを通り過ぎていく人、人、人。

　と、

「あ、あんたは！」

「おや、これはどうも」

　北大路は呼びかけられて、にこやかに応える。

「あんた、どの面つら下げてこの町を歩いてるんだ」

　そう言うのは老人だ。険しい口調だった。

　その隣にいた中年の男女が、

「父さん、往来でよしなよ」

「そうですよお父さん」

　二人で老人を諌いさめる。が、老人は北大路を睨にらみ付けるのを止やめない。

「お前達は黙だまってなさい。この男はうちの店を潰つぶそうとしてるんだぞ」

　そして、一層力を込めて、

「絶対に店は売らん。他の地主はどうだか知らんが、うちはあんたと取引なぞせん」

「おやおや。それは困りました」

　北大路は眉まゆ根ねを寄せて笑う。

「八俣町の再開発に安やす代しろさんのお店の区画はどうしても外せないのですが」

「諦あきらめるんだな」

「それでよろしいのですか？　安代さん」

「くどい！」

　老人が言った。だが、北大路の問いかけは老人に向けられたものではなかった。

「ま、まあ、父さん、そんな邪じや険けんにしなくても……実は今夜、そのことを話そうと思ってさ」

「そうですよお父さん。それでお食事にお誘いしたんです」

　老人は仰天し、息子夫婦を見つめる。

「お、お前ら、何を言っとるんだ!?　まさかお前ら、わしの店を……40年続けたわしの店を……」

「あんなボロ屋売った方がいいよ」

「そうですよお父さん」

　北大路はにこにこした。

「そうですか。これから家族だんらんのようですね。僕がいてはお邪じや魔まなようだ。お暇いとましましょう。どうか楽しんできてください」

「ええ、すみませんね、北大路社長。ちゃんと説得しますので……」

「ああ、安代さんも資金繰ぐりが大変だと伺うかがいました。差し出がましいようですが、これで美お味いしいものでも食べてください」

　北きた大おお路じが懐ふところから札入れを取り出す。それをそのまま中年男に手渡した。

「いや、これはどうも……ありがとうございます」

　中年男はへこへこと頭を下げ、愛想笑いを浮かべた。

「わしとあいつの思い出の詰まった店を……健けん太た郎ろう、お前、母さんのこと、それでいいのか……？」

「思い出なんかまた作ればいいんだよ」

「そうですよお父さん」

　北大路は老人達に別れを告げ、軽かろやかな足取りで歩き出した。内心の高こう揚ようがその足取りに表れているかのよう。その顔には老人達に見せていたのとは違った笑い、湿った笑えみを浮かべている。

「人の気持ちは力によって変わるものですからね」

　楽しげだった。

　そして、久く城じよう明あ日す香か達がいるであろう方角に、じっと視線を送る。

「……そう、人の気持ちなんて変えてしまえばいいんですよ」










　　　３　元ヤンVS女子高生




　午後も半なかばを過ぎて、そろそろカズヤの仕事が始まろうかという時間。カズヤは八や俣また町の北東にある東公園のベンチにどかーっと座り込んでいた。ヤンキー丸出し、大おお股また開きで柄悪く、ベンチの背もたれ両手をかけて、オラオラかかってこいやといった風ふ情ぜい。そんな格かつ好こうで缶コーヒーを飲み飲み一服していたところだ。

　いかにも威圧的な態度である。だが、カズヤはそんな態度をとりつつ、実をいうと迷っていた。ここ東公園は、八俣町にある神かみ無なし神社に隣接している。カズヤは本当はその神無神社に行きたかったのだが、直前で躊ちゆう躇ちよしてしまったのだ。

　……神社に行くなんて、何か負けじゃね？

　そう思うと妙みようにイラついた。そして、東公園のベンチに腰を下ろして、そのイライラを態度で示してしまったという訳だ。

　そうしてベンチに座ってからぶつぶつ独ひとり言を言っていた、もちろん、傍はた目めにはそう見えるというだけで、実際は幽ゆう霊れいであるヒミコとやり取りしていたわけだが。

　髭ひげを取り外した状態の美少女幽霊は、何かを感じ取ったのか落ち着かない様子だった。

「あ、あのう、すみません。どうしてこんな所へ来たんですか？」

　カズヤはそれに答えない。別のことを言う。

「そういや、おめー、あの珍ちん妙みような格好は止やめたのか？」

　付け髭だけでなく、茶ちや人じん帽ぼうや天てん眼がん鏡きようもなくなっている。今はただ、子供にはちょっと大きめの（そして大人になるとあちこちはみ出る）直ひた垂たれ姿で、ぞろっとした印象だ。

「珍妙ですみません……わたしだっていつも同じ服じゃないんですよ。お年頃なんですから」

「まあ、その方がまだ可愛かわいいよな」

「誤ご魔ま化かさないでください。……どうしてこんな所に？」

　カズヤは目線を逸そらすようにして、

「……お祓はらいだよ」

「え、あの、すみません、何ですって？」

「おめーをお祓いしてもらおうと思ったんだよ！　神社なら幽霊の一つや二つ祓ってくれんだろ？　よく知らねーけど」

「ひ、ひどい！　わたしをお祓いするって何ですか!?　わたしはお払い箱ってことですか？　ああ、すみませんすみません、うまいこと言ってすみません」

「別にうまくねーし」

「ひどい……」

「おめーを追っ払えれば、オレは占うらないがどうとかくだらない話から解放されて、まともな生活が送れるんだよ。これからもまともにキャバクラの店員として真ま面じ目めに生きてく」

「何言ってるのかよくわからないですけれど、それは間違っています！」

「あ？」

「す、すみません、わたしのような者が偉えらそうなこと言ってすみません。でも、あの、ほら！　お、お祓はらいなんて非科学的ですよ！　そんなものに頼っていいんですか？　わたしの知っているカズっちさんは神頼みとか大嫌いなはずですよ！　いつもの優しいカズっちさんに戻ってください！」

「誰が優しいカズっちさんだよ!?　つーか、おめーにカズっちさんと呼ばれる覚えはねえ！」

「すみません、でも、そう呼ばれてたじゃないですか。お店の親しそうな女の子から。ですから、おこがましいとは思いましたけれど、わたしも親しみをこめてカズっちさんとお呼びすることにしたんです」

「親しみだぁ？　おめーとの間にそんな〝あたたかい〟関係が結ばれたことなんざ一度もねーだろ！　むしろ、〝あ？　たたかい？　上等だよ〟の関係だろ。もっとギスギスしろ！」

「で、でも、すみません、結局のところ神社に行かないでここで躊躇ためらっていたというのは、か弱いわたしを追い払うのは可哀かわい想そうとか、そう思ったからですよね？　追い払われたら独ひとりぼっちになって誰にも見つけてもらえなくなるわたしのこと、可哀想に思って思いとどまってくれたんですよね？　ああ、なんてすみませんなことでしょう！　わたし、カズっちさんのこと、カエルより好きです！」

「あんま好きじゃねーだろ、それ！　ていうか、別におめーのことが可哀想だとかこれっぽっちも思ってねーから！　オレはクールな男だぜ？　幽ゆう霊れいがどこかで独りぼっちで野の垂たれ死にしようが関係ないね」

「なら、口答えするようで申し訳ないんですけれど、どうして神社に行かないんですか？」

「そりゃあ、あれだ……その……」

「やっぱり、わたしのこと見捨てるのは忍びないんですよね？　すみません、そこまで大事に思ってもらえるなんて本当にすみません、優しいカズっちさん。もしわたしに実体があったら、今すぐ抱き付いちゃいたいところです」

「おーまーえなあー。あー、ムカつく……」

　と言いつつ、カズヤはヒミコの言うことに強く反論できない。

　確かに、カズヤは幽霊が嫌いだ。だから、それを何とかしたいと思う。けれど、そのために神社でお祓いという手段を選ぶというのは……そう、躊ちゆう躇ちよしてしまうのだ。

　お祓いされた幽霊というのはこの世から消えるのか？　何か大事な思いを抱かかえたまま、それを満たせずに消えるのだろうか？　それが成じよう仏ぶつということなのかもしれないが……。

　カズヤは、更に思う。

　それに結局、〝お祓い〟だって幽霊と同じように怪しいものだ。そういう超自然というかオカルト的なものに頼ってしまうなんて……。それはオカルトの力を認めるということに他ならない。だからこそ、神社に行けずに公園で二の足を踏ふんでしまっていたわけで、決して幽ゆう霊れいが哀あわれだとか情が移ったとかでは……。

　以上のように、平日の昼間からヤンキーがベンチに座ってぶつぶつ言っている姿は超キモイ。というか、危険な雰ふん囲い気きがぷんぷんなのだが、そんなものをものともしない猛も者さもいた。

「あ、占うらない師の人だ！　ねー、占ってちょーだい？」

　その可愛かわいい猛者はそんな言葉とともに、ちょこん、とカズヤの隣に座ってきた。

　どこか目が離せないような女子校生だった。可愛いのもさることながら、警戒心の欠片かけらも感じられないからだ。心配で見守ってしまう。カズヤを前にしても怖れる様子がない。

　顔立ちは可愛い。目め尻じりが垂れているせいか、柔にゆう和わな感じがする。いつもニコニコ無防備な笑い。その恐れ知らずの無む邪じや気きさは、遊んで欲しくて大型犬にも平気で近寄ってしまう子犬を想像させた。

「おお？　誰？　オレ、今忙しいんだよな」

　カズヤは突然隣に座ってきた女子校生につれない返事をする。可愛い女の子に体が触ふれる距離まで迫せまられたらもっと喜ぶべきなのだが、占い師扱いされたことで素直に喜べない。

　そもそもこいつ、何でオレのことを占い師だなんて？　と、疑問が先に立ってしまった。

　叢むら雲くもカズヤは幽霊が嫌いだ。信用していない。

　同様に、占いも嫌いだ。信用していない。

　であるから、占ってくれなどと言われるのは心外以外の何物でもない。

「忙しいって……ああ！　お兄さん、もしかしてお笑いの人？」

　女子校生は可愛い目を丸くして驚いていた。

「なんでお笑いなんだよ!?」

「さっきから一人でセリフの練習してたでしょ？　ネタを覚えてたんじゃないの？」

　カズヤと幽霊との会話を聞いていたようだ。カズヤは遠くに視線を逸そらしつつ、

「あー……ありゃ独ひとり言だ。別に幽霊と話してたわけじゃねーぞ？」

「独り言とか、悩みでもあるの？　わたしでよかったら相談に乗るから、その代わりにわたしの悩みも占って？」

「つーかオレ、占い師じゃねーって」

　だが、女子校生はカズヤの答えに納得していない様子だ。

「ＦＦバーガーで占いしてたでしょー？　なんかすごく可愛い女の子に。あの時聞いたよ？」

「ああ！　あれか！」

　カズヤは思い出す。

　家出してきた久く城じよう明あ日す香かにＦＦバーガーで奢おごってやった時、話の流れで占ってやるとか確かに言った。その時の会話を聞かれていたのか。そういえば、この子の顔にも見覚えがあるような気がしてきた。隣に座ってたような……。

「あー……確かにそんなことやってたかもしんねーなー」

「あは、やっぱりそうなんだ」

　とても嬉うれしそうに笑うのだ。カズヤは思わず口ごもってしまう。

「ええと……なんだ。占うらなって欲しいって、何か問題でもあるのかよ？」

「うん、あのね……わたし、友達がいるんだけど……」

　女子校生は神しん妙みような顔になり、

「わたし、その子に迷惑かけてばっかりなの……希のぞ美みちゃんっていう子なんだけど、どうしたら希美ちゃんに迷惑かけなくて済むようになれるかな？」

「迷惑って、何だ？　何やらかしたんだ？」

「わたし、バカだから……色々ドジって、もうドジらないようにすればするほど変なことしちゃって、余計に希美ちゃんに迷惑かけちゃうの。だったらもう何もしない方がいいかな？　ってなるべく手を出さないようにしてたら今度はボーっとしてるって皆から笑われて……それは別にいいんだけど、そうすると希美ちゃんがわたしのことをバカにするなって周りと喧けん嘩かしちゃったり……どうしたら希美ちゃんに迷惑かけずに済むんだろう。このままじゃ希美ちゃんに愛想を尽つかされちゃう……」

　それは占いでどうにかなることなのか？　カズヤはそう思い、

「いや、そういうのは自分の心がけで何とかするしかねーんじゃねーの？　占いとかに頼ることじゃねーだろ？」

「えー？　そうなの？　これからどうしたらいいか教えてくれないの？」

　ひどくがっかりした様子で肩を落とす。

　と、カズヤは背後から囁ささやかれた。

「すみません、せっかく頼ってきてくれた方ですよ。見てあげましょうよ。カズっちさんみたいな危ない人にも心の壁を作らないで接してくれるなんて、とても良い人じゃないですか。人が好よ過ぎて危ないっていうか……だからかもですけれど、この人から少し不幸な運命の気配がしてます。男は黙だまって、助けてあげるべきです」

「幽ゆう霊れいは黙ってろ。カエルのいる池にダイブするぞ」

　女子校生が目をぱちくりして、

「何か言った？」

「いや、何にも」

　そう答えるカズヤの背後で再び囁き。

「この子は占ってもらうことで安心すると思いますよ。彼女の心の平穏のために、占いは有効です」

　カズヤはそっと横を向き、女子校生に聞こえないように囁き返す。

「でも占うらないだぞ？　それって噓うそじゃねーか。騙だましてるようなもんだ」

　カズヤの言葉に幽ゆう霊れいは、全く心外だ！　といった甲かん高だかい声で、

「わ、わたしの占いはちゃんと当たりますよ!?　……すみませんすみません、声を荒げてすみません。で、でも、ヒミコ様の占いはいつだって真実なんです……！　そ、それによしんば占いが噓だったとしても、それはその人の身を案じた優しい噓だと思います」

「それ詐さ欺ぎ師しの理屈だろ。物は言いようだよなー」

　カズヤは呆あきれた。

「見捨てるんですか？　助けを求めてきてる女の子を？　それで本当にいいんですか？」

　ヒミコが念押しするように聞いてきた。

「見捨てるってお前、別にオレはそんなつもりじゃ」

　そう言いつつ、カズヤは女子校生の様子を窺うかがう。どんより落ち込んでいた。萎しおれた花のよう。先程のけらけら笑っていた姿からは想像もできない。

　そこまで思いつめているのか。

　カズヤは何だか悪いことをしている気になってしまう。自分が意地悪で占いを拒こばんでいるみたいな……。

「……あー、ちくしょう。しょうーがねーな。……オレはスケベな下心アリアリ野郎だからな。可愛かわいい子に頼まれたら何でも言うこと聞いちゃうんだよ、ああそうだよ。……それで気が済むなら見てやるよ」

　カズヤは女子校生に言い放った。女子校生の顔がぱっと明るくなる。

「見てくれるの？　やったー！」

「ちょっとは警けい戒かいしろって……まあいいや。じゃあ、右手を出してくれ、えーと……」

「金かな越ごし。わたし、金越環たま江えって言うの。タマちゃんでいいよ」

「オレは叢むら雲くもカズヤだ」

「じゃあ、カズにゃんだね」

「か、カズにゃんっておめー……」

　思わずカズヤは言葉を途切れさせてしまった。無む邪じや気きな笑え顔がおに親しげな呼び名。

　オレがそんな柄かよ!?

「とってもフレンドリーな呼びかけですね。わたしもカズにゃんとお呼びした方がいいですか？」

　ヒミコまで便乗してきそうになったので、カズヤは小声で「うるせえ」と呟つぶやいてしまう。

「あれ？　カズにゃんどーしたの？　顔赤いよ？」

「知恵熱が出たんだよ、ちくしょー」

　それからカズヤは独ひとり言めかした口調で、

「さーてさっさと見てもらおうかなー」

　ヒミコに催さい促そくした。

「実際に見るのはカズにゃんじゃないですか。すみませんけれど、ご自分でもちゃんと見てあげてくださいよ」

「カズにゃん言うな！」

　ヒミコは金かな越ごし環たま江えの手を指し示す。

「これが知能線です。記憶に残っていますか？」

　それは人差し指と親指の付け根の間から伸びているしわだった。生命線と重なりつつ、掌てのひらの中央を斜ななめに横切っている。

　カズヤは頷うなずく。この前、久く城じよう明あ日す香かの手相を見た時に教えてもらったものだ。

「で、この知能線。これがずーっと続いて、小指の下の方の膨ふくらんでる部分まで伸びてます。えーと、この小指の下の膨らんでる部分を月げつ丘きゆうっていうんですけれど、この月丘まで知能線が入り込んでいる人は、創作力や想像力が豊かで、音楽や文学など芸術的な才能に恵まれています」

「えーっとだな。この線。これが知能線だな。これが小指の下の……何だっけ？　月給が膨らむと豊かで恵まれる……んだとよ」

　カズヤが大おお雑ざつ把ぱに説明すると、ヒミコからクレームがついた。

「違いますよ!?　何を言ってるんですか!?」

「説明が長なげーんだよ！　よく聞き取れねーっつうの！」

「すみませんけれど、もう一度説明しますからちゃんと聞いてもらえるとありがたいです」

「だったら最初からわかりやすく言え！」

　と、カズヤがヒミコとやり取りしていると、

「さっきから、どうしたの？」

　環江がきょとんとした様子。

「い、いや、何でもねー」

　カズヤは取り繕つくろいつつ、ヒミコからの説明に耳を傾ける。そして、今度はその内容を環江に伝えた。更にヒミコの説明に付け加えて、

「……で、こういう風に、知能線が下に向かって伸びていると物欲よりもっと精神的な物を欲しがる。らしいぜ」

　その言葉を、ヒミコが嬉うれしそうに拾う。

「そうです。何かすみません、わたしの言ったことをちゃんと覚えていてもらって……。結構、カズヤさんも手相に詳くわしくなってきましたね。わたし思うんですけど、カズヤさんは人を占うらなうのに向いています」

　そんな適正、あっても嬉うれしくねーな……。

　カズヤは内心そう思う。が、ヒミコの説明が続いたので口にはしなかった。

「それで、ですね。

　知能線の先端が上にあればあるほど現実的、下にあればあるほど理想論的な考え方をすると判断していいでしょう。この子の場合、明らかに下向きです。つまり、想像力豊かで理想論的な考え方をする子ですね。……ということは、苦難や逆境に遭うとすぐに気落ちしてしまう傾向があるとも取れます。理想主義者は現実の壁にぶつかると挫ざ折せつしてしまう、みたいな」

　カズヤは金かな越ごし環たま江えに聞こえないよう、小声で囁いた。

「……下に向き過ぎてると良くないってことか？」

「良くない、という訳ではないんですけど……。

　例えばもっと極端に、知能線が生命線に平行して垂れ下がるくらい下向きという場合があります。そうなるとその人の考え方は理想論過ぎて、社会や周囲に受け入れられないことが多いです。そして、それは天才と呼ばれる人達に当てはまることだと言えるでしょう。もっとも、単に自分の殻に閉じこもって空想に思いを馳はせているだけの人なのかもしれませんけど……」

「……じゃあ、知能線の先端が上にあればある程いいってことだな。現実的で」

「すみませんけれど、そう何でもかんでも良いか悪いかだけで判断できませんよ。

　今度は知能線が水平に一直線な場合を考えてみましょうか。知能線の先端は上の方にありますから、徹底した現実主義者といえるでしょう。理詰めで考える人ですね。実務能力はずば抜けています。特に、その知能線が長いと、何事も最後までやり遂げる鋼こう鉄てつの如ごとき意志持つ努力家でもあります」

「……クールだな」

「まさにそれです。すみません。こういう人は人間関係もドライに割り切ることがありますから。心遣いが足りなくて周囲と軋あつ轢れきを生むこともあるでしょう。仕事はできるけど疎うとまれる、みたいなことになりかねません。そもそも周囲に疎まれると、邪じや魔まされたりまともに仕事を回してもらえなくなったりしますしね」

　ヒミコはさらに続けて、

「知能線の先端が跳はね上がるように上を向いた相になると、これは打算的なタイプといってもいいでしょう。お金に細かいということではありますが、それ即すなわち商売向けの性質でもあります。金融関係などで大きな成功を収めることができるはずです。ただ、自分の理屈に自信があるので、意見を理屈で押し通そうとすることがあったりします。屁へ理屈屋は周囲から嫌われるものです」

　カズヤはひそひそと、

「……なんだよ、じゃあ、知能線はどれがいいんだよ」

「ですから、すみません、わたしの手相占いはどれがいいとかではなくて、知能線の伸び具合でその人にどのような傾向があるかを判断するものなんです。そして、そこから未来を読み取って危あやうい運命から不幸な人々を救う……そういう気け高だかい精神に満ちたものなんですよ」

「あっそ」

　ご託たくはご立派だが、カズヤは肩を竦すくめるだけだった。

　占うらないなんてそんな立派なもんじゃねーだろ。ただの気休めみたいなもんだ。だから、とにかく励はげますようなことを言ってやればいいんだろう。

　カズヤは環たま江えに告げる。

「大丈夫だ。手相に出てる。その友達はおめーのこと迷惑だなんて思ってねーよ。心配すンナ」

「でも、でも、わたし、何にもできないんだよ？　何一つ希のぞ美みちゃんの役にも立てないで、足を引っ張るばかり……。こんなの誰だって迷惑に思うに決まってるよ！　わたしじゃ希美ちゃんに吊つり合わない……」

「ダチに吊り合うも吊り合わないもねーって。もっと自信持て。そうすりゃその友達に迷惑かけてるなんて引け目を感じることもなくなるから」

　ある意味、無責任な励ましはより相手を追い詰めるものだ。

「そんなこと言われても……わたしには何にも自信持てることなんて……」

　萎い縮しゆくしてしまった様子の環江を見て、カズヤは頭をフル回転。励ましてやるには何と言えばいいか？

「あー……大丈夫だ。占いでばっちりわかった！　おめーは、その何だ。芸術的なことに向いてるんだよ。そっち系で頑張れば結果が出て自信も出てくるぜ。で、自信がつけば、友達にそんな引け目も感じなくなるって」

「……ホント!?」

　知能線のことを思い出して、カズヤは苦し紛まぎれにそう言う。と、思った以上に環江が食い付いてきたではないか。

「わたし、ホントにそういうの向いてるかな？」

「ああ、もちろん。歌とか芝居とか、そういう芸術っぽいことすれば……」

　環江は目を輝かせて、

「わたし、昔から女優とか声優に憧あこがれてて、でも、そんなことわたしが言ってもバカにされるだけだと思って誰にも言わなかったんだよ。なのに、そういうのを手を見ただけでわかっちゃうなんて……やっぱり占いってすごいね！」

「おう、まーな」

「……でも、どうすればゲージュツなことができるのかな？」

　気付けば。

　環江は身を乗り出して、カズヤの目と鼻の先にいた。無警戒な瞳ひとみがきょとんとカズヤを見つめていた。そして、無警戒な唇くちびるも。カズヤの口先に吐と息いきがかかるくらいの距離。

「どうしたら芸術で結果って出せるの？」

「い、いや、それは、だな……」

　急に意識してしまって、カズヤは思わずしどろもどろ。

　丁度その時だ。

　だん！　と、カズヤと金かな越ごしの顔の前をチョップが通過した。

「話は聞かせていただきました」

　思わず身を仰のけ反ぞらせたカズヤ達に向けて、そう言ってきた者がいる。

「私にお任せください」

　久く城じよう明あ日す香かだった。以前のような場違いな白のワンピースではない。ゴスロリ風に黒でまとめていた。久城の後ろに、頭を抱かかえているおっさんがいる。探偵の小こ森もりだ。小森はしかめ面つらで、

「ちょっとちょっと、お嬢じよう様。あなたは自分が今、何をしているのか理解してるのかね？」

　久城明日香に疑問形を投げ付ける。

「何を、とは異なことを申されますね。あなたの指示通り、探偵としての尾行訓練を行っているところではありませんか」

「どこの世界に尾行対象に話しかけて、しかも、尾行対象の問題解決を図る探偵がいるのかね？」

　カズヤは突然の乱入者達、久城明日香と探偵の小森を睨にらみ付ける。

「お前ら、何やってんだ!?　こんな所でよ」

　小森が引きつったような笑えみを浮かべた。

「何をしているか、と？　面白いことを言うね。元はといえば、君がねじ込んだ話だったと思うのだが？」

　カズヤに向けられた小森の口調は被害者意識丸出しだ。

「君が私のところへお嬢様を押し付けたのがそもそもの間違いだとまだ気付かないのかね？」

　そうなのだ。今現在、久城明日香は小森の探偵事務所で働いている。働いているというか、保護されていると言った方が正しいか。
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　久城家から距離を置くことを選択した久城明日香だったが、この街でどうやって生きていくかが問題だった。久城明日香はカズヤのいるスターライトで働くことを強硬に希望していたのだが、カズヤがそれを止やめさせた。店長なら平気で明日香を受け入れるだろうし、後ろ盾だてにもなってくれるだろう。仲間として助けてくれるに違いない。だが、カズヤは店長に迷惑をかけたくなかった。久城家からどんな圧力がかけられないとも限らない。それにそもそも明日香のような子供がスターライトで働くことに反対でもあった。

「というわけで、おめーんところで預かってくれや」

　カズヤがそう申し入れたのは小森探偵事務所だ。久城明日香を伴ともなっての直じか談だん判ぱん。

「もちろん、こいつに何かあったらおめー全身バラバラにして豚ぶたの餌えさにすっからな」

「何が、というわけで、なのか全然わからんね」

　申し入れられた小こ森もりは事務所のデスクで憮ぶ然ぜんとしたという。カズヤ達にお茶を出そうとする草くさ田だに、出さなくていいから、と手で合図して、

「何だね、突然やってきて。何で久城のお嬢じよう様をうちで面倒見なければならんのか」

「おめー、うちの店に色々迷惑かけただろうが。その罪滅ぼしのつもりで、オレのお願い聞いちゃもらえねーかな？　な？」

　お願いというか威圧。カズヤは一いつ緒しよに連れてきていた久く城じよう明あ日す香かをぐいと押し出す。

「こいつもかわいそーな身の上なのよ。おめーも知ってるだろ？　無理やり結婚させられそうになってここまで逃げてきて」

「ちょっと押さないでください。何ですか、その厄やつ介かい者ものを押し付けるみたいな態度は。失礼です」

　久城明日香は苛いら立だった様子だ。カズヤを睨にらみ付けている。その二人を見比べて、小森はため息。そして、

「えーと……よく理解していないようだから説明しておこうか？　うちの事務所は、その久城家からお嬢様の捜索を依頼されていたところなんだが？　そんな所にお嬢様を預けていいのかね？　久城家に引き渡してもいい、と？」

　揶や揄ゆするような口調で告げてきたが、カズヤはそれを鼻で笑う。

「久城家からのその依頼は取り止やめになっただろ？　仕事がキャンセルされて、おめーんところ今暇なんじゃねーの？」

「……何な故ぜそれを知っている」

　明日香との婚約を予定されていた男、北きた大おお路じは言ったことを守っていた。

　婚約を焦あせることはない、本人が考える時間を欲しているようだから好きにさせてやってはどうか、と久城家を説得していたのだ。その言葉を受け入れた久城家は、明日香の捜索を取り止め、放置することに決めたらしい。

「久城家のお嬢さんを連れていったところでびた一文払わないだろうよ」

「ならば、その娘さんをそういう趣味専門のお店に売り飛ばすというのはどうだろう。それでもよいのかね？」

「そんなことしたらオレがおめーをそういう趣味専門のお店に売り飛ばすし。下へ手たにこれで久城家を脅おどそうとかしたら、おめー大変なことになるだろうな」

　小森は眼鏡めがねをずり上げて、カズヤをねめ付ける。

「……だからといって、どうしてうちに任せる。自分で世話を見るべきではないかね。あのお店、スターライトで働けば手間もないだろう」

「私はそれで構わないと何度も申しておりますのに。あなたからも、この野や蛮ばんで下品な男に言って聞かせてやりなさい」

　久く城じよう明あ日す香かは下足番にでも接するような口調で小こ森もりに命じた。だがカズヤは、ちっち、と人差し指を横に振る。

「うちで働いてるのがバレたらスキャンダルだろ。久城家のお嬢じよう様ともあろうお方が、ってな」

　そう聞いて明日香が尋たずねる。

「あなたの店はそんなスキャンダラスな店なのですか？」

「い、いや、そーじゃねーけど」

「自分のお店のことを恥はずかしいと思っているのですか？　あなた自ら貶おとしめても仕方がないような低俗な店だと？」

「んなわけねーだろ！　うちの店、スターライトは健全で楽しい紳士の社交場なんだよ！　立派なもんだ。バカにすんじゃねえ」

　その真剣な口調に明日香も我が意を得たりと頷うなずき、

「ならば、私が働いてもいいではないですか」

「……む……」

　と、小森が急にうっとりした顔になった。

「うむ。確かに素晴らしいお店だった……。素晴らしいおっぱいちゃんだった。女の子のおっぱいばかり見ていて、顔はよく覚えていないが」

　そう聞いて、明日香の表情が明らかに怯ひるむ。

「……あなたの店は胸を見せなければいけないのですか？」

「そういう店じゃねーよ！　おっさん何言ってんだ!?　何かっつーとおっぱいおっぱいって、恥はじを知れ！」

「自分の気持ちにウソを吐ついてまで生きようとは思わんね」

　小森は改宗を迫せまられた殉じゆん教きよう者しやみたいな穏やかな笑えみで言った。

「と、とにかく、キャバクラ勤めよりも、探偵事務所で探偵修行って方が角は立たないだろ。探偵って仕事に興味があるもんだから物もの見み遊ゆ山さんでやってる、って感じなら微ほほ笑えましいくらいじゃねえの？」

「私は物見遊山でこの街にいるわけでは……！」

「探偵修行、だと？　探偵が楽だとでも言いたいのかね？」

　明日香と小森が同時に異を唱えた。特に収まらなかったのは小森の方だ。

「君は何も分かっていない。探偵がいかに危険な職業であることか」

「いや、別に探偵業を下に見てるとかそういうわけじゃねーぞ。ただ、子供をキャバ嬢じようにするよりは探偵の方が……」

「いいから聞きたまえ。ターゲットを尾行している途中、デンジャラスおっぱいちゃんを見かけた時の葛かつ藤とうがどんなものかわかるか？　そのおっぱいちゃんを無視して職務を遂行する苦痛がいかほどか！　あんなおっぱいちゃん達に囲まれて仕事している君にはわかりはしない、わかりはしないのだ！」

　ばーんばーんと机を叩たたいて力説。

「どういう怒り方だよ!?　落ち着け！」

　カズヤがそう言うと、小こ森もりも息を切らせながら、

「……失敬。つい熱くなった」

「……おめーが凄すごい拘こだわりを持って生きてるのはわかったからよ。こっちの話も聞いてくれ」

「お嬢じよう様であろうとなんであろうと、うちの事務所に他に人を雇うような余裕はない」

「何もこいつを雇うのに給料出せなんて言ってねーよ。大体、てめーんとこは仕事もねーだろうし。こいつが住む所の融通と、メシ代くらい出せばいいんだよ。そうすりゃうちの店で無銭飲食した件チャラにしてやる」

「結局は強請ゆすりではないか」

「おめー、それ以上四の五の言うと二度とおっぱい言えないくらい下した顎あごぶっ壊すぞ!?」

　カズヤが吠ほえる。小森はまるで臭くさいものでも嗅かいだようなしかめ面つらになった。

「……うちが面倒見ることで厄やつ介かいなことに巻き込まれる気がするのだが？」

「何なら今厄介なことになるか？　オレはいつでもオーケーだぜ？」

「本当に不良の言動だな。弱い相手にはとことんしゃぶりついて利用しようという……」

「そういうこと言うか？　せっかく、これ持ってきてやったのに」

　カズヤは懐ふところから取引材料を取り出した。それを見た小森の表情が驚いたものに変わる。

「それは私の財布？　この前落とした……」

「おう。店に落ちてたぜ。店長が拾ってくれてたんだ。届けてやってくれって頼まれてな」

「ほら見たまえ。私はちゃんと支払うことができたのだ。食い逃げなどするつもりはなかった。なのに、タダ酒飲みだなんだと暴力を振るいおって……」

「あの時点じゃ、おめー財布持ってなかったんだからしょうがねえだろ。で？　財布返して欲しいの？　欲しくないの？」

「返すのが当然だろうが」

「返すのにこうして足を運んだオレに対して何か一言あるんじゃねーの？　常識的に考えて」

　小森の目が鈍にぶく光った。

「……もしかして、あの時、私から財布を摺すったのでは……？」

　それはカズヤも思わないでもなかった。店長が小森のネクタイを直していたあの時。その右手に何か摑つかんでいたような……。だが、そんなことはおくびにも出さず、

「あ？　何言ってんの？　因いん縁ねんつけてんの？　出るとこ出るぞ？　お？」

　正々堂々恫どう喝かつした。

　背後から感心したような声が聞こえてくる。

「カズっちさんは本当に正義のフリするの得意ですね」

「だって、オレ正義だしな」

　カズヤの言葉に、小こ森もりは苦虫を嚙かみ潰つぶした。

「……こんな不良に関わったのが運の尽つきということか」

　そこで、それまでお盆を抱かかえて成り行きを見守っていた草くさ田だが声を上げる。うずうずした様子で、

「所長、そんな世界が終わりそうな顔することないですよ。面白いじゃないですか！　お嬢じよう様をうちで引き受けるなんて」

「君は何を言っとるんだ。どこが面白いのかね」

「わたしは最初から、久く城じよう家のお嬢さんを依頼人に引き渡すのは反対でしたし。手を貸してあげても罰ばちは当たらないと思いますよ？」

　そして、にっこりと久城明あ日す香かに微ほほ笑えみかける。

「もしよければ、好きなだけわたしの自宅に泊まってくれていいですよ」

「そこまでご厄やつ介かいになるわけには」

　さすがに遠えん慮りよする久城明日香に対して、草田はまあまあと宥なだめるように、

「いいんですいいんです。どーぞ遠えん慮りよなさらずに」

　目がらんらんと輝いていた。

「色々なことを教えてあげますよー。この街での過ごし方とか、探偵心こころ得えとか、カップリングのイロハとか……是ぜ非ひ教えてさしあげたいので！　その代わり、久城さんも教えてください」

「はい、私で教えられることでしたらいかようにでも」

「本当ですか!?　なら、聞かせてもらえます？　恋敵が男の人だと色々大変だと思うんですけど、これからどうするおつもりですか？　やっぱり何か作戦とか考えてます？　相手が男にも興味がある人だと難しいですよねー。でも、わたしは明日香さんの味方ですから！　こんなセクハラ中年に負けないでください。わあ、どんな修しゆ羅ら場ばが繰り広げられるのか、興味シンシンです」

「はい？　何のことでしょうか？」

　本気で理解できない様子で、久城明日香はまごついてみせた。だが、草田は聞いちゃいないのだった。

「……恋敵同士が同じ職場で働くことになって日々繰り広げられるドロドロの人間関係……！　どちらがくっつくのか、間近で観察できる機会を逃すわけには……！　……いえ、ここで実は憎にくみ合っていたはずの二人に別の感情が芽め生ばえたり？　芽生えなかったり？　いーかもしんない、それ！」

　目をらんらんと輝かせ、周りに瘴しよう気きを立ち込めさせているという。

「……何だかおぞましいものを感じるが、おめーんとこに預けるってことでいいよな？」

　そうやってカズヤは久く城じよう明あ日す香かを小こ森もり探偵事務所に就職させることに成功したのだった。
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　そして今。

「で、何でオレをつけまわしてやがったんだ、ああ？」

「見張っていて良かったでしょう？　不ふ埒らち者ものがいたいけな少女を毒どく牙がにかけるのを止めることができたのですから」

「おめー。そりゃどういう意味だ？」

　つん、と取り付く島もない様子の久城明日香に対して、カズヤは毒づく。

　それを見て、小森が口を開いた。

「彼女にタダ飯めしを食わせていられるほどうちは余裕がないのでね。いざという時、戦力になってもらえるよう基礎訓練を施ほどこしていたのだよ。それで尾行訓練を彼女に課したところ、君を尾行したいと言い出したものでね。それを認めてしばらく君に張り付いていた」

「いつから見張ってやがったんだ？」

「もちろん、君がスターライトを出てからだ。ずっと継続していた」

「マジかよ。全然気付かなかったぞ……」

　カズヤは愕がく然ぜんとする。

「指導する者の腕が良いからな。彼女の隠密行動は及第点だった。だというのに、君がこちらの女子校生おっぱいちゃんといちゃいちゃし始めたら、突然……」

「占うらないを餌えさにして女の子を食い物にしようとする輩やからを、止めないわけには参りません」

「それでは尾行の訓練にならんのだよ」

　決然という久城明日香に小森が苦虫を嚙かみ潰つぶす。

「えーっと……えーっと……どういうこと？」

　金かな越ごしは状況が把握できずにうろたえるばかりだ。カズヤはそれを見て気を取り直す。

「あー、気にするな。こいつらのちょっとした勘違いだ」

　そう金越に言ってから、久城達に向き直る。

「おい、オレは別に疾やましいことはしてねーぞ。こいつを、その、助けてやろーと思ってだな」

「そのことでしたら、話は聞かせていただいております」

　久城明日香は一枚のチラシを突き付けてきた。

「あなた、これに出場なさい」

「なんだこりゃ？」

　そのチラシには出場者募集と書かれていた。でかでかと踊る『八や俣また町マスコットキャラクター声優オーディション』の文字。チラシの中央には狛こま犬いぬのようなチビキャラが描えがかれている。八や俣またジョンくんという名前らしい。八俣町の町興おこしイベントとでもいうのだろうか。最近にわかに八俣町の再開発計画とやらが湧わき上がっていて、これもその一環かもしれない。優勝賞品は米十俵とある。

「先程からの様子を拝見して確信しました。あなたがご自分の才能を見み出いだすにはこれが最適である、と」

　久く城じよう明あ日す香かは決め付けるように言った。言われた金かな越ごしはえーっと、と首を捻ひねり。

「……でも、わたし、オーディションとか無理だよー。やったことないし……」

「いいえ。あなたはやりたかったはずです。こういうことをやりたいという気持ちがある。そう言っていたではないですか」

「おいおい、そんなところまで聞いてたのかよ……」

「もちろんです」

　そう言って、久城明日香はカズヤの襟えり元もとに手を伸ばす。襟の下からピンバッチが出てきた。もちろん、カズヤの与あずかり知らぬもの。

「あ？　なんだそれ？」

「盗聴器です」

　そのピンを外して、久城明日香はそれを回収する。

「いつの間につけてたんだよ!?　恐ろしい奴やつらだな……」

　カズヤは、自分達の会話が久城達に細大漏もらさず聞き取られていたことに呆あきれる。と同時に、思ったより小こ森もり達は凄すごい連中なのかもしれない、と認識を改めた。その小森に及第点をもらった久城明日香も才能があるということか。

　久城が金越に確認するように尋ねた。

「あなたはこうした演技について、何らかの指導を受けているのではないのですか？」

「えーっと……ううん、全然……ただ、一人の時とかいつもこっそりやってきたけど……」

「ならば、是ぜ非ひ受けるべきです。努力し続けること、それは才能です」

「そんなこと急に言われても……えーっと……」

　金越は困ったように首を振るばかり。

　と、カズヤの背後から囁ささやき声がする。

「ああ、これはいいですね！　この子にオーディションを受けさせる。すみません、いい考えだと思います」

　ヒミコが、うんうん、と頷うなずいていた。

「この道が指し示されてから、運命が良い方向へ流れていく気配に変わりました！　オーディションを受けることで、彼女は自信を取り戻すでしょう。すみませんけれど、カズっちさんからも言ってあげてください。彼女のことを占うらなった以上、最後まで導いてあげる責任があります」

「うるせー！　幽ゆう霊れいの言いなりにはならねーぞ。大体、何でオレが」

　カズヤがこそこそとヒミコとのやり取りをしている間も、久く城じようの説得は続いていた。

「あなたのことを貶おとしめていた者達に、あなたは自分の才能を示したいと思わないのですか？　自分は何もできない者ではない、と」

「えーっと……確かにそういう気持ちもあるかもしれないけど……でも、うまくいきっこないよ。こんなのに出て、しかも落ちたのが知られたらもっとバカにされちゃう」

「では、あなたの大切な友人は？　あなたの友人に、自分ができるところを見せて安心させたい、これ以上迷惑をかけないようにしたい、そういうことではないのですか？」

「……でもー」

　埒らちが明かないようだ。カズヤの背後の囁ささやき声が遠えん慮りよがちに、

「すみません、カズっちさんから言ってあげないと彼女はその気にならないと思います。せっかく良い運命が開けそうなのに……助けてあげてください」

「何でオレが……」

「お願いしますぅ……」

　ヒミコが子犬みたいな目で見てくるので、カズヤ思わず、

「うるせぇ」

　あっさり拒否した。

「腰低くしてりゃ何でも言うこと聞くと思ったら大間違いだコラァ」

「この前は明あ日す香かさんを助けてあげたじゃないですかー」

「あーあ、めんどくせー。幽ゆう霊れいと会話すんのめんどくせー」

「そんなぁ……そうですか、せっかくこの子自分で立ち上がれるところだったのに。カズっちさんが意地悪したせいでもうチャンスはなくなっちゃうんですね……。これから先もずっと引っ込み思案で自信も持てず、辛つらい青春を送って、最後にはリストカットして死んじゃうんですね……」

「おめー物ぶつ騒そうなこと言うなよ!?」

「すみません。でも、このままだとそうなる可能性大なんです」

「脅きよう迫はくか!?　そんなわけねーだろ」

「言い切れますか？　わたしの占うらない、当たるんですけどー？」

「……しょーがねーなあ」

　カズヤはため息交じり。だが、

「やりゃいーんだろ、やりゃあ」

　それを聞いてヒミコの喜んだこと喜んだこと。

「やったぁ！　さっすがカズっちさん！」

　カズヤの首っ玉にかじり付くようにしてきた。何だか肩がずっしり重くなる。やっぱり霊だから、取り憑つかれると生気を抜かれるのかもしれない。

「すみませんけれど、この調子でわたしに操あやつられてくださいね！」

「明るい口調で恐ろしいこと言うな！」

　そうやってカズヤはヒミコとのこそこそしたやり取りを終え、ごほんと咳せき払ばらい。そして、横から金かな越ごし達の話に割り込む。

「あのよ、おめー、芝居とか嫌いか？」

「え？」

　金越は面食らった様子だ。

「もう止やめたいって思うか？　やりたくないって思うか？」

「そんなこと……」

「おめーの気持ちはどうなんだ？」

「……」

「周りのことなんて気にすんな。オーディション、やってみろよ。おめーが好きなことをやるんだったら、きっとうまくいくだろ。なんだ、この八や俣またジョンくんか？　こいつも友達だと思って接してみればいいさ」

「うん……」

「それに人生なんてやるかやらないかだけだぜ？　やる前から諦あきらめるのは……」

「逃げてるみたい、だよね……。えーっと……とにかく、カズにゃんはわたしがオーディションを受けた方がいいって言うんだね？」

「まあ、そういうことだ」

　言われて金越は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「おっけー！　カズにゃんがそう言うなら、うん、やってみるよ！」

　呆あつ気けなくカズヤの言うことに従うではないか。久く城じようからチラシをひったくるようにして、熟読し始める。

「そうと決まれば準備しなきゃ……ふうん、明後日あさつてのお昼からアイス劇場で……」

　それから、もう一度カズヤに微笑みかけると、

「うん、ありがとうね、カズにゃん！　わたし、やってみるよ」

「おう、そうか。まあ頑張れや」

「……ねえ、メアド教えてもらってもいい？」

　ということでメアドを交換。その様子を久く城じよう明あ日す香かがじっと見つめていた。何か忘れ物を思い出しているような表情。

　金越はメアド交換を済ませると、

「じゃーねー！」

　手を振りながら駆かけ出していってしまった。

　ともかく金越の悩みは解決したようだ。そう思うとカズヤは軽く息を吐はき出す。

「ま、元気になったみてーだしよかったよかった」

　と、背後からヒミコが囁ささやいてきた。

「こうやって人を良い方向へ導くと気持ちが晴れやかになるでしょう？」

「まあ、ちょっとはな」

　カズヤは呟つぶやいてから、はっとして、

「いやいやいや！　そんなことねーよ！」

「またまたぁ。すみませんが、カズっちさんもそろそろ本腰を入れて皆を占うらなうようになってもらわないと……」

「……おめーが、実はあの子のことを陥おとしいれようとしているんじゃないってどうして言える？　もしかして、オレを嵌はめてあの子を悪い道に進ませようとしてんじゃねーのか？」

「ちょっ……!?　すみません、それはあまりにも捻ひねくれすぎです！　わたしを何だと思ってるんですか!?」

「幽ゆう霊れい」

「そうですけど……！　すみません、幽霊ですみません……」

　カズヤが例によって独ひとり言を呟き始めたのを見て、小こ森もりが汚いものを見る目になる。

「……さあ、お嬢じよう様。訓練に戻るとしましょう。まったく、こんな奴やつに関わってはいけないというのに……」

　だが、久く城じよう明あ日す香かは難しい顔だ。不満そうに、

「……どうして彼女はあなたのような粗そ野やな人の言うことを素直に聞いたのでしょうね？」

　カズヤに問いかける。カズヤは我に返り、

「ん？　何？」

「私がどう説といても納得しなかったのに、あなたが言ったら二つ返事でオーディションを受けることに同意した……何な故ぜですか？」

「はあ？　知らねーよ」

　久城明日香の表情が曇くもる。

「もしや、もう逆らえないような酷ひどいことを彼女の身に施ほどこしたのでは？」

「おいおいおい！　おめー、オレのことをなんだと思ってんだ？　鬼か？　悪魔か？」

「叢むら雲くもカズヤだと思っています」

「おめーの中の叢雲カズヤはそんな外げ道どうなのかよ……」

　がっくりしたカズヤの様子を見て、久城明日香が顔を背そむけた。あまりの落胆ぶりに、ぷっ、と吹き出しかけたらしい。それから取り繕つくろってすまし顔になる。咳せきを吞のみ込むようにして、

「……んっんん……それではごきげんよう」

　ふん、とそっぽを向いて立ち去る久城明日香とコバンザメのようにつき従う小森を目で追いつつ、カズヤはため息を吐ついた。




　　　◇




　それから何日かの間、カズヤは何度かヒミコに占うらないを強要され、いらん手間暇をかけさせられたりした。他にも、久く城じよう明あ日す香かに尾行の訓練とかでくっつかれて鬱うつ陶とうしい思いをする羽目になったり、スターライトで変な客の相手をしたり。だが、大きなトラブルはなかった。

　そんな数日経たった夜。

　カズヤはいつも通りスターライトの前で呼び込みをしていた。

「いらっしゃいらっしゃーい。おっと、そこのお兄さん、好きそうな面つらしてるね？　飲んでいきませんかー？　今なら１セット６０００円！　更にもう一本付いてくるよー！　色は三色から選べます」

「何を仰おつしやっているの？」

「おっと、お前こそこんな時間に何やってんだよ？」

　横から口を挟はさんできた久城明日香に対して、カズヤは目を剝むいた。目立たないゴスロリ姿だったが、その容姿は十分人目を引いてしまう。カモがネギをしょって歩いているようなものだ。

「ガキはここら辺で遊んでちゃ駄だ目めだ。安あん針しん通りは全然安心できない場所なんだよ。小こ森もりの野郎に教わらなかったのか？」

「遊びに来たわけではありません」

　不快そうに、久城明日香は顔をしかめる。

「じゃ、何しに来たわけ？」

　当然のカズヤの疑問に対して、

「……訓練です。当然」

　久城明日香は一いつ瞬しゆん黙だまってから答えてきた。カズヤは額ひたいに手を当てて嘆なげく。

「おいおいおい！　小森の野郎、こんな遅くまで子供に仕事の真ま似ねごとさせてんのかよ。いくらなんでもひでーな！　いっぺんシメとかねーと」

「小森さんは関係ありません。今は私のプライベートな時間です。それを自主訓練に費やしているだけです」

「ああ？　じゃ、なにか？　休みの時間も仕事に回してんのか？　お前、そんなに探偵の仕事に嵌はまったわけ？」

「……いいでしょう別に。私がどのように時間を配分しようが私の問題です。探偵としての技術を身につけようと努力することが問題ですか？」

「まあ、いいけどよ……つーか、何の訓練？　この前みたく誰かを尾行してるわけ？」

「今日の訓練は張り込みです」

「あっそ。……ってオレを見張ってんのかよ!?　……まあ、いいや。頑張れよ」

　と、カズヤの携帯がメール着信を告げてくる。久く城じようの顔が物問いたげなものになった。

　カズヤは中身を確認する。金かな越ごし環たま江えからのメールだ。そして、読み進めるうちにカズヤは、へえ、と感心してしまう。

「どうかしたのですか？」

　久城明あ日す香かが声に出して問いかけてきた。カズヤはまるで我が事のように自慢げに、

「オーディション、受かったぞ。この前の女子校生、八や俣また町マスコットキャラの声担当になったそうだ」

「良かったです」

　久城明日香も我が事のように喜んでみせた。声を弾はずませ、

「あの方の才能が認められたのでしょう」

「いやー、お前のおかげだな」

　カズヤは気分を良くして久城に言う。

「お前があのオーディションのチラシを持ってきてくれたからこそ、だもんな。オレもあの子に関わった手前、気にはなってたんだ。サンキューな」

　カズヤは素直に喜びを表した。

「え」

　久城明日香は短く言った。不意打ちを食らった鳩はとのようだった。

　同時に、カズヤの嬉うれしそうな笑え顔がおに見とれた様子。一いつ瞬しゆんの忘ぼう我が。

　そんな自分の態度に、はっと我に返ったのか、

「べ、別に褒ほめられるようなことでは……」

　どぎまぎと視線を移し、カズヤの方を見ようとしない。

「それよりメール見るか？　あいつからの」

　特に気にした風でもなく、カズヤは携帯を久城に差し出す。それを憮ぶ然ぜんとした顔で受け取った久城、早速メールの文面を確かめ始めた。液晶画面に目を走らせつつ、

「……そういえば、私はあなたの連絡先を知らないのですが……」

「ああ。そういや知らせてねーもんな。知りてーんなら教えとこーか？」

「……いえ、別に……ただ、その……どうしてもと仰おつしやるなら……」

　言いかけつつ、ぴたりと押し黙だまる。難しい顔になっていた。

「あー？　どした？」

　カズヤが不審に思って問いかける。と、

「……こちらのメールの最後の文……」

「あ？」

「……これは、どういう意味なのでしょうか？」

　カズヤは目の前に、自分の携帯をずいと押し付けられた。その勢いに仰のけ反ぞる。その画面には次のような一文が浮かび上がっていた。

『占いのお礼してあげる！　すっごく大事な話だから、今すぐ東公園まで来てね！』

　カズヤは肩を竦すくめる。やれやれ、と、

「お礼なんていいのにな。オレらは大したことしてねーし、うまくいったのはあいつが努力した結果だろ？　気にすンナって言いてーよ」

「そういうことではありません。……この時間に、夜の公園で大事な話……」

　久く城じよう明あ日す香かはじっとカズヤを見上げてくる。奇き妙みように表情のない顔。緊張感が漂う。そして、久城はそろりと口を開いてきた。

「……これは何か緊急に相談したいことがあるということ。何か良くない問題が持ち上がったのでは？　彼女、何を告白するつもりでしょう？」

「は？」

　カズヤは目を瞬しばたたく。告白、という言葉だけが妙に耳に残っていた。

　ぽかんとして、

「何言ってんだ、おめー？」

　告白って……あの告白のことか!?

　夜の公園で大事な話、考えてみればそれは中々に期待高まる展開である。カズヤはもやもや妄もう想そうした。

「……いやらしい……！」

　鋭するどい声で言われた。カズヤは我に返る。

　久城明日香から見下げ果てた目で見られていた。

「な、何だよ？　何がいやらしいって」

「いやらしい顔をしていました。というか、今もしています」

「ちょ、ば、バカ言うな！」

　カズヤは理り不ふ尽じんな非難を浴びているのだと理解する。

「ば、おめ、違ちげーよ！　何考えてんだおい!?」

「そちらこそ何を考えていたんですか？」

「あー、それは……ってそんなこと言えるか！」

「言えないようなことを！」

「うるせー！」

「……声を荒げて誤ご魔ま化かすおつもりですか？　それはゴロツキのやり口です」

「誤魔化すも何も、オレにそういうつもりは……」

「どうでしょうね。やはり見張っておいて正解でした。あなたがこれからいたいけな少女を毒どく牙がにかけるというのに、黙だまって見過ごすわけには参りませんもの」

「オレが何をするつもりだと思ってんだ!?　おめー、勝手な想像して何テンぱってんだよ？　妄もう想そうすんな！　あ！　あれか？　探偵事務所のねーちゃんに影響されやがったのか？　変なこと気にしやがって」

　目をらんらんと輝かせて他人の恋路を勝手に設定する。そんな草くさ田だの姿がカズヤの脳のう裏りに浮かぶ。

　あの女と一いつ緒しよに暮らして、こいつも感化されやがったのか？

「ははーん、なるほど。羨うらやましいってわけか」

「な……！　なんで私が！」

　久く城じよう明あ日す香かはカズヤの言葉に過剰な反応を示した。

「べ、別に私は気にしてなどいませんが！　何な故ぜ私が動どう揺ようする必要があるのですか!?」

　ぶんぶんと首を横に振る。

　と、そこでカズヤは頭を搔かいた。

「……よく考えたら、オレがどこの誰と付き合おうがおめーに関係ねーじゃねーか」

　別にオレが慌あわてる話じゃねえ。何も悪いことをしているわけじゃねーし。

　そう思うとカズヤは挑いどむように、

「ていうか、何でおめーに許しを得なくちゃいけないんだ？」

「ええ、関係ありませんわね！　あなたがいやらしい妄想に浸ひたって、その妄想の通りに事を致したとしても私には関係ありませんとも！　ええ！」

「んなことするか！　何だよいやらしい妄想って！」

「自分の胸に聞けばよろしいのではなくて？」

「だから、そんなこと考えてねーよ！」

　久城明日香は刺とげ々とげしい口調で吐はき捨てた。

「……以前から思っておりましたが、改めてあなたは失礼な人ですね。不ふ愉ゆ快かいです。……私の今日の訓練はここまでです。あなたはどうぞご自由に」

　久城明日香は叩たたき付けるように言う。で、それだけではまだ収まらなかったのか、

「あと……そのだらしなく伸びた鼻の下、どうにかしてもらえませんか？　目につくと大変不快です」

　と、踵きびすを返して夜の雑ざつ踏とうの中へと走っていってしまった。

「おい！　……何なんだあいつ」

　カズヤはぼやく。

　訳もわからず見下された目で見られて、腹立たしい。

「くっそ、わけわかんねー！」

　そこで背後からヒミコの声がする。

「あの、すみません。本当にわかんないんですか？」

「ああ？」

「……あんなにわかりやすいのに？　そうですかー。それ、人としてどうなんでしょう」

「おい、何か言いてーことあんのかよ？」

「カズっちさんが悪いですね」

　ズバリと言われて、

「何でだよ!?　オレは何も悪いことしてねーだろうが！」

　内心の苛いら立だちを隠しきれず、壁に手を打ち付けてしまう。

　別に告白だとかそういう話じゃねーだろう。オレが占うらなってやったことにお礼が言いたいって話だろうに。それだけの話が、何でこうムカつく事態に陥おちいるのか。

　カズヤはそう思うと、このモヤモヤをどうにかしたくてたまらなくなった。

　これを解消する方法はただ一つ。実際に東公園に行って、あの娘、金かな越ごし環たま江えに会うことだ。会って、金越が単にオレにお礼を言いたかっただけだと確かめ、それだけだったぞバーカ、と久く城じよう明あ日す香かに言ってやるしかない。

　カズヤは一旦スターライト店内に戻る。きょろきょろと見回し、

「あ、ミサキちゃん。今日もいいねえ、可愛かわいいよ」

「うん、知ってる。で、カズっち、どうかしたの？」

「悪わりーんだけど、ちょっと外すから、下げ種す井いさんにうまく伝えといてくんない？」

「えー？　何？　トイレ？」

「ちょっとこれから公園に用事があってさあ」

　どういう勘が働いたのか。ミサキは急に静かな声になって、

「……もしかして彼女？」

「ば、んなわけねーじゃん!?」

　ミサキちゃんまでなに言ってんだ!?　とカズヤはうろたえた。その様子をじっと見ていたミサキ、躊躇ためらいがちに口を開くも、

「……う、うん、そうだよねー。カズっちがそんなわけないよねー」

　あははーと乾いた笑い声。カズヤも合わせて、

「あったりめーだろ。オレは彼女とか作ってる場合じゃねーもん。この店に全力投球だから！　とにかく、その、うまく言っといてよ。頼む！」

「うん、わかったよ。いってらー」

　ミサキは笑え顔がおで手を振ってくる。そのぎこちなさに気付く余裕はカズヤにはなかった。

　そうしてカズヤは、すぐに戻るつもりでスターライトを後にした。




　　　◇




　女の子を東公園のような暗い場所に一人で長いこと待たすわけにはいかない。何かあったら事だ。仕事の途中だがしょーがねえ。

　カズヤは東公園への道すがら、そんなことを考えていた。だが、思いは一つの方向へ曲がっていってしまう。

　……しかし、マジで付き合ってくれって告白されたらどうしよう。

　久く城じよう明あ日す香かに言われたせいで、否定の言葉とは裏腹に意識してしまっていた。金かな越ごしは女子校生だ。未成年である。

　ガキとなんか付き合えるかよ。

　そう思うものの、カズヤとの年齢はそう遠くない。普通に付き合っていてもおかしくはない年齢だ。

　くっそ、あのガキが変なこと言うから調子狂うじゃねーか。

　カズヤは久城への悪態を内心で呟つぶやく。

「あの……すみません」

　背後からヒミコの声がしてきた。カズヤは苛いら立だちを表に出して、

「ああ!?」

「わわ、すみませんすみません、ご機き嫌げんよろしくない時に声をかけてすみません。でも、ちょっとお伝えしたいことがありまして……」

「んだよ、てめえ……何を抜かすつもりだ？」

「これから向かう方向に、あまり良くない運命の人がいるみたいなんです。すみませんけれど、占うらないの準備お願いします」

「知るか！　てか、おめー今まで静かにしてたくせに、何急に口出してきてんだよ！」

「すみません、こちらに干かん渉しようするのもちょっと控え目にしようと思いまして……なるべく占いに関係のある場面でのみ顔を出すようにするつもりです。……あ、すみません、もしかしてカズっちさん、わたしとずっとお喋しやべりしていたいということですか？　うーん、それはちょっと……。あ、カズっちさんのことが嫌いというわけではないんです。お気を悪くしないでくださいね？　カズっちさんはどうしようもなく柄がらが悪くてデリカシーの欠片かけらもない人ですけれど、カエルよりはマシですし……。まあ、カズっちさんがどうしてもっていうなら、ずっと背後から囁ささやき続けてあげないでもないですけど……でも、そうするにもエネルギーが必要なんですよ？　疲れちゃうんですよねー」

「幽ゆう霊れいのくせに疲れてんじゃねーよ。てか、誰が幽霊と喋り続けたいなんて思うか！　うぜえ、もういいから黙だまってろ！　永遠に！」

　喚わめいたせいで、カズヤは道行く人々から腫はれ物を触さわるような視線を向けられる。さっさと安あん針しん通りを北に向かって突き進むことにした。そこからつき当ったカナカナ通りを東に。

　……ま、告白なんてあるわけねーか。

　カズヤは先程までの懸け念ねんに再び囚とらわれる。

　今までそんなおいしい目にあったためしねーもんな。公園で告白とか都市伝説だ。

　間もなく東公園という所で、カズヤは自身を納得させた。まったく、あんなこと言われたくらいで意識しちまうとかガキかオレは、などと自らを笑う。

「オレはクールなキャバクラ店員だぜ？　いちいちこんなんで惚ほれた腫はれたとかやってたら商売になんねーっつーの。全然そういうの期待してねーから。マジで。むしろそんな告白されたら引くわー。ほんとやめて欲しいよな。まあ、気にしねーけど。だってあり得ねえっしょ、うん。マジないわ。こんなんで一々期待しちゃうほど自意識過剰君じゃねーんだよ、オレは。渋しぶい大人の男なんだから」

「あのう、カズっちさん、何でスキップしながら独ひとり言喋しやべってるんですか？」

「誰がスキップしてるっつーんだよ!?」

「あと、何で頰ほほが緩ゆるんでるんですか？」

「緩んでねーよ！　おめー黙だまってろっつったろ!?」

　そんなヒミコとのやり取りをしつつ、東公園に足を踏み入れる。それほど広い公園ではない。八や俣また町の北東の隅にある公園だ。繁華街からは少しだけ距離があった。

　背後にある神かみ無なし神社の鎮ちん守じゆの森が黒々と控えている。八俣町内にしては寂さびしい場所。たまに、道を間違えた酔っ払いがベンチで引っくり返って寝ていたりする。

　だが、今この時、公園内に酔っ払いや血気盛んなカップルの姿は見えなかった。

「あれ？」

　カズヤは電でん燈とうに照らされた公園内をきょろきょろ見回す。

「……いねーのか？」

　何な故ぜだか少し肩を落としてしまうカズヤだ。目に見えてテンションが下がっている。

　金かな越ごし環たま江えはどこだろう？　光の届かぬ暗がりが多く、カズヤは目を眇すがめた。

　と、公園の片隅にあるベンチに人影を見る。座り込んで身を縮めているようだ。環江だ。

「なんだ、いるんならいるって……？」

　近付いていって、カズヤは言葉を詰まらせた。様子がおかしい。長袖のシャツを羽織っているようだがその下は……。

「おいどーした!?　何があった!?」

　素肌の上にシャツを羽織っているだけのようだ。つまり半裸のような状態。まるで、誰かに襲われたかのような……。

　カズヤは慌あわてて駆かけ寄った。すると、環江はようやくカズヤに気付いたのか、頭を上げる。

「あ、カズにゃん……来てくれたんだ」

「それより、その格かつ好こう！　シャツ！」

「ああ、これ？」

　羽織っていたシャツを脱ぎ出そうとしたので、

「バカ！　そうじゃねえ！」

　カズヤはドギマギとそれを押さえ、視線に困りながら聞く。

「おいおいおい！　どーしたんだよ、この格かつ好こう!?　何かされたのか!?」

　カズヤは取り返しのつかないことが起こったのかと思ってぞっとする。オレがさっさと公園に来ていれば防げた？

　だが、環たま江えはむしろカズヤの慌あわてぶりに驚いたよう。

「え？　えーっと……」

　羽織ったシャツの下は下着姿だ。明るいピンクのブラジャー。Ｃカップくらいか？　形の良いそれが視界に入り、カズヤは咳せき払ばらいなどしてしまう。その様子を見た金越は、

「やっぱり恥はずかしいな……」

「だからどーしたんだよ？　誰にやられた!?」

「え？　何もやられてないよ？」

　金越はにっこりして、

「恥はずかしかったけれど、良かった！　ちゃんとカズにゃん来てくれたもんね」

「あ？　……どーいうこと？」

　どうやら金越は誰かに襲われたとかではなく……、

「もしかして、自分で服脱いで待ってたのか？」

「うん、そう」

「そ、そ、それは気が早過ぎだろ!?　まずはメールのやり取りとかして遊園地デートとか色々段階踏ふんでだな！　これじゃ変態だ！」

「えー？　わたし変態じゃないよ？」

　ちっともいやらしく見えない明るい笑え顔がおで答えられた。カズヤは頭を抱かかえる。そして、

「じゃ、何のつもりだよ……そんな格好で夜の公園にいたら危ねーだろ！」

　そう声を荒げてしまった。バカなことしやがって、何考えてんだ、と腹が立って仕方ない。だが、金越は変わらずに嬉うれしそうな笑顔のまま。

「でも、カズにゃんは来てくれた。信じてたもん。だから大丈夫。怖くなんかなかったよ。わたしが危ないことになる前に来てくれるって」

「おめーが何考えてるのかわかんねーよ……」

　カズヤは脱力する。そして、

「これか？　これが大事な話か？　こんな告白、色々段階飛ばし過ぎだろ。いきなり最終段階かよ」

「えーっと、段階？」

「もういいから、とにかく服ちゃんと着ろよ。どんな変態がいるかわからねえだろ」

「ああそうだね！　例えば、あんたみたいなね！」

　突然、第三者からの声を浴びせられ、カズヤが、ん？　と思う間も有らばこそ。

　フラッシュが焚たかれ、カズヤは一いつ瞬しゆん視界を奪われる。目が眩くらみ、瞬まばたきした。

「ああ!?　目が……!?　何だこりゃ!?」

「え？　なに？　どうしたの、希のぞ美みちゃん？」

　環たま江えが近くの茂しげみに向かって声をかけているようだ。カズヤは眉まゆをしかめながら、そちらの方を見る。誰かいる？

「よし、撮った！」

　勝ち誇ほこったような声だった。その声は続けて、

「このチンピラ占うらない師！　もうあんたおしまいだから！」

「はあ？」

「希美ちゃん？」

　カズヤと金越が疑問の声を上げるのは同時だった。

　茂みからガサガサと出てきた人物がいる。

「お、女……？」

　視界をはっきりさせようとカズヤは目をこすった。間違いない。金かな越ごし環江と同年代と思おぼしき少女だ。

　金越環江と同じ制服姿。少し短めのスカートの裾すそからはスパッツの端が見えている。髪を後ろでまとめて、いかにも体育会系といったところか。怒ったようなキツイ目付きをしていた。そのせいで、せっかくの美少女ながら近寄りがたい。

　少女はその細い体を怒いかりで震わせつつ、

「環江から離れて！　それ以上近付くな！　腐る！」

　カズヤを怒鳴り付けてくる。

「……おめー、環江の知り合いか？　環江も、希美って名前で呼んでたよな。何だこれ？　何のつもりだよ？　新手の逆ナン？」

　カズヤの言葉は少女をより怒らせただけだった。

「ふざけるな！　わかってんの？　あんた、警察に突き出してやるからね！」

「え？　え？　希美ちゃん、これってどういう……」

　金越環江は覚束ない口調でもごもご言う。希美と呼ばれたその少女、険しい表情を和らげ、

「大丈夫。環江には手を出させないから。あたしがこのチンピラから守ってあげるから安心しな」

　カズヤはいい加減腹が立ってきた。

「おい、さっきから聞いてればなんだ？　オレのことくそみそに言ってくれんじゃねーか。どういうつもりだよ？」

　スパッツ少女・希美は憎にく々にくしげにカズヤを睨にらみ付けてくる。

「どういうつもりか、だって？　人を騙だまして金をむしり取っていく、お前みたいなインチキ野郎をぶっ飛ばしてやるってことだよ！　ほら！」

　希のぞ美みは手にしたデジカメをカズヤに掲かかげてみせた。

「この中に証拠はばっちりなんだからな！　女子校生に痴ち漢かんした動かぬ証拠が。環たま江えを襲って服をはぎ取るなんて、とんでもない野郎だ！」

「はあ!?　何言ってんだ、オレはそんなことしてねーよ！」

「してるじゃないか！」

　希美はベンチに座る金かな越ごしを指し示す。未だシャツに袖も通さず、半裸のまま呆あつ気けにとられた様子だ。カズヤは濡ぬれ衣ぎぬを晴らすべく声を上げた。

「違ちげーよ！　オレが脱がしたわけじゃねえ！　金越が自分で脱いで待ってたんだ！」

「へー！　そんな言い訳、本気で通ると思ってんの？　あんたみたいなチンピラの言うこと、警察が信じると思う？」

　希美は見下した口ぶりでカズヤに問いかけてきた。

　くそ、何だこいつ？　オレはやってねーってのに聞く耳持たねえ。オレが不良だからか。不良だから悪いことをしたに違いない、とそういう決めつけか。また。

　そこへ金越環江が震える声で、

「どういう……どういうこと？　カズにゃんは何もしてないよ？　希美ちゃんも見てたでしょ？　何を言ってるの……？」
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「環たま江え、いいからあたしに任せて！」

「だって、だって……わたし、自分で服を脱いだんだよ？　希のぞ美みちゃんがそうしろって言ったから……！」

「何だって？」

　カズヤははっとする。

　もしかして、つまりオレは嵌はめられたのか？　オレを嵌めるために金かな越ごしを半裸で待たせてたってことか？

「……つーか、なんでそんな言われた通りに脱いでんだよ!?　おかしいと思うだろ、普通！」

　カズヤの問いかけに、金越はうなだれる。

「えーっと……そう、なのかもしれないけど……でも、わたし、希美ちゃんにもカズにゃんのこと信用してもらいたくて……」

「それがどうしてこういうことになるんだよ!?」

「カズにゃんが本当に信用できる人なら、わたしのメールを見てすぐにここへ来てくれるはずだろうって希美ちゃん言うから」

　まあ、女の子から大事な話があると言われたら、大抵の男はすぐ来てしまうのではないか。カズヤはそう思いつつ、

「でも、やっぱり半裸待機はおかしいだろ」

「服を脱いで待ってたのも、わたしがカズにゃんのことを本当に信頼してるならそれくらいできるだろうって……」

「そんな話に納得して、半裸で待機してたのか!?」

「わたし、カズにゃんのこと信じてたもん。誰かに見られる前にここへ来てくれるって。それに希美ちゃんも、カズにゃんが本当に来たら信用してくれるって言ったよ」

　そして、思い出したように顔を明るくする。

「ね、そうだよね、希美ちゃん。ほら、カズにゃんはわたしが危ない目に遭う前に来てくれたでしょ？　わたしのことを親身に考えてくれるの。占うらなってもらった時もそう。すごくいい人なんだよ！　希美ちゃんもこれで信用してくれるよね？」

「環江……違う、あんた騙だまされてるんだよ」

　希美は悲しそうに首を振って答えた。

「占い師なんて信用しちゃ駄だ目め。人の弱みにつけ込んで引っ搔かきまわしていくハイエナなんだよ、こいつらは！」

「はあ？　それオレのことか!?」

「そうだよ、ハイエナ野郎」

「オレは占い師じゃねえ！」

　だが、希のぞ美みは決意の表情で、カズヤの言葉になど耳を貸さない。

「でも、もう許さない。あたしがそうはさせない。環たま江えはあたしが守るんだ」

「おい！　シカトこいてんじゃねーよ！　オレは幽ゆう霊れいとか占うらないとか大嫌いなんだよ！」

　カズヤが吠ほえる。

「何言ってんの、あんた？　環江から聞いたよ。環江の手相を見て、もっともらしいこと言ったんだろ？　それで環江、すっかり騙だまされて……」

「わ、わたし騙されてないよ!?　カズにゃんの言う通りにしたら、本当にオーディションに受かったんだよ？　わたし嬉うれしくて……。カズにゃんって凄すごいんだよって希美ちゃんにもわかって欲しかっただけなのに」

　金かな越ごしの言葉に、希美は一いつ瞬しゆん、唇くちびるを嚙かんだ。

「……ほら！　やっぱり騙されてるよ！　占い師なんか信じてるもんな！」

　そして視線をカズヤに移し、

「環江みたいな子を騙して食い物にしようなんて、絶対に許さない！」

　カズヤはその向けられる敵意に苛いら立だちを隠せない。

「何だぁ？　つまりおめーはオレが占い師だから、悪い奴やつに違いないって言いてーのか？」

「ああ、そうだよ」

「じゃあ、オレは占い師じゃねーから悪い奴じゃない。これでいいか？　簡単な話じゃねーか！　人のこと占い師呼ばわりしやがって……おめー、どう落とし前つけるつもりだ？」

　カズヤは鋭するどく睨にらみ付けた。が、希美は怯ひるまない。

「何その言い逃れ？　あんた、あたしを脅おどせる立場だと思ってんの？　これ、忘れてんのかよ？　インチキ野郎」

　希美は手にしたデジカメをもう一度カズヤに突き付けるようにする。

「こいつを警察に持ち込めば、あんたおしまいなんだからな。この性犯罪者！」

「てめー……！　環江を囮おとりにして汚ねえ真ま似ねしやがって！　それでも友達か!?」

「インチキ野郎に言われたくないんだよ！　環江を守るためにやったんだ、あたしは！」

　と、やり取りの途中でカズヤの背後から小さな声が上がる。

「……あ、こっちか。すみません、この子です」

　ヒミコだった。

「よくない運命に陥おちいりかけている気配、この女の子から出てるみたいです」

「うるせー、今は黙だまってろ！」

　カズヤは大声を出してしまう。頭に血が上っていた。

「大体、環江を守るとか言っといて、こんな夜の公園で半裸にさせるったぁ何なんだ！　どんな変態野郎が手を出してくるか分かんねーんだぞ!?　何やらせてんだ、てめえ！」

「変態はあんた自身だろ！　影から見てて知ってんだぞ！　あんた、環江の胸、ガン見してただろが！　スケベ野郎！」

「見てねーよ！　……そんなには。つーか友達の半裸写真撮って、それを証拠にするってのか？　サツの連中にそれを晒さらすってことか？　大した友達だな、おい？」

「話をすり替えるな、チンピラ！　環たま江えを守るには、あんたをこの街から追い出すのが一番なんだ！」

「もう止やめて！」

　金かな越ごしが叫さけんだ。カズヤと希のぞ美みの間に立って、両手を突っ張らせるようにしている。

「喧けん嘩かなんてしないで。希美ちゃん……」

　金越に見つめられて、希美は鼻白んだよう。言葉を途切れさせ、金越を見つめ返す。と、ふと視線を逸そらしてしまった。

「……環江は黙だまってて。あたしがこいつとは片をつけるから……」

「希美ちゃん！」

　強い口調で言われて、希美はびっくりしたように向き直る。

「……それを渡して」

　金越が手を差し出した。希美は吞のまれたようにデジカメをその手に渡す。渡してから、

「……何するつもり？」

「こんなの止めようよ。このデータ消すよ？　人を脅おどすような真ま似ね、希美ちゃんには似合わない。ね？」

「環江、あんた、そこまで……あたしよりこのインチキ占うらない師の方を信じてるってこと？　そいつは人を陥おとしれる占うらない師だって言うのに……！」

「だから希美ちゃん、違うんだよ、カズにゃんはそういう人じゃない……」

「もういい！　環江はわかってない！　騙だまされて、洗脳されちゃったんだ！　もうあたしの声なんか届かない……！　ばか！　大嫌い！」

　悲痛な叫さけび。そして、

「……あんた！」

　希美はカズヤをギッとばかりに睨にらんできた。

「環江をここまで誑たぶらかして……絶対に許さない！　話し合いでどうにかしようとしたあたしがバカだった。もう……やってやるから覚悟しとけ！」

　吐はき捨てる。そして、背を向けて駆かけ出していってしまった。

「てめー、何逃げてんだ!?　詫わび入れてけや、こら！」

　カズヤは追いかけようとした。が、突っ立っている金越の様子が気になって足を止めてしまう。

「おい、どうした」

「希美ちゃんが……どうして？」

　途方に暮れていた。ショックが大きかったようだ。カズヤはそのまま金かな越ごしを見捨てていくわけにもいかず、頭を搔かく。

「あー、何なんだよ、あいつ？　オレのこと目の敵かたきにしやがってムカつくったらねえぞ」

「……こんなのおかしいよ！　ねえ、カズにゃん！　希のぞ美みちゃんを何とかして！　わたしの大切な友達なの！　カズにゃんの占うらないで……希美ちゃんを元に戻してあげて！」

「いや、そう言われてもな……」

　カズヤは金越の勢いにたじろいだ。そして、

「まあ落ち着け。とりあえず服着ろ。話はそれからだ」

　金越はベンチに座り込んだ。ぺたん、と力ない尻しりもちのような座り方。肩を落とし、しゃくりあげる。

「……希美ちゃんに嫌われちゃった……」

「ちょっと待ってろ」

　カズヤは自動販売機へと向かった。

　がこん、という音が二度響く。

　右手にジュース。左手にコーヒー。カズヤは右手の方を金越に向けて差し出した。

「冷やし飴あめ、うめーぞ」

　自らはコーヒーを飲みつつ、

「……少しは落ち着いたか？」

「うん……」

「話してみろよ。あいつ、希美って言ったか？　友達なんだろ？」

「……そう、わたしの友達。希美ちゃん。鹿か住ずみ希美ちゃんっていうの。わたしがどんな失敗をしてもいつも庇かばってくれた、たった一人の友達だよ。学校でわたしがバカにされてた時、本気で怒ってくれたんだ。そう、いつだってわたしの味方をしてくれた……」

「じゃあ、どうしてその友達がオレを嵌はめようなんて考えたんだ？」

「わかんないよ……！　何で希美ちゃんがあんなことしたのか……わたしはただ希美ちゃんにもカズにゃんを紹介しようとしただけなのに。何であんなに怒ったの？　……わたし、希美ちゃんに見捨てられちゃったのかな？」

「……おめーはどうなんだ？　あの女のこと嫌いになったか？」

「え？」

「見捨てられたから、あいつのこと嫌いになったか？　もう二度とあいつの顔を見たくないって思うか？」

「そんなことないよ！　わたしが希美ちゃんのこと嫌いになるわけない！」

「……そっか。おめーは信じてるんだな……。じゃ、それでいーんじゃねーの？　おめーが好きなら、好きなまんまでいればいいだろ。相手に嫌われたからって、その気持ちは揺ゆるがない。そうだろ？」

「……えーっと……それで、いいの？　かな？」

「まあ、こっちで考えたってどうにもならねーこともあるだろ。気にしすぎるのも良くねーよ」

　カズヤはコーヒーを飲み終わると、その空き缶を放り投げた。弧を描えがいてゴミかごに吸い込まれる。甲かん高だかい金属音が鳴った。

「……で、気にしないといけない奴やつ等らが来ちゃったな。このタイミングで来るってことは……」

　カズヤは頭を上げ、周囲に目を配る。

　じゃり、という微かすかな音がまず耳に届いた。それから闇やみに紛まぎれた人影がいくつも見えてくる。低い含み笑い。

「いたぜ」

　目に見えるのは五人だ。それぞれ思い思いの服装をしている。統一感はない。が、その纏まとっている雰ふん囲い気きは皆同じだった。

　嬲なぶろうという者の目。自分達の優位を微み塵じんも疑っていない。さあこれから踏ふみ躙にじってやろうという余裕。

「……これでおしまいだ」

　五人の背後から、希のぞ美みが姿を現す。相変わらず、刺すような視線をカズヤに向けてきていた。

「あんたはこいつらに叩たたきのめされる。そして、これから環たま江えに近付いたら、その度に襲われることになる。体で覚えろ。この街にいる限り、あんたはこいつらの標的になるんだ」

「希美ちゃん!?　誰、この人達!?」

　金かな越ごしは心底驚いているようだ。こんな柄の悪い連中と鹿か住ずみ希美が知り合いらしいことに、少なからぬ衝撃を受けていた。親友の知られざる一面を見てしまったというところか。

　カズヤは眉み間けんにしわを寄せる。

「何か裏がありそうだな。久し振りだなこういうのも。いいぜ、かかってこいよ」

　柄がらの悪い連中が笑い出した。

「こいつ何か言ってるぜ？」

「かかってこい、だとよ！」

「かぁーっこいいー」

　カズヤは身構えている。ボクシングスタイルだ。

「……体に聞いてやるしかねーみてえだからな」

「随ずい分ぶん調子に乗ってるね。インチキ占うらない師」

　希美が言う。その希美に対してカズヤ、

「こんな奴等とどうやって知り合った？　おめー、チンピラと関わりがあるようには見えなかったんだけどな」

　鹿住希美は冷然と返してきた。

「親切な人がいてね。あんたみたいなクズを潰つぶすのに色々力を貸してくれてるんだよ。こいつらもその人が用意してくれた」

「誰だ、そいつ」

「話は終わり。話し合うなんて馬ば鹿かげてたって、あたしさっき言ったよ」

　そして、従えた五人に対して、

「やって」

　五人は薄ら笑いを浮かべた。その内の一人が、

「で、あの女はやっちまってもいいんだよな？」

　金かな越ごしに向けてねと付いた視線を送ってきた。金越の身が竦すくむ。鹿か住ずみが顔をしかめた。

「ふざけないで」

「ふざけてねーよ」

　五人はニヤニヤして、

「こいつめんどくせーな、さっきから偉そうに」

「あの小僧潰したら、二人ともやっちまおうぜ」

　声を上げて笑う。下げ卑びた言動。

　それを目の当たりにしていたカズヤ、なるほどな、と一人頷うなずく。どうやら、希のぞ美みとこいつらは仲間ってわけじゃないようだ。それどころか……希美は奴やつ等らにとっては獲物の一人。

「……あんた達なに言ってんの？」

　鹿住希美が平板な口調になる。

「あたしが言ったのは、あのインチキ占うらない師を叩たたきのめしてくれ、ってだけ。あの子を助けるためにね。何のためにあんたらに頼んだと思ってんだよ」

「そうはいかねえんだな、これが」

　五人は薄ら笑いを浮かべたままだ。だが、その薄ら笑いの対象は今や鹿住希美になっている。

「俺達が頼まれた話じゃ、こいつを犯罪者として葬ほうむれって話だった」

　金越にねと付いた視線を送っていたチンピラが、今度はカズヤを指して言ってきた。

「つまり、何かこいつに罪を被せねえといけねえわけだ。もちろん、こいつが言われるまでもなく悪いことでもしてくれりゃ何の手間もかからねえんだけど。おい、小僧、何か悪いことしろよ」

「あほか、しねーよ」

　カズヤが素っ気なく返すと、チンピラはやれやれといった風に首を振り、

「これだ。なあ、素直にこいつがやってくれりゃ俺達もこんなことしないで済むのによ。仕方ねえから、代わりに俺達がやってやるよ。〝悪いこと〟を」

　薄ら笑い達が今度は声を出して笑った。面白い冗談のつもりらしい。別に面白くもないカズヤは、鼻で笑うだけに留めた。

　だが、それだけで済ませられなかったのは鹿か住ずみ希のぞ美みだった。声を高める。

「な、何の話してんだ？　誰が犯罪者として葬ほうむれなんて言ったんだよ？　それにこいつは詐さ欺ぎ師しだ。占うらないで人を騙だます。十分犯罪者だろ」

「詐欺師よりも婦女暴行野郎の方がクズっぽくていいだろ？　そいつが女襲ってたから俺おれ等らが袋ふくろ叩だたきにして助けてやりました。これなら筋道立ってる。詐欺師が女騙してたんで俺等が袋叩きにしてやりました、よりは袋叩きにする理由がある。そう思わねえ？」

「……要は、理由をつけて女を襲いたいだけだろ、おめーら」

　カズヤが指摘してやると、チンピラは大きく頷うなずいた。

「まあ、そういうことでいいや」

「……ふ、ふざけんなよ……！」

　鹿住希美が腹の底から絞しぼり出すような声を出す。震えていた。

「お、お前ら、あたしが何のためにこんなことしてると思って……！」

　ニヤニヤ笑うチンピラ達を前にして、竦すくんでいるのが目に見えた。手を出してはいけないところに手を出してしまったという思い。思い通りにならず、予想外の悪い方向へと向かっていく怯おびえ。気持ち的にはぼろぼろだろう。だが、それでも鹿住は精一杯振り絞って、

「こ、この屑くずども！　帰れ！　環たま江えに手を出すな！　お前らなんかにもう頼まない……！」

「怯えちゃって、かぁーわいいー」

「いいねえ、もっと強がり言ってくれよ」

　カズヤは頭を搔かいた。そして、希美に向けて言う。

「どうだ。これがおめーの望んでたことか？」

「……くっ……」

「友達のためにチンピラ呼び込んでオレをぼこらせたかった。その結果がこれだ。こうなる覚悟はあったんだよな？」

「う、うるさい！　あたしは……環たま江えのために……」

「おい、何話してんだよ？　小僧、誰も口開いていいなんて言ってねえぜ？」

　チンピラがカズヤを脅おどすように言う。が、カズヤは取り合わない。

「覚悟もねーくせに、人をぼこらせようとしてたんじゃねーだろうな？　自分も同じ目に遭うって覚悟もなく力に頼ったんなら、そのしっぺ返しにあうのも自業自得ってもんだ」

「あんたなんかに何がわかる……！　もうこうするしかなかったあたしの気持ちなんて……！」

　無視されていたチンピラが、

「ごちゃごちゃうるせんだよ」

　ぱん、と高い音が響いた。鹿住希美の頰ほほが張られていた。薄ら笑いのチンピラ達は鹿住の体をがっちりと摑つかみにかかる。

「なあ、シカトすんなよ？　別にいいんだぜ？　あの女の代わりにお前がやられ役になるってんなら。どうする？」

「……あ……う……うそ、こんな……！」

「お嬢じようちゃんが粋いきがって俺達なんかに絡からむからこういうことになる。いい勉強になったな？　これからもっと別のお勉強の時間だ。楽しいぞ？　主に俺達が」

「……そんな……どうして……」

　鹿か住ずみはうなだれる。

「やめて！」

　金かな越ごしが悲鳴を上げた。その声で鹿住が頭を上げた。

「……わかった……あたしがやられ役でいい……だから、あの子は許して……！」

「希のぞ美みちゃん！」

「お、いいねえ。同意成立だ！」

　チンピラ達はげらげらと笑う。

「あの、すみません！　あの子、物もの凄すごい不幸な道に入り込んでます！　今すぐ占うらなってあげて……！」

「見りゃわかるよ、黙だまってろバカ」

　背後からの囁ささやき声を黙らせて、カズヤは前に出た。頭を搔かく。

「あのな……。おめーら、なんか勘違いしてねーか？」

「あ？」

　カズヤの言葉にチンピラが虫でも見るような眼めをしてきた。カズヤは、ふうっ、とバカを相手にするため息を吐ついた。

「オレに罪をおっ被せて袋ふくろ叩だたきにするためにそいつをやろうってんだろ？　じゃ、意味ねーよ。おめーらはオレを袋叩きになんかできねーんだから。むしろ全員この場で死んじゃうし？」

「小僧が粋いきがるんじゃねえよ。そろそろやっちまうぞ」

「おめーらにオレは倒せねえ」

　そう聞いてもまだ弛し緩かんした様子のチンピラが二人、前に出てきた。

　カズヤは左に踏ふみ出した。目の前に迫せまっていたチンピラの右みぎ顎あごを打ち抜く。首の骨が折れたのかと思うほどそいつの頭が傾かしいだ。そのチンピラは顔面から前のめりに倒れる。

　カズヤは更に腰を捻ひねって、右から来たチンピラの側頭部を掌てのひらで張り飛ばした。

「……耳が!?」

　そのチンピラは悲鳴を上げて転げ回る。

「て、てめ……」

　チンピラ達の顔色がようやく変わった。

「どうした、かかってこいよ」

　と、背後から忙せわしない囁ささやき声が、

「すみません、今日のカズっちさんの運命を占ってあげます！　背後に注意！　右に移動すると吉です！」

　カズヤは反射的にその声に従ってしまった。右に飛び退のく。それまでカズヤのいた空間を角材が通過していった。狼ろう狽ばいした声が上がる。

「な!?」

　完全に死角から、角材が振り下ろされていた。当たっていたら頭を割られていただろう。薄ら笑い五人のほかにもう一人、カズヤ達の後ろに回り込んでいた奴やつがいたのだ。しかも武器を持った奴が。五人に注意を引き付けて、不意を討うとうとしていたらしい。チンピラが喚わめく。

「てめえ!?　見えてたのか!?」

「……見えてねーよ」

「は？」

　チンピラは意味がわからず、戸と惑まどった様子。

　ヒミコの声に助けられた格かつ好こうだ。カズヤは不ふ貞て腐くされた声を出さざるを得ない。幽ゆう霊れいなんかに助けられるとは！

　そして、

「つーかこれ、占うらないじゃねーだろ！　気付いたか気付いてないかだけの話じゃねーか！」

「すみません、でもお役には立ってますよね？」

　ヒミコは囁いてきた。

「くっそ……幽霊の言うことなんか聞いちまった」

　チンピラ達は吞のまれたように立ち尽つくした。死角が生じていた。タイミングの死角というやつだ。まさか!?　という虚きよ。その一いつ瞬しゆんをカズヤが逃すはずもない。

　三連撃。

　角材を持っていたチンピラが腹を押さえ、げえ、と吐と瀉しやする。希のぞ美みを摑つかんでいた二人のチンピラはもたもたしている間にこめかみを打ち抜かれて昏こん倒とうした。最後に残った、一番口数の多かったチンピラは、

「あ？　どこへ逃げやがった？」

　カズヤが険しい目付きで見回すも見つからない。

　と、カッ、とライトがカズヤに浴びせられ、カズヤは目を細める。

　爆音が響いた。断続的なエンジン音。

「轢ひき殺してやらぁ！」

　残りの一人はバイクにまたがっていた。公園内にバイクで乗り込んだらしい。

「これでも食らえ！」

　甲かん高だかいエキゾースト音を轟とどろかせながら、バイクが突進してくる。カズヤ、ぴくりと片かた眉まゆを上げて一言。

「くそが」

　バイクとカズヤが交差する。

　吹き飛ばされた。

　チンピラがバイクの上から。

　あろうことか、カズヤは突っ込んでくるバイクに向かって跳ちよう躍やくしたのだ。そして、バイクを飛び越えた。その際、カズヤの飛び蹴げりがチンピラの顔面にめり込んでいた。

　乗り手を失ったバイクが空むなしく軋きしみながら横転する。

　その乗り手はゴミかごに激突して騒そう々ぞうしい音と空あき缶をばらまいた。

「寝てろ。こっちはまだやることがあるんだよ」

　カズヤが吐はき捨てる。

　残ったのは、呆ぼう然ぜんと立つ鹿か住ずみ希のぞ美みだけだ。

「え？　……あ」

　近付いてくるカズヤを前にして、目を閉じ、身を竦すくめてみせる。

　カズヤは、あー、と首筋を搔かきながら、

「……大丈夫か？」

　鹿住希美は目を開き、まじまじとカズヤを見つめてきた。困こん惑わくの色。

「……あたしもこいつらと同じように殴なぐるんじゃないの？」

　カズヤは黙だまってへの字口。色々頭の中で迷ったが、最後にはため息とともに、

「あー、くそ！　しょうがねえなあ……あの、なんだ、あいつに頼まれたからよ」

　と、金かな越ごし環たま江えを指した。

「おめーを占うらなってやってくれって。……だから、おめーはオレが手相見終わるまで、何だろ、客？　客なわけだし、こいつらに連れてかれると面倒だったから、こいつらはぶっ飛ばした。何か文句あるか？」

　ぎろり、と睨にらみ付ける。

「勘違いすンナよ？　別におめーを助けたわけじゃねーから。オレの都合だから」

　すると、背後からヒミコが囁ささやいてきた。

「すみません、では早速この子の左手を見てあげてください。あと、カズっちさんはもっと素直に、思った通りにした方がいいと思います」

「あ？　オレはいつだって素直だろーが」

「余計なこと言うようですみませんけれど、カズっちさんは人を助けたり優しくするの、格かつ好こう悪いと思ってませんか？　どうせ下心があって助けたり優しくしてるんだろ？　と思われたら格好悪い、みたいな？　そういえば、カズっちさんが幽ゆう霊れいのことを嫌いになったきっかけって、クラスの飼育係の女の子のことを助けたいと思ったからでは……」

「うるせ、燃やすぞ」

　カズヤは小さく毒づく。そして、目の前の鹿か住ずみ希のぞ美みに言う。

「いや、おめーに言ったんじゃねーからな。とにかく、オレはおめーの手相を見なきゃなんねーの。そのためにこいつらぶっ飛ばしたわけだからな。……でなきゃ、オレ何のためにこんなことしたのかわかんなくなっちゃうし。しょーがねーんだよ。さ、左手出せよ」

「……やだ。あたしは占うらないとか大嫌いなんだ。占い師なんて憎にくくて憎くてたまらない……はずなのに……」

「うるせ、燃やすぞ、５秒以内に」

　カズヤは嫌いやなことはさっさと済ませたいかのように、強引かつ素早く鹿住希美の手を取った。

「あ、やめ……」

　鹿住は怒ったのか顔を朱しゆに染める。が、振りほどこうとはしなかった。

　早速、背後のヒミコが、ほうほう、と手相を鑑定し始める。

「すみません、拝見しますね……。

　感情線の先端が二ふた股またに分かれてますね。真ま面じ目めな方です。浮気とか絶対にできない、一途なタイプでしょう。大好きな相手に献身的。責任感は強いです。

　他にパッと見で特徴的なのは運命線でしょうか。生命線の中央から伸びていますね。何事にも一いつ生しよう懸けん命めいに努力する相です。これは子供の頃から身に備わったものでしょう。この二つの特徴を踏ふまえるに、子供の頃から正義感が強かったのではないでしょうか」

　幽ゆう霊れいの言葉を受けて、カズヤは感想を述べる。

「へー、おめー随ずい分ぶん真面目な頑張り屋なんだな」

「な……」

「そうだよ、希美ちゃんはいつも頑張ってくれるんだ」

　言い淀よどむ鹿住の代わりに金かな越ごしが答える。

　と、ヒミコが本気出しますねーの一言とともに光を発し始めた。ニュッと大きくなり、

「……裏切りの相なり」

　ニュッと一言。何だ突然？　とカズヤは眉まゆを顰ひそめる。

「月げつ丘きゆうを見よ。そこから伸びた線が運命線を横断している。信じていた者に裏切られて大きな傷を負ったことを表している。最近のことにあらず。随分以前に、この者は裏切られておる。……家族に」

「おめー……昔、家族になんかあったのか？」

　カズヤの問いに、鹿住希美は押し黙だまった。

　その沈ちん黙もくの間、カズヤは鹿住希美の掌てのひらを見ていて、おや？　と思うことがある。と、鹿住希美が抑よく揚ようのない声で喋しやべり出した。

「……お前らのせいだ」

「あ？　なんだ？」

「お前らのせいじゃないか！　汚い占うらない師め！　お父さんを騙だまして家をめちゃくちゃにした！　悪いことが起きるのは祖先の霊れいがどうだこうだってお父さんを脅おどして……お金も家も全部奪っていった！　お父さんはとっても優しい人だったんだ……そこにつけ込まれて……。どうしていい人が騙されてバカにされなきゃいけないんだよ！」

　鹿か住ずみ希のぞ美みはカズヤを睨にらみ付ける。カズヤは口元を歪ゆがめてしまう。

「……オレだって占いなんか……」

「占いで人を騙すような奴やつ等らはみんな地獄へ落ちればいい」

「ちょっと待てよ。占いだからって、何でも悪いみてーに言うな。あれだ、占ってもらうことで安心するってのもあんだよ。心の平穏のために占いが役に立つ……」

　光っているヒミコが、ほう？　と声を上げるのが聞こえた。面白がっている風だ。そして、カズヤもはたと気づく。

　何でオレが占いなんぞの擁よう護ごみたいなこと言ってんだ。しかもこれ、前にヒミコが同じようなこと言ってたぞ。いつのまにか、オレはヒミコの言うことを頭の中に入れちまってたってのか。

　カズヤは思わず口にした。

「……占いがウソだったとしても、それはそいつのことを考えた優しいウソだってこともある……」

「詐さ欺ぎ師しの理屈だろ、それ！」

　鹿住の言葉はオレの言葉だ。オレと同じようなこと言ってやがる。

　カズヤはそう感じた。感じた上で、考える。

「……確かに、おめーが占いを憎にくむのもわかる。でも、占いで救われる奴もいんだよ。全部いっしょくたに否定することねーだろ？」

　カズヤが見ると、金かな越ごし環たま江えが大きく頷うなずいていた。

「うん、そうだよ。希美ちゃん」

　カズヤは続ける。

「占いで前向きな気持ちになって、物事に取り組めるようになる奴もいるんだ。……先がわからなくて何だかもやもや不安だからこそ、将来を信じたい。そういう思いも認めてやっちゃくれねえか」

「……でも……占いなんて噓うそっぱちだし……」

「それに、手相見るとおめーの運勢、悪いもんじゃねーぜ」

「え？」

「これ、運命線っつーらしいんだけどよ。その横に並んで短い線があんだろ。オレにもあるんだ、これ。で、これがあると不幸なことがあっても必ず助けてくれる奴が現れるんだとよ。おめーにはそういう風に思ってくれてる奴やつがいるんだよ、ちゃんと。言ってみりゃ、すごく大事なダチがいるってことだ。すぐ近くにな」

　カズヤは鹿か住ずみ希のぞ美みの背後に頷うなずきかけてやった。そこには金かな越ごし環たま江えがいる。

「どうだ？　この占うらないは噓うそっぱちか？　おめーにはそんなダチはいねーっていうのか？」

「で、でも、あたしは環江を騙だまして危ない目に遭わせるところだった……」

「そんなの関係ないよ！」

「環江……」

　少女二人は向き合った。金越環江の方が、無言で抱き付く。心を吐と露ろするように吐はき出した。

「……希美ちゃんが無事で、本当に良かった……！」

「環江……！　ごめんね……本当にごめん……ごめんねごめんね……」

　鹿住希美もその両手の中に金越環江を抱きかかえる。

　やれやれ一件落着か、柄にもねーことしちまった、とカズヤが肩を竦すくめたところで、

「すみませんけれど、お見事でした」

　ヒミコが囁ささやいてきた。もう光ってはいない。だが、その表情はニコニコと光り輝いていた。

「以前、わたしが言った姉妹線のことをちゃんと覚えていてくれたんですね！」

「ああ、まあな」

「しかも、カズっちさん自ら占いをして、その中で使ってくれるなんて。本当にすみません。ありがとうございます」

「べ、別にオレが占ったわけじゃねーだろ。ただ、思い出したから、おめーが言ったことに付け加えただけで……」

「わたしのこと信じてくれてるんですね。恐縮しちゃいます」

　良い笑え顔がおで言われて、カズヤそっぽを向く。

「ああ？　どうしてそうなるんだよ!?　しらねーよ！」

「カズっちさんも占い師として成長しているというか……おめでとうございます！　これなら免許皆かい伝でんももうすぐです！」

「……ちょっと待て。なんでオレがおめーの弟で子しみたいな扱いになってんの？」

「差し出がましいこと言うようですけれど、占い師の資格を取ったら就職に有利ですよ？　一流の幽ゆう霊れいに取り憑ついてもらえます。あ、でも、わたしがもう取り憑いてるからいらないですね？」

「あー、くそ！　ふざけんなよてめー！　出てくんじゃねーよ！」

　カズヤは頭の中で猛もう烈れつに自問する。

　幽霊とか占いとか、そういうの大嫌いだったはずなのに……。幽霊の言うこと聞いちまうわ、占いの肩持っちまうとか……何やってんだオレ？

　ヒミコは大層嬉うれしそうに謝ってきた。

「すみませんすみません。もう諦あきらめてわたしを受け入れてくれて本当にすみません」

「受け入れてねーよ！　勝手に既成事実化すンナ！」

「でも、占うらないで後ろから襲われるのを予言して助けたりとか、わたしお役に立ったでしょう？　今度からわたしのこともっと信用してくれますよね？」

　そう言われて、カズヤは頭を搔かきむしりたくなる。

　それだよ、くそが。一番むかっ腹がたつのは。幽ゆう霊れいの言うことなんか聞かねーつもりだったのに！　こいつ、ぜってーオレになんかしただろ？　オレ、どうしちまったんだよ！

「……わたし、本当にカズっちさんのお役に立てて嬉うれしいんです」

　ヒミコが満足げなため息を吐ついた。

「大事な人の役に立てるって、凄すごく嬉しいことじゃないですか」

「お、おめー、何言って……」

　突然殊しゆ勝しようなことを言われて、カズヤはどう返していいかわからない。

「……バカじゃねーの？」

　誤ご魔ま化かすように小声で呟つぶやくくらいしかできなかった。

「すみません。でも、幽霊の言うことは素直に聞いておくものです。カズっちさんにとって、幽霊の囁ささやきに従うというのは良心に従うってことですから」

　は？　とカズヤは背後をまじまじと見てしまう。何言ってんだこいつ？　という目。

「幽霊の言うことなんか絶対に聞かない、と頑かたくなに拒こばむのは良心を捨て去るも同然ですよ。さあ、わたしを信用してください！　幸福になれますよ！」

「……誰がするか！　そういう胡う散さん臭くさいところが嫌いやなんだよ！」

「……あんた、さっきからなに独ひとり言言ってんの……？」

　気持ち悪そうな目で見られて、カズヤは我に返る。鹿か住ずみ希のぞ美みが疑わしげに睨にらんでいた。

「カズにゃんはたまにこうなるんだよ」

　朗ほがらかに金かな越ごし環たま江えが言ってきた。こんな病気なんか気にしない気にしない、とでも言いたげ。

　カズヤは、えー、あー、と上を見ながら言葉を探し、

「あー、その……何だよ？　もういいだろ？　まだオレに文句言いてーのか？」

「そうじゃないけど……」

　鹿住希美はぶっきらぼうにもじもじする。

「あんたに言いたいことがあって……」

「だから何？」

「……あんた、北きた大おお路じって奴やつに恨うらまれることでもしたの？」

「は？」

「……今回のこと、あたしにあれこれ教えてくれたのは北大路って奴で……手て筈はずとかやり方とか色々と協力してくれたんだ」

「なんだと？」

　北きた大おお路じって……あいつのことか？　と、カズヤは心当たりを思い浮かべる。

　そのカズヤの背後で、あの人が……、とヒミコが呟つぶやくのが聞こえた。

「……そいつがこんなことをお膳ぜん立たてしたってことか？」

「うん。このチンピラ達を用意してくれたのもあいつだし」

「どうして……？」

「……今思うと……あんたを嵌はめようとしてたのかも。気をつけた方が……」

「そうか。で、何でそんなことオレに教えてくれるんだ？」

「いやっ!?　別にあたしは!?」

　鹿か住ずみ希のぞ美みはポニーテールをぶんぶん振りながら、

「別にあんたが北大路にどうされようが気にしないけど!?　でも、ちょっと気になったから言っただけだよ!?」

　どっちだよ、とカズヤは突っ込むのも忘れて考え込む。

　北大路。北大路幹みき泰やす。久く城じよう明あ日す香かの婚約者。なんでオレなんかを狙ねらう？　オレ、少なくともあいつに狙われるようなことしてねーと思うんだけど……。

　カズヤは訳がわからなかった。

　けれど、もしこの時カズヤが背後を見ていれば何事か感じ取ることはできたかもしれない。カズヤの背後に立つヒミコの表情。それは沈んでいた。










　　　４　元ヤンVS新興企業家




「てめえ、そんな話が通ると思ってんのか？」

「法的には何の問題もありません」

「法律の問題じゃねえんだよ。俺達に断りもなく八や俣また町の再開発とか舐なめてんのか？　って話をしてんだから。しかも、聞いた話じゃてめえ、ことごとくうちのシマを潰つぶすような計画立ててるらしいな。いや、うちだけじゃねえ。八俣町の歓楽街全部が更地になっちまう。てめえ、この町を潰すつもりか？」

「そういったお話しは極ごく東どう会かいの白しろ田たさんにお任せしていますので」

「……白田の奴やつが？　聞いてねえな」

「それはそちらの問題でしょう。私どもとしましては粛しゆく々しゆくと手続きに則のつとり、事を進めておりますので。私にそういった苦情を持ち込まれてもお役には立てないかと」

　ドスの効きいた声とそれに対する慇いん懃ぎんな声が聞こえてくる。カズヤは眉まゆを顰ひそめた。

「おい、なんか先客がいるんじゃねーの？　いいのかよ、オレが入って」

　それに対して、北きた大おお路じの秘書だという男は、

「はい。社長の指示ですので。あなたをそのままお通ししろ、と」

　感情の起伏を交えず答えてきた。

　何企たくらんでやがる。カズヤは内心の疑いをそのまま表情に出してやった。

　北大路に呼び出されてここまで来たが、それは決して奴やつを信頼しているからではない。問い詰めるために来たのだ。

　そんなカズヤの渋じゆう面めんを見ても、秘書は愛想笑いを浮かべるでもなかった。そして、躊躇ためらいも見せずノック。

「社長、叢むら雲くもカズヤ様がいらっしゃいました」

「丁度いい、入ってもらってくれ」

　カズヤは秘書に先導されて室内へと入る。そこは壁の一面が窓ガラスとなった大きな部屋だ。ガラスの外には八俣町全体の夜景が広がっていた。

「おい、こっちの話はまだ終わってねえ」

　大きな机の前に男がいる。派手な背広に開かい襟きんシャツを着た場違いな男だ。室内の重厚な調度品に比べて浮いている。その男に言われた若者が、落ち着いた声でそれを制した。

「極東会の志し村むらさん、でしたか？　もうお話しすることはないと思うのですが」

　ラガーマンのような体格。表情に浮かんだ余裕。あしらう、というのはこういうことか。そんなお手本のような態度で、

「何かご都合の悪い点があれば、それはあなたのところの白田さんとよく話し合ってください」

「なるほど。てめえ、白しろ田たを抱き込みやがったな？　だが、調子に乗らない方がいい。こっちは極道なんだ。いつでもタマ捨てる覚悟はできてんだぜ？　シノギをぶっ潰つぶされるってのに、俺達が黙だまって見てるなんてあり得ねえんだからな。虚こ仮けにされたままイモ引いたら面子メンツが立たねえんだよ」

「その言動だけで、こちらは脅きよう迫はくされたと届け出ることも可能なのですが、そこら辺ご理解いただけていますか？」

　そして、今度はにこやかにカズヤを迎えた。

「ようこそ。よく来てくれました」

「突然のお呼ばれ、ありがとよ、とでも言えばいいか？」

　今日、カズヤはリムジンなどというものに初めて乗った。もっとも、同じ八や俣また町の中にあるここシャベルタワーまでの送迎だからものの５分も乗車していなかったわけだが。

　派手背広の男が眉み間けんにしわをよせてカズヤを見ていた。そして、思い当たったのか、

「てめえ……誰かと思えばスターライトのボーイじゃねえか」

　カズヤも思い出す。この男、以前会っている。自分がスターライトに逃げ込んだ時、追いかけてきたヤクザ者。そのヤクザ者、

「何でてめえがこんなとこに？」

　それはカズヤこそが最も聞きたいことだった。突然、北きた大おお路じに呼び出されて、ほとんど有無も言わさず連れてこられたのだ。

　カズヤは派手背広のヤクザ者には答えず、

「オレに何の用なんだよ」

　北大路に問いかけた。その口ぶりには不信感がある。金かな越ごし環たま江えや鹿か住ずみ希のぞ美みを使って自分を嵌はめようとした相手だ。婦女暴行の濡ぬれ衣ぎぬを着せられるところだった。何のために嵌めようとしたのかはわからないが、親密な気持ちになれないのも当然だろう。だが、カズヤは疑念を抱いだきつつも呼ばれるままにここまで来た。北大路の真意を確かめる。そのつもりもあって呼び出しに応じたのだ。

　実のところ、こうして呼び出されなければ、自ら北大路の居場所を探し出して乗り込んでいたかもしれない。

「何のためにオレを呼んだんだ？」

　繰り返し問うカズヤに、北大路は親しみやすげに相そう好ごうを崩くずす。

「実はお願いしたいことがありましてね」

　だん！　と大きな音がした。机の上に短刀が突き刺さっている。

「……こっちの話はまだ終わってねえだろ？」

　派手背広のヤクザ者が北大路を睨にらみ付けていた。普通なら竦すくみ上がってしまうだろう迫力だ。だが、北大路は最も早はや虫でも見るかのように、

「お引き取りください。警備の者を呼びますよ」

「ああそうかい。で、てめえが死んでから警備がやってきても意味あるのかい？」

「やれやれ、あなたのような人種はすぐ暴力を誇こ示じする。では、そちらの流りゆう儀ぎに合わせてさしあげましょうか？」

　北きた大おお路じが立ち上がった。小山が盛り上がったかのような体格。

「言っておきますが、僕はこれまであなた方のような暴力に傾倒する輩やからを何人も病院送りにしています」

「ほう、腕に自信あり、ってか？」

　ヤクザ者はむしろ楽しげに笑った。北大路は控え目に、

「趣味と鍛たん錬れんを兼ねてレスリングなどを少々」

「素人しろうとの生なま兵びよう法ほうは怖こえーな。勘違いして大怪け我がすることになる」

「まったく同意見ですね。僕は幾つかのレスリング大会で優勝した程度の腕前ですが、路上の喧けん嘩かなら誰にも負けないというただの素人はダメージコントロールもできない」

　ヤクザ者は室内のキャビンにちらっと視線を送り、

「そこら辺に飾ってあるトロフィーがその証あかしってことか？　おままごとだな。俺らみたいな世界で生きてる人間が、片手間にスポーツやってる人間に負けるわけにはいかねえんだよ」

　北大路は朗ほがらかに笑った。

「そう、あなたのような人だ。暴力しか他人に誇ほこるところがない、それに頼って生きてきた人達。善良な市民を威い嚇かくし、好き勝手に生きてきた底辺。そんな人達が僕に叩たたきのめされるととても面白い顔をします。資産や社会的地位で圧倒的に僕に劣っている人達が、唯ゆい一いつ僕より上だと信じていた暴力。けれど、それすらも僕に劣っていることがわかって、情けなく感じるようですね。自分はこいつに何一つ敵かなわないのだ、と。僕はその顔を見るのが嫌いじゃありません」

「随ずい分ぶん吹くじゃねえか、お上品な坊ちゃん？　どれだけおままごとしてきたのか知らねえが、そんなもん街の中じゃクソの役にも立たねえってことを教えてやるよ」

　事の成り行きにカズヤは顔をしかめる。派手背広に文句を言った。

「おい、喧けん嘩かなら後でしろ。オレはこいつに聞きてーことがあんだからよ」

「黙だまってろ、小僧。この前の落とし前をここでつけてやってもいいんだぜ？」

　北大路がため息を吐つく。

「嚙かみ付く相手を間違えていませんか、志し村むらさん。集中力がないのは精神的な疾しつ患かんか何かですか？」

　と、どやどやと男達が室内に入り込んでくる。柄の悪い兄ちゃん達の一団だ。先程の秘書がそいつらを室内に招き入れていた。それを見た派手背広、目付き鋭するどく、

「……白しろ田た、てめえ……」

「よう兄貴。熱くなってるみたいじゃないの」

　グラサンをかけた色黒の男が軽い口調で答えてくる。

「てめえ、どういうつもりだ？　それにそのガキどもは何だ？」

「どうもこうも、こいつらは俺の兵隊だよ。新しいシノギ、俺一人でやるのはダルいからさ」

「新しいシノギだと？」

「うん、そう。こちらの北きた大おお路じさんとよろしくやらせてもらってまーす」

「わかってんのか？　こいつ、俺達のシマを滅茶苦茶にしようとしてんだぞ？　俺達の街を潰つぶすつもりだ。そんな奴やつとつるんでどうしようってんだ？」

「古くせええ。ちんけなシマなんかどうだっていいじゃねえの。極ごく東どう会かいじゃ金を稼いだ奴ほど偉えらくなるだろ？　みかじめ料や賭と場ばでせこせこ稼ぐなんて、いつの時代のヤクザだよ、兄貴？　それにこれは若わか頭がしらも了承してることさ。極東会に金さえ入ってくれば文句ねえってよ。つまり、こちらの北大路さんは極東会の大事なパートナーってわけだ。で、兄貴？　その極東会のパートナー様に随ずい分ぶん吠ほえてたみたいだな？　いいのかい？　この人に手を出したら極東会を敵に回すってことなんだけど……マジでいいの？」

「俺はそんな話聞いてねえな。若頭がそんなこと了承するわけが……てめえ、なにを裏でこそこそやってやがるんだ？」

　グラサンの色黒はへらへらと笑う。

「んなこと気にしてる場合かよ？　兄貴、自分のケツに火がついてんぜ？　これまで散々世話になったよなあ？」

「てめえ……」

「さあ、俺達が見ててやるから兄貴！　思いっきり北大路さんに世間の厳しさってやつを教えてやってくれや！　兄貴は路上じゃ負けなしの喧けん嘩か屋なんだろ？　さっき偉そうに言ってたもんなあ？　おままごとなんか街の中じゃ役に立たねえ、って」

　そこでグラサンの色黒は堪こらえ切れずに、ぷぷっ、と吹き出した。

「ははは！　すげーすげー。かっけーよ兄貴！　そういうことキメ顔で言えちゃうのがすげーわ。街で伝説の鉄てつ拳けんヒーローとも五分に渡り合ったんだっけ？　マジすげえよなあ？」

　グラサンの色黒がそう問いかけると、取り巻き達が同意の声を上げた。

「すげえっす！」

「志し村むらの兄貴、マジぱねえ！」

　そして、笑い声。悪意のある笑いだった。

「ほら、下の奴らもこう言ってんだ。是ぜ非ひべんきょーさせてくれよ兄貴。その腕前、見せてくれや」

　派手背広のヤクザ者は自分の置かれた状況に思い至らせたのか、

「てめえら、俺にそんな口きいて後で覚えとけよ……」

「いいからやれってんだよ、兄貴！　極東会の看板に泥を塗るつもりならな！　兄貴は組の命令に逆らえるような奴やつじゃねえよな？　では北きた大おお路じさん、どうぞ！」

　グラサンの色黒に請こわれたような形で、北大路がデスクの前に出てくる。ゆっくりとした足取り。まるで怯おびえや気負いのような物が感じられない。表情もむしろ朗ほがらかに、

「さ、やりましょうか？」

　派手背広の表情が歪ゆがむ。何を悟さとったのか、だらりと無抵抗に両腕を垂らす。

「……汚ねえ野郎だ」

　北大路が突進していた。身を低くしてかいくぐるように。派手背広の体がくの字に曲がる。まともに北大路の全体重をぶつけられたのだ。二人は一いつ緒しよになって宙を飛び、床に激突した。倒れた派手背広の上に北大路がのしかかっている格かつ好こうだ。と、その北大路の体がくるりと回転した。

　鈍にぶい音がした。

「がっ！　……っ！」

　一声発した後、派手背広のヤクザ者は声にならない悲鳴を上げる。右腕があらざる方向へ曲がっていた。

　北大路がにこやかに立ち上がる。

「これでご理解いただけましたか？」

　そう言って、派手背広のヤクザ者の顔を覗のぞき込んだ。

「いい表情ですね。では、後は白しろ田たさんと話し合ってください」

「さすが兄貴！　開始５秒で終わらせるなんてな！」

「……っぐ……覚えとけよ……てめえら全員全殺し……」

「はいはーい。立ってください、兄貴？　北大路さんに迷惑がかかんだろ？」

　柄の悪い一団は派手背広のヤクザ者を引き摺ずるようにして部屋を出ていってしまう。残されたのは北大路とカズヤだけだった。

　北大路が笑えみを浮かべながら頭を下げてくる。

「やっと二人っきりになれましたね。立て込んでいて申し訳ない」

「……何の真ま似ねだよ？　オレにあんなもん見せたかったのか？　そのために呼んだんじゃねーだろうな」

「先程のあれは余興です。デモンストレーションに丁度よい相手だったものですから」

「デモンストレーション？」

「はい。わかりやすい形で僕とあなたとの立場の差をお教えしようかと思いましてね。僕はあなたより経済的にも社会的にも上の階層です。これはもうご存知ですよね？　更に今ご覧いただいたように、僕は体力面でも余人を圧倒しています。あなたが唯ゆい一いつ取り柄えとする暴力でも僕の方が強い。先程のパフォーマンスでおわかりいただけているとありがたいのですが」

「オレつえー！　って言いてーの？」

「大抵の人は僕よりもスペックが下ですから気にすることはないですよ」

　カズヤはイラっとする。

「何が言いてーんだ、ああ？」

「僕があなたより全てにおいて上だということ。それを言いたかったのです。まず弁わきまえておいてください。全てにおいて上の人間に対して、下の者は従うほかないんです。何も敵かなうものがないのですから。その上で、僕のお願いを聞いてもらえますか？」

「ふざけんな。誰が聞くか」

「うーん、困りましたねえ。まだご理解できていない？　お願いではなく命令という形の方が受け入れやすいですか？　それに、これからするお願いは、あなたにとっても利益になることなんですが。あなたに久く城じよう明あ日す香かさんをお任せしたいんです」

「……はあ？　何それ？」

「まずは彼女の恋人になっていただきたい」

　カズヤは目をつぶり、眉み間けんにしわを寄せる。

「……あー、頭膿うんでんのか？　何なんだよそれ」

「あなたは明日香さんにとって一番大事な人になるんですよ。彼女が最も信頼して頼りにする男。そういうものにあなたにはなっていただきたい」

「ばか、なんでオレがあのガキの相手しなきゃなんねーんだよ」

「ほう。つまり、あなたは彼女に好意は抱いだいていないということですか？」

「ああ、何かとうるせーし」

「ならばますます好都合。というのも、僕のお願いはこれからだからです。明日香さんがあなたのことを信頼しきったところで、彼女を裏切っていただきたい」

　カズヤは最も早はや北きた大おお路じが何を言いたいのかわからない。

「おめー、何がしたいわけ？　何の意味があるんだよ、それ」

「彼女があなたに失望して傷つく姿が見たいのです」

　北大路はにこやかに言ったものだ。

「あなたにとって、彼女は嫌いやな子供なのでしょう？　縁を切りたい、そう思っている。ならば、僕のお願いは渡りに船だと思うのですが。裏切られて絶望した彼女は、もう二度とあなたの前に姿を現すことはなくなるでしょう。明日香さんが助けを求めてきても、必ず尻しりごみして言い訳し、手を貸さないようにするだけでいいんです」

「オレにそんなことさせてどうすんだ？　何か得でもすんのか、おめー」

「先程も申し上げたように、彼女を絶望させたいのです。彼女には頼るべきものなど何もないのだ、と知らしめたい。あなたが助けてくれるなど幻想だと、この町に逃げ込めば自分の運命から逃れられるなんてただの夢でしかなかったのだと、悟さとって欲しいのです。彼女の希望を全部踏ふみ躙にじってください」

「おめー……あのガキのナイトだとか何だとか言ってたくせに、随ずい分ぶんなこと考えてんのな」

「彼女のことを思えばこそ、ですよ。僕は優しいですから。彼女は現実を知って、考えを改めるべきなんです。もちろん、彼女自身で自覚して心変わりするようにね。誰かからああしろこうしろと言われて考え方を変えるなんてできないでしょう？　だから、自分でそう思うように導いてあげなくては」

「それで、おめーは楽しいわけ？」

「楽しいというか、正しいというか。あの子には何もあってはいけないんですよ。僕以外にはね。頼る者は僕以外にはいない。それを思い知ってもらわないと。僕に依存して、それ以外の余計なことを考えてはいけないと肌で知ってもらう良い機会です。僕の妻という役割を受け入れてもらう。全てを理解した時、彼女は自分がただの駒こまの一つに過ぎないという自覚を持つようになるでしょう」

「……で、オレにダセえ男をやらせようってか。あいつを見捨てるような男を」

「そういう認識で構いませんよ。やることさえやっていただけたら、あなたの認識なぞこちらとしてはどうでも良いことですから。あなたは彼女にとっていざという時頼りにならない存在であること。もっと言えば、ただの下げ衆すであるように振る舞ってください」

　そうして北きた大おお路じは親密な態度で打ち明け話をする。

「実のところ、あなたには婦女暴行犯となっていただく予定でした」

「ああ？」

「婦女暴行犯。実に下衆な存在だ。そういう役割を担になっていただきたかったのです。明あ日す香かさんがあなたに幻滅するように。けれど、そのオペレーションは失敗したようですね。あなたは思ったより理性が働く人らしい。それならばということで、こちらとしても事情をご説明申し上げて、協力を仰あおぐ形を取らせていただきました」

「オレを嵌はめようとした理由がそれだと？　そんなことのために金かな越ごしや鹿か住ずみを使ったのか？」

「あなたの周囲を調査していて、利用できそうな少女がいたものですから。いくらかお膳ぜん立だてをさせていただきました。あなたが少女を性のはけ口にするような男だと知れば、明日香さんもあなたに期待しようとはしなくなるでしょう。愛想を尽つかすと踏ふんだのです」

「そもそもあのガキは最初からオレのこと愛想尽かしてるだろ」

「ご謙けん遜そんを。彼女が八や俣また町に留まる決心をした理由はあなたにあるではないですか。まあ、僕としても小細工を弄ろうし過ぎたかな、と反省しているんですよ。やはり、あなたに直接話をしておいた方が僕の意図も伝わるだろうし、あなたもそれに従って行動してくれるだろう、と考えを改めました」

　カズヤは唾つばでも吐はきそうな表情をしてやった。

「いい加減にしろよ。さっきからおめー……何でオレがおめーの言うことに従わなくちゃなんねえんだ？」

　それを北きた大おお路じは交渉術の一環と受け取ったらしい。朗ほがらかに手を振る。

「いえいえ、ご心配なさらずに。もちろんお礼はいたしますから。時間がもったいないですから単刀直入にお聞きしましょう。いくら欲しいですか？」

「オレが金でおめーの言うこと聞くとでも思ってんのか？」

　北大路は首を傾かしげてみせた。

「あなたも明あ日す香かさんのことは鬱うつ陶とうしくて遠ざけたいのでしょう？　なら、僕の申し出を受けるのは合理的で利に叶かなっていると思いますが……利益が得られるのに何な故ぜ拒こばむのですか？　そうした方が得をするのに、しないなんて非合理的です。効率を考えてください。ああ、それとも金銭ではなく、もっと別の形で利益を得たいということですか？　社会的な功績とか地位でしょうか？」

「いらねーよ、そんなもん。くだらねえ。気にくわねーんだよ、こうした方が得なのにしないなんてバカ、みてえなおめーの考え方。横入りした方が得なのに並んで待つなんてバカじゃねーの？　みたいな」

「よくわかりませんね。誰もそのようなことは言っていないのですが。もしかして、僕の言葉が通じていないのですか？　僕がお願いしているのは簡単なことです。明日香さんを裏切る。これだけですよ。ああ、その具体的なやり方がわからない？　それで尻しり込みなさっているのですか？　ならば、そうですね、例えば別の女性に手を出すというのは如何いかがでしょう？」

「それで、あのガキが自分のところへ戻ってくる。そんな風に考えてんのか？　おめでてーな。そんなんでおめーのところへ戻る必然性はねーよ」

「どこにも行き場がなくなればどうでしょうか？　あなたが消え、この町もなくなり、彼女には居場所がなくなる。そうなったらどうです？」

「別のどっかへ行くんじゃねーの？　おめーのところじゃなく」

「そうかもしれませんね。ただ、彼女が別の誰かを頼っても、別の場所へ移っても、それは僕が必ず追いかけて取り上げます。彼女は常に失い続ける。望みを砕くだかれ続けるのです。そうして彼女は初めて自分で選択することになるでしょう。僕の元へ、僕ぼく等らのいるべき世界へ戻ることを。自分で諦あきらめて自分で決める。誰かに強制的に連れ戻されたとかではなく。そうなれば、二度と自分の立場から逃げ出そうとは思わなくなるでしょう」

「何か気持ち悪いわ、おめー」

　北大路は腕組みして、うーん、と首を捻ひねる。

「……どうも色良いお返事はいただけないようですね。もしかして、あなたが彼女のことを嫌っているというのはポーズに過ぎないのですか？　本心とは違うのでしょうか？　だから、僕の提案を受け入れられない、と？」

「んなことはどーでもいーんだよ。オレはただ気にいらねーだけだ。おめーの態度が気にくわねー。気にくわねーから従わねー。何か文句あっか？」

「僕としてもあなたの態度は不可解ですよ。金銭はいらないと仰おつしやる。その他の便べん宜ぎも必要ない、と。せっかくあなたの利益になるよう、交渉を持ちかけたというのに」

「大体なぁ……おめー、八や俣また町をぶっ潰つぶすつもりなんだろ？」

「はい。八俣町の浄化作戦として、行政とも話はついております。再開発という名のもとにね。今後も、明あ日す香かさんの居場所はこうやって潰していくつもりですよ」

「……だったら尚更、おめーに手を貸すわけねーだろ。町を、うちの店を潰そうとする奴やつは敵だ。あのガキの居場所ってだけじゃねえ。オレの居場所でもあるし、それ以外の色んな連中の居場所なんだよ、ここは。それを潰そうってんなら、逆におめーを叩たたき潰してやる」

　北きた大おお路じはそれを聞くと吹き出した。何とか笑いを収めつつ、

「それは……なんとも勇ましいことで……いや、失礼、あなたは真剣なのですよね。僕に何一つ勝まさるところのないあなたが……立派な決意だと思いますよ。そんな真しん摯しな態度を笑うなんて、申し訳ありません、失礼いたしました」

　北大路が一礼する。そして、残念そうにため息。

「明日香さんが早く自分で決断してくれれば、この町も無事で済むというのに……悲しいことです。それに、あなたも僕との立場の違いを理解してくれていないようで。ただ、僕は期待していますよ。いずれはあなたもわかってくれると。僕に抗あらがっても無む駄だだと理解してくれるはずだ。その時のあなたの顔を見るのが今から楽しみになってきました。僕はそういう表情を眺ながめるのが何より好きでしてね」

「どＳか、おめー」

　カズヤの言葉にも答えず、北大路はどこか陶とう然ぜんと、

「明日香さんも自分の立場を理解した時、いい表情をしてくれるでしょう。僕は特に、絶望した女の子が嘆なげき悲しみ、そして最後に全て受け入れる様を見るのが本当に好きなんです。諦あきらめて運命を受け入れる……それは何て崇すう高こうな態度でしょう」

「おめーはさっきから何言ってんだよ」

「理解してもらえなくとも構いません。何しろ、僕とあなたとでは住む世界が違うのですから。ともかく、あなたが僕との立場の差を思い知った際には、いつでも会いに来てくださって構いませんよ。その時は、あなたと実りのある話ができると期待しております」

　そして、にこやかに、

「今日はお会いできて本当に良かった」

　手を差し出してきた。カズヤはそれをじっと見つめる。まるでサソリのしっぽを見るような目だ。

　北大路は頷うなずいてみせてきた。毒はないですよ、とでも言いたげに。

　たっぷり時間をかけてから、カズヤはようやく自らの右手も差し出す。

　握手してバイバイ、ということか。

　そう思ったカズヤは手を握ってやる。握り潰つぶしてやるつもりだった。痛みに北きた大おお路じの顔を歪ゆがませてやるつもりだった。だが、

「……！」

　カズヤは無言で足を踏ふん張る。握った手に強く圧力をかけられたのはカズヤの方だった。押し込まれてしまう。じりじりと均きん衡こうが崩くずれていくのがわかった。こいつ、ただの金持ちセレブってわけじゃねーみてえだな、とカズヤは力を込め直しながら北大路を睨にらんだ。すると、

「実感していただけましたか？　握り方次第では、あなたの手を砕くだくこともできますよ」

「てめえ……」

「そんな非力さで、明あ日す香かさんは大丈夫ですかね？　今頃何もなければ良いのですが」

　北大路のおためごかしの言葉に、カズヤははっとする。

「おい、まさか、何かしやがったのか？」

「お帰りはあちらです」

　北大路は顎あごで扉を示した。いかにも小こ馬ば鹿かにした風だ。そうして、カズヤから手を放す。それから楽しげに、

「なかなかいい顔をするようになったじゃないですか」

　カズヤは自らの手を確かめるように、何度か拳こぶしを握ったり開いたり。いや、それどころではない。久く城じよう明日香の身に何かあったかもしれないのだ。

「てめえ、ただじゃ済まさねえぞ！　覚えとけ！」

「素晴らしい。実に三さん下したらしい言葉ではないですか」

　カズヤは睨にらみ付けてから背を向けた。背後で含み笑いがする。さざめきの様な呟つぶやき。それを聞きながら、カズヤは心の中で反復した。『僕はあなたより強い』という北大路の言葉を。

　カズヤは扉を抜け、足を速めた。一刻も早くこの胸くそ悪い場所から遠ざかるために。




　北大路の秘書が車で送ると申し出てきたのだが、カズヤはそれを蹴けっていた。

「今更てめえらの車になんか乗れるかよ！」

　というわけで、カズヤは全速力で駆かけていた。とにかく、久城明日香の居場所を確認しなければ。

　携帯で明日香を呼び出す。コール音が続く。出ない。

　くそ！　そう口に出しそうになった時、ようやく出た。

『……もしもし？』

「おう、久城か!?　無事か!?」

『はい？　何を仰おつしやっているの？』

　明らかに戸と惑まどった声。カズヤは悟さとった。

　ちくしょう、ブラフかけやがって！

　おそらく北きた大おお路じはカズヤの慌あわてぶりを楽しむためにあんなことを言ったのだ。簡単に踊らされてしまったわけで、カズヤは歯は嚙がみする。

　ぜってー落とし前つけさせてやる、あの野郎！

　そんな思いを新たにした。

　だが、安心するのはまだ早いかもしれない。北大路の手がいつ久く城じように届くか知れないのだ。

「なあ、今どこにいるんだ？　小こ森もりのおっさんとか近くにいるのか？」

『……それより、あなたこそ今どこにいるのですか？　さっさと店に戻ってきてください』

「ん？　もしかして、おめースターライトにいるんじゃねーだろうな」

『その通りです。話があります。すぐ来なさい』

「えらそーだな！　あ、ちょっと待て、こっちにも話したいことが」

　北大路は頭おかしい、気をつけろ！　そう言いかけたのだが、最も早はや切れてしまっていた。

　何でうちの店にいるんだよ、あいつ。

　そう思うものの、安心したのも事実だ。スターライトにいるならいくらか安全だろう。

　そう思っていると、カズヤははたと気づいた。もう既にスターライトの開業時間を過ぎている。

「……やべ、遅刻だ」

　先程とは別の意味で慌てて、カズヤはスターライトへと向かった。




「おい、新入り！　おめえ、何してくれてんだよ!?」

　カズヤがスターライトに息せき切って駆かけ付けて、最初にかけられた言葉がこれだった。店の前で下げ種す井いが鬼の形相で立っている。呼び込みをするでもなく、タバコをくわえてイライラ足あし踏ぶみ。

「すんません！　遅れまし……」

「訳の分かんねー女、店に呼んでんじゃねーぞ、こら!?　おめえが責任取って話つけろよ。俺は知らねえからな」

「……は？」

　下種井はそれだけ言うと、タバコを投げ捨てすたすた夜の街へ歩み去ってしまった。店を放ってどこへ行くのか。店長でも呼びに行ったのか、買い出しにでも行ったのか、いつものように単にトラブルから逃げ出したのか。いずれにせよ、店内で何か起こっているようだ。

　カズヤの遅刻を怒っていたわけではないらしい。となると……

「……久城のことか？」

　カズヤは急いでスターライトの玄関扉を開けた。ドアベルがちりんちりんと鳴る。

「……叢むら雲くもカズヤに用があるのです」

「……あのねぇ、いきなり何なの？　だから、カズっちに何の用？」

　そんな声が聞こえてきた。聞き覚えがある。

「やっぱり、クソガキかよ……」

「ようやくお出ましというわけ？」

　久く城じよう明あ日す香かが店の入り口辺りで腕組みして立っていた。その前で膨ふくれっ面つらをしているのは店の女の子のミサキだ。ミサキはカズヤの顔を見るなり、ててっ、と駆かけ寄ってきた。

「ちょっと、カズっち！　この子何？　無理やりカズっちに会わせろって入り込んできて……あれ？　下げ種す井いさんは？」

「下種井さんならオレに声かけたらどっか行っちゃったけど……」

「あー、下種井さん、めんどくさくなってカズっちに押し付けたなー。でも、さっきはちょっと笑っちゃったよ！　下種井さん、この子にいつものはったりかまして凄すごんで見せたんだけど、全然効かなくてさあ。何言ってもダメだから、下種井さんも何かしどろもどろになって、最後口数まで少なくなっちゃってね。まあ、そこは面白かったけど……で、結局カズっち、この子の知り合い？　お店の中で騒さわがれて困ってるんだけどー」

　何な故ぜか、ミサキはぴったりとカズヤに寄り添う。小さい子供が甘えるかのようだ。

　久城明日香の視線がカズヤの目に突き刺さってきた。

「同じ店で働く同僚と随ずい分ぶん距離が近いようですね。……立場を利用してセクハラ三ざん昧まいというわけですか。いやらしい……店内の規律が乱れていますね」

　どうしてか自分が非難されている。そう気付いたカズヤは慌あわてて、

「いや、これはオレがやってるわけじゃねーだろ!?」

　と、隣に張り付いてきたミサキを見る。

「オレから女の子に手を出したことなんかねーよ！」

「えー、ヒドーい。それにこんなのただのスキンシップだよ、ねー？」

　ミサキが見せ付けるようにカズヤの手を握ってきた。指を絡からませるように。

「い、いや、ミサキちゃん、ちょっとマズいから！　……ていうか」

　カズヤは矛ほこ先さきを変え、久城明日香をはたと見つめる。

「おめーはここへ何しに来てんだよ？」

「あなたに大切な話があるのです」

　カズヤはピンと来た。もしかすると、北きた大おお路じの件ではないか。そうだ、こっちも奴やつのことは警告しておかねば。

「……悪い、ミサキちゃん。ちょっとこいつと真ま面じ目めな話しないといけないみたいだから……」

　と、カズヤはミサキから離れた。

　ミサキ、物もの凄すごい膨れっ面。

「ちょ……なあにぃ？　そんな大事な話なわけ？　ちょっと待ってよ。ていうか、どういう関係なの？　その子と？」

「私は叢むら雲くもカズヤに責任を取っていただきたいだけです」

　しれっとした口調で久く城じよう明あ日す香かは言うが、ミサキは耳ざとい。

「ほう……責任とな……？」

「おい！　何だその言いぐさ!?　何か変な意味にとられるだろうが！」

　だが、久城明日香はそんな抗議など聞く耳持たずだった。一気に斬きり下ろすように、

「責任を取って、このお店で私を働かせなさい」

　ずばりと言ったものだ。

　カズヤは一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ。そして、

「……何の責任なんだ、それ」

「私を小こ森もり探偵事務所に紹介したでしょう。私があそこを辞やめる以上、あなたは私に次の職場を斡あつ旋せんする義務があります」

「何で!?　いやいやいや、あそこを辞めるって話も突っ込みどころだけど、だとしてもおめーが自分の都合で辞めるんだろ？　何で、その後までオレが世話しなきゃなんねーんだよ!?　しかも、ここに！」

「私に一度職場を斡旋した以上、最後まで責任を取っていただきたい。そう申しているのですけれど。それに、私は最初ここへ勤めるつもりでしたのに、あなたがあの探偵のところへ押し込んだのではないですか」

「……え……オレが悪いの？」

「はい。当然です」

　久城明日香はきっぱりと言った。悪びれもせず、真まっ直すぐな瞳ひとみで。

「ちょ、ちょっと待てよ!?　オレがあの探偵のところへおめーを預けたのは、おめーがこの町にいたいっていうから、おめーの世話をさせるためにだな……オレは良かれと思ってやってやったんだぞ!?」

「やってやった、とは傲ごう慢まんな物言いですね。私は譲じよう歩ほしてあの探偵事務所に勤めることに同意してあげたというのに。私がそのような譲歩を示した以上、あなたもそれなりの誠意を私に示すべきではないですか？」

「それ、どういう理屈だよ!?　おめー、ヤクザか？　ヤクザのやり口だろ、これ」

　横にいたミサキが、ふうむ、と首を傾かしげ、

「……えーっと、つまりカズっちはこの子をとある事務所に売り飛ばしてたってこと？　で、そこでの待遇があんまり悪いんで逃げてきた、と？　……カズっち、裏で何やってんの……？」

「全然違うから！　どーしてそういう話になんだよ!?　オレは悪徳派遣業者か！」

　カズヤが頭を振って否定していると、

「あらあらぁ？　揉もめているから怖い人達が来たのかと思ったら、こんな可愛かわいい子じゃないのぉ。うふふ、こんばんわぁ」

　店の玄関扉が開き、スーツ姿の女性が姿を現す。スターライトの店長その人だった。下げ種す井いに呼ばれたのだろうか。挨あい拶さつするように掌てのひらをひらひら振りながら、どこか楽しげだ。

「ミサキちゃんにカズヤ君も揃そろって、どうしたのぉ？」

「あ、店長！　聞いてくださいよー。カズっちったら、この子を怪しい事務所に売り飛ばして、そこで性的なサービスを強要させられたこの子はそんなことできませんいやいや契約書には書いてあるからねえフヒヒみたいにトラぶっちゃったみたいで、お店に押しかけてきたんですよ、カズっちったらヒドいと思いません？」

「そんな話じゃないでしょ!?　ミサキちゃん何言ってんの？」

「ふーん、だ」

「なんでへそ曲げられてんだ!?　訳わからん！」

　カズヤは頭を搔かきむしりたくなった。が、そうもしていられないので事情を説明する。

「あの、すみません店長。こいつが無理やり押しかけてきてこの店で働かせろって駄だ々だこねてるもんですから、すぐに話して聞かせますんで……」

「責任を取らないつもりですか？」

「だから、何の責任だって言ってんだよ！　つーか、おめー、あの事務所マジで辞やめるつもりか!?　まだそんなに働いてねーだろ、根性ねえな！　何が不満なんだよ。仕事がつまんねーとかそういうこと言うつもりじゃねーだろな！」

「いえ、探偵のお仕事というのも中々興味深いものです。人から監視されるばかりだった私が、今ではその逆のことをしたりしているのですよ。今まで知らなかった世界が開けるようで、私は好きです」

「じゃああれか、小こ森もりの野郎のセクハラか。そんなもん、この店で働くんだったら日常茶飯事だぞ、あれに耐えられねーンだったら、この店でもやってけねーよ！」

「別に問題はありません。と申しますか、あの方はその……、一定以上の、その、胸回りがある方を前にすると興奮するようですので……私やヒナさんはまったく少しも問題ありません」

　言葉を濁にごしつつ、久く城じよう明あ日す香かは答える。

「じゃあ、その事務所のねーちゃんが気に入らねーのか？　一いつ緒しよに住まわせてもらってんだろ。ちょっとくれえ我が慢まんしろ！」

「……確かに、ヒナさんの仰おつしやることはたまに私の理解を超越しておりますが……色々手とり足とり私に教えてくださろうという優しい方です。何かと面倒を見てくれて、私は彼女のことが大好きです。ところで、彼女から教わったのですがあなたはツン受けだそうですね。ツン受けとは何ですか？　何を受けるのでしょうか」

「知らん。つーか何教えてんだあのねーちゃんは！　……いやいや待てよ、話聞いてると、おめー別にあの事務所辞める理由ねーだろ。別に不満はねーんだろ？」

「それは……そうですが」

　久く城じよう明あ日す香かは、つ、と視線を逸そらした。叱しかられた子供のような態度。

「けれど、私はこの店で働かなくてはいけないのです」

「訳分かんねーよ！　何でそんな駄だ々だこねるんだ？」

「駄々ではありません。私は……まだまだ未熟者です。あの事務所ではお役に立てていません。なのに、ヒナさんにご厄やつ介かいになるばかりで……全然自立できていない。これではいけないと思ったのです。私はやはり自分の力でこの町に立っていたい。そのためには金銭を得る必要があります。だから、ここで雇いなさい。何かおかしいですか？」

「小こ森もりのところじゃ役立たずだがここでなら役に立てるってか？　それは甘あめーんじゃねーの？　ここを舐なめてるんか？　お気軽に金が稼げる楽勝な仕事だって、そう思ってんのか？　あ？」

　カズヤは思わず険悪な表情を作ってしまう。が、それを横から、

「まあまあ、カズヤ君はわかってないわねぇ」

　と店長がおっとり笑いで嗜たしなめてきた。そして、そのまま久城明日香に向けて問いかける。

「えぇと……あなた、お名前は？」

「久城明日香です」

「明日香ちゃんね。それじゃ明日香ちゃん、あなたは今働いているところが嫌いやでうちに来たいわけじゃないのよね？　つまり、このお店に働きたい理由があるってことよねぇ？」

「……そうです。お金が必要ですから。このお店でなら必要な金銭が得られると思いました。もちろん、このお店のことを軽く見ているわけではありません。誠心誠意、勤めます」

「お金ねぇ……。だったら、もっと割の良いお店、紹介してあげようかしらぁ？」

　そう問われて、久城明日香は言葉を濁にごした。

「い、いえ……私はここに勤めたいので」

「ふぅん、なるほどねぇ。どうしてもこの店でないといけない、と」

　店長はカズヤの方をちらっと見て、

「つまり明日香ちゃんはカズヤ君の傍そばにいたいのね？」

「な……っ！　ち、違います！　そんなことを考えてこの店を志望したわけでは……！」

　店長は訳知り顔で、うんうん、と頷うなずく。

「好きな人とはなるべく近くにいたいものねぇ。そのためなら今の仕事も投げ打って尽つくす……そういうことよねぇ？　うふふ、健けな気げじゃない？」

　店長に尋たずねられてカズヤは、

「な、何言ってるんですか店長!?　こんな奴やつ入れてもダメっすよ！　もう全然ダメダメ！」

　気き恥はずかしくてそう口走ってしまう。その駄だ目め出しに久城明日香はカチンと来たのか、

「ほんっとうに失礼な人……！」

「なんでキレられてんの、オレ!?　おかしくね？　元はといえば、おめーが堪こらえ性しようもなく小森のとこを辞やめるだの言い出したのが悪いんだろうが！」
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　そうやって再び揉もめ出す。その時だ。

　軽かろやかな音とともにまたもやスターライトの扉が開いた。

「はいはーい、ちょっとお邪じや魔ましまうまー」

　グラサンをかけた色黒男が入ってくる。カズヤがふざけた客だと思って見れば、見覚えのある顔だ。

　こいつ、北きた大おお路じのところにいた……、

「あんた、極ごく東どう会かいのヤクザじゃ……」

　確か、白しろ田たとか言っていた。向こうもカズヤのことを覚えていたようで、にんまりと笑う。

「いたいたカズヤ君……だったっけ？　まあ、いいや。玄関開けたらすぐご対面なんて運命を感じるね。ところで、てめえよくもやってくれたな。落とし前つけに来てやったぜ」

　覚えていたどころか、カズヤを目的として来たらしい。

「はあ？　何の話だよ？」

　白田はにやにやしながら、

「おとぼけはなしにしようや。てめえ、前にうちのもんに手を出したことがあったらしいじゃないの。覚えがあんだろ？」

　そのせいでカズヤはこの店に逃げ込むことになったのだ。忘れるはずもない。

「その詫わびと誠意ってやつを見せてもらおうと思ってよ。まずは、１００万用意してくれるかにゃー？　てめえの殴なぐったうちの若いの、治療費がかさんじゃって大変なんだわ。それにあいつしばらく働けねーから、その分の補償も必要なのよ。そっちは後日計算して請求するから楽しみに待っててちょーだい」

　白しろ田たの目はグラサンに隠れて見えない。軽い口調と裏腹にどんな目付きでカズヤを見ているかわかったものではなかった。

「あらあらぁ？　そのお話はもう済んでいると思ったけれどぉ？」

　脇わきから店長が、首を傾かしげながら口を挟はさんできた。

「この子はうちの身内よ？　そういうことで、極ごく東どう会かいの志し村むらさんとお話はついてたはずよねぇ？」

「ああ、志村の兄貴ね。あの人の仕事、俺が引き継いだんすわ。で、方針を変更したってわけ。俺はなあなあで済ます気ないんでよろしくー。この件はキッチリ片つけるからな。……で、この店のボーイの不始末は店の責任ってことでオーケー？　あんたが１００万払ってくれますか、店長さんよお？」

　カズヤは視線に怒気を込めた。

「店長は、この店は関係ねーだろうが」

「寂さびしいこと言うのねぇ、カズヤ君。わたし達はみんなお店の仲間でしょぉ？」

　店長は状況をわかっているのかいないのか、吞のん気きなことを言う。それに白田も乗っかる形で、

「そうだぜ、小僧。せっかく店長さんがてめえの代わりになってくれるってんだ。ありがたく甘えとけ。俺としちゃあ体で払ってもらってもノープロブレムだしよ」

　うひょひょひょ、と鼻の下の伸びた笑い声を上げた。

「さあ、誠意見せてもらいまひょか？　それとも、てめえらの誠意はこんなもんか？　驚いたねどうも」

　カズヤはこの事態にピンと来るものがある。それを確かめるために、直接尋ねた。

「……何で突然店にちょっかい出してきやがったんだ？　今までスルーしてきたくせしやがって」

　白田の口がにんまり半月状になる。グラサンの黒と対比して、白い。

「わかってんだろ？　北きた大おお路じさんがそうご所しよ望もうだからだよ。てめえの居場所を徹底的に潰つぶす。てめえが北大路さんに媚こびて卑ひ屈くつな顔を見せるまで続けてやるよ。それがあの人の見たいものだからな。心を折りに来たってわけだ、おわかり？」

「そんなことのために嫌いやがらせかよ」

「それだけじゃないぜ。お前を追い込めば、久く城じよう家のガキも追い込まれる。てめえから、他人を守ってやる余裕なんかなくしてやるよ。それどころか、あのガキのせいで理り不ふ尽じんな目に遭うんだ。てめえはきっとあのガキを疎うとましく思うようになる。恨うらめしくなる。もう二度と関わり合いになりたくなくなる。そうして、てめえは自分の意志で久城家のガキを見捨てるのさ。北きた大おお路じさんはそこまで予想済みだ。ま、俺は言われたことを実行して金さえもらえればいいんだけどよ。こんなまどろっこしいことしないで、てめえを山の中にでも埋うめた方が手っ取り早いとは思うが」

「……ところで聞くけど、誰かご指名はございますか？」

　カズヤは唐とう突とつに口調を改めた。白しろ田たはグラサンの奥で眉まゆを顰ひそめたのだろうか。

「は？　なーに言っちゃってんの、てめえ？」

「ここはキャバクラですよ。指名はなしで？」

「頭どうかしてんのか？　俺は遊びに来たわけじゃねえんだよ？　てめえにキャンと悲鳴を上げさせに来たんだけど？」

「……つまり、おめーは客じゃねえってことだよな？　店の邪じや魔ましに来たんだよな？　それなら簡単だ。……ぶっ飛ばされてーってことだよな？」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れていた。

「へ！　そんなことしたら、てめえの払う金がどんどん高くなるだけだぞ？　いいのか？　俺は極ごく東どう会かいを代表してここに来てんだ。てめえもこの店も、極東会にミンチになるまですり潰つぶされることになんぞ？」

　白田は自分のバックを誇こ示じして嘲あざ笑わらう。だが、カズヤには関係なかった。極東会だから殴なぐってもいいとか悪いとかではなく、ただ目の前のこの男はぶん殴らなければならぬ。そういう気持ちだった。

　が、その願いの成じよう就じゆを妨さまたげたのは久く城じよう明あ日す香かだった。

「……私のせい、なのですか？」

　目の前で繰り広げられたカズヤと白田のやり取り。それを受けての呟つぶやきだった。カズヤははっとしたように久城を見つめる。

「つまり……私が諦あきらめて久城家に戻れば……北大路と婚約することを受け入れれば、このような嫌いやがらせは止やむわけですね」

「おい、それだとあの男の思う壺つぼだぞ！」

　カズヤが警告するように叫さけんだが、聞こえているのかどうか。

　白田が、ん？　と首を捻ひねった後、

「あれれれ？　あんた、久城家のお嬢じようさんかよ？　やっべ、グラサンしてたからわかんなかったわー」

　日が落ちてもグラサンはかけたまま。それがポリシーの白田はおどけたようにそう言った。

「でも、その通りだぜお嬢様？　あんたがさっさと折れて北大路さんのところへ戻れば、こんなことにはならなかったんだからよ。まったく、お嬢様の我わが儘ままに付き合わされて皆いい迷惑だよな。なあ、カズヤ君？」

「てめ、このクソヤクザ……！」

「おっと、俺に手を出したらてめえはタダじゃ……」

「そんな脅おどしでオレがビビるかよ」

「てめえはいいかもしんねえが、お店にだって迷惑がかかるんだぜ？」

　言われて、カズヤは睨にらみ付けた。今にも飛びかかりたいのを堪こらえて唸うなる猟犬のように。

　その目付きが気にいらなかったのだろう。白しろ田たは高を括くくった様子で、

「いいのかにゃー？　そんな顔しちゃって。なあ、店長さん？」

　店長に問いかけた。カズヤも店長を見つめる。

「そうねぇ。お客様は神様っていうものねえ」

　白田は俄が然ぜん勝ち誇ほこる。にやりとした。

「……でも」

　店長の右手が、すっ、と上がった。その親指が立っている。そして、それをギーッと自らの喉のど元もとにかけて横切らせるではないか。断首のシグナル。更に、終しまいにはサムズダウン。親指を勢いよく下に向ける。

「この人はお客様じゃないし、お店の子に手を出すような人は神様だろうと地獄行きだからぁ。カズヤくーん、あと、よろしくねぇ～」

「わかりました店長」

　カズヤ即答。引き絞しぼられた弓矢が放たれたような勢いで、

「あふん」

　白田が妙みような声を上げてへたり込む。グラサンが消えていた。カズヤの拳こぶしが白田のグラサンだけを弾はじき飛ばしていたのだ。気弱そうな小さな目が露あらわになっている。かちゃり、と落ちたグラサンが細かな音を立てた。

「な、何すんだよ？　てめえら……俺は極ごく東どう会かいのもんだぞ……？」

　白田はおどおどと呟つぶやきつつ、逃げ場を探す。

「おめーが極東会だろーが何だろーが関係あるか！　おめーがここでぶっ飛ばされることはもう決まったんだよ！」

「わ、わかってんのか!?　俺に手を出したら……出したら……」

「オレがすっきりする。よくわかってんよ」

　組の看板が通用しない。そう悟さとった白田は青い顔をひきつらせた。そして、息を吸い込むような悲鳴を上げて逃げ出す。腰が抜けているかのような無様さで。

「おい！　グラサン忘れてるぞ！　汚ねえもん置いてくんじゃねーよ！」

　カズヤは逃げ出した白田に向かって、拾い上げたグラサンを投げ付けてやった。店の外の暗くら闇やみに消える。

「よくやってくれたわぁ、カズヤ君。わたしもすっきりしちゃったぁ」

　のほほん、と店長が笑え顔がおで頷うなずきかけてきた。その横で、

「えー？　でも、大丈夫なんですか、店長？　あんなのでもヤクザ者なんでしょう？」

　ミサキが心配そうな声を上げる。そして、カズヤを見つめながら、

「今の奴やつは、前にわたしに絡からんできたチンピラより上の奴なんでしょ？　良かったの？」

　店に迷惑はかけたくない。それが自分の思いだったはずだ。それをあんな風に殴なぐりかかって追い出してしまったが、本当によかったのか？

　カズヤはそう自問する。

「店長がそう言ったんだから、大丈夫だ」

　ああすることが店を、スターライトで最も大切な決まりごと、店の仲間は必ず助けるという決まりを守るために必要だったのだ。

　店長もカズヤの思いに気付いたのか、請うけ負った。

「そうよ、大丈夫！　今度来たらまたよろしくね～」

「任せてください！」

「ミサキちゃんも気にしなくていいのよぉ。何とかなるから。それに、詳くわしい事情はわからないけれど、カズヤ君はあの人から彼女を守ってあげたんでしょぉ？　だったら黙だまって見過ごせないわよねぇ」

　さりげなく聞き捨てならぬ。

「……ほう……彼女とな……？」

　店長のあっけらかんとした目とミサキの含むところ大なる目で見られて、カズヤは慌あわてた。

「ちょっと!?　彼女って誰すか!?」

「それはもちろん……あらぁ？　いない？」

　え？　とカズヤも見回す。

「……あいつ……」

　いつのまにか、久く城じよう明あ日す香かは姿を消していた。




　嫌いやな予感がした。

　だから、カズヤは路上に出ている。久城明日香の姿を探して右へ左へ視線を走らせていた。いつものように、ネオンの瞬またたきや客引きが騒さわがしい。

「カズヤ君、お店の方はいいから、あの子を見つけてあげなさい」

　店長からそう言われていた。真剣な顔だった。

「たぶん、あの子はカズヤ君の助けが必要なはずよ。助けが必要な子を見捨てるような、カズヤ君はそんな子じゃないわよね？」

　そんな言葉が耳に残っていた。

「くそ、繫つながらねえ……」

　電源を切っているのかもしれない。カズヤは役立たずの携帯に悪態を吐ついた。

「……あの、すみません……」

　背後からヒミコの囁ささやき。

「おう、どうだ？　おめーの占うらないであのガキの居場所わかんねーのかよ」

「……千せん里り眼がんみたいにピタリと見通せるような占いじゃなくてすみません。役に立たなくてすみません」

「……ダメなのか」

「あの子が今、猛もう烈れつにマズイ運命に陥おちいりかけてるのはわかるんですけど……離れてる上にごちゃごちゃしてて……どこにいるか正確な位置を摑つかむことまでは無理みたいです、すみません……」

　カズヤは顔をしかめた。

「……あー、まあ、気にすんなよ。だったら、オレが走り回りゃいいだけだ」

「でも、それじゃあ……」

「そうやって探してれば、そのうちおめーにも見つけられる距離まで近付くかもしんねーだろ？」

「……まあ、そうですね」

「よし、じゃあ頼むわ」

「え……あ……わたしに頼むって……はい！」




　カズヤは壁に手をつき、大きく息を吐はく。額ひたいに汗が滲にじんでいた。どのくらい走っていただろう。まず八や俣また町の中心、安あん針しん通りを南北に駆かけた。次はニュークリア通り、次に鞍くら前まえ通り……。

「見つかんねー！　おい、そっちは？　まだわかんねーのか？」

「すみません、せっかく頼られたのにすみません……」

「八俣町の真ん中ばっか探し過ぎたか。もしかして、もっと端っこの方にいるのかもしんねー。そっちに回るぞ」

「……もしかして、明あ日す香かさん、八俣町からもう出ていってしまったのでは……」

「……実家に帰ったってことか？」

　だとしたら、もう会うこともできないのではないか。

「……くそ、どうしたらいいんだよ……」

　焦あせりがカズヤの中で膨ふくらんでいく。そこで携帯が鳴った。カズヤは携帯を取り出す。落っことしそうになった。もどかしげに番号確認。気落ちする。知らない番号からだった。

「……もしもし？　誰だよ？」

「こちら小こ森もり探偵事務所だがね」

　探偵の小森の声がしてくる。勿もつ体たいつけて、

「君に有益な情報を売ってあげようと思い電話した」

「オレは今、おめーとお喋しやべりしてる暇は……」

「久く城じよう明あ日す香か君の今現在の居場所についてなんだが」

「知ってるのか!?」

「取引成立ということでよろしいかな」

「うるせえ、知ってることさっさと話せ」

「……まったく礼儀も何もない男だな、君は。まあいい。彼女なら三さん畳じよう街がいにある店、ポーラスターという名のバーにいるはずだ」

　三畳街というのは八や俣また町の東端付近にある。小さな飲み屋がごみごみと集まった街区だ。カズヤは三畳街自体は知っていた。しかし、

「ポーラスター？　聞いたことねーな」

「看板は出ていない。極ごく東どう会かいが管かん轄かつしている会員制のバーだ。あまり公おおやけにできないショーや出し物を売りにしている」

「会員制の秘密のバーってことか？　怪あやしげな雰ふん囲い気きぷんぷんだな、おい」

「その通り。防音完備、アリの這はい出る隙すき間まもないトーチカみたいな店でね。極東会に逆らった奴やつなんかがそこへ連れ込まれて、まあ、色々と説得されたりするわけだよ。その説得風景をショーとして、金を払った客に見せたりしてるらしい」

「……何でそんな場所にあのクソガキが行くんだよ」

「その場所柄がら、内密な取引にも利用されてる店でね。極東会のお得意様なんかが店を借り切って利用することもあるんだ。で、私の調べによると北きた大おお路じ氏が今そこにいる」

「……」

　久城明日香は北大路幹みき泰やすに会いに行った。そういうことだろうか。何のために？　それはもちろん……、

「あのガキ、自分が戻れば、なんてくだらねーこと考えてんのかよ」

「さて、私からの情報は満足いただけたかね？」

「あほか！　まだ肝心のこと聞いてねーだろ！　そのポーラスターってのの詳くわしい場所をさっさと言えよ」

「その情報を提供する見返りが欲しいのだが？」

「……情報料を払えってんなら金ねーからな」

「では、金の代わりにあのお嬢じようさんを連れ戻してきてもらおうか」

「何だと？」

「あの子は探偵として優秀だ。幾つか研修で試してみたが、中々筋がいい。使い物になる。何しろ安く済むのが最高だ。うちの事務所の新人を取り返してくれたら、情報料はチャラにしようじゃないか」

「おめー……金いらないとか、いい奴やつなのか？」

　と、通話先で何か揉もめ事があったようだ。ちょっと！　返したまえ！　という小こ森もりの声が微かすかに聞こえ、激しく物が落ちる音などが響いてきた。

　まさか小森の元に北きた大おお路じか何かの手が回ったのか？　カズヤは眉み間けんにしわを寄せて、携帯にがなった。

「おい！　どうした!?」

「……騙だまされちゃ駄だ目めですよ！」

　若い女の声での警告だった。カズヤは記憶を辿たどり、

「……おめー、草くさ田だとかいうねーちゃんか？　おい、何があった!?　無事か!?」

　草田日ひ名なは切せつ羽ぱ詰つまったような勢いで、

「この所長のこと、いい人だなんて勘違いしちゃ駄目ですからね！　明あ日す香かちゃんに北大路の居場所を教えたのはこの人なんですから！」

「は？」

「北大路がいる場所を教えたりしたから、明日香ちゃん、自分でポーラスターに乗り込んでいっちゃって……！　全部、ぜーんぶ、このセクハラ中年が悪いんですよ！」

　カズヤは静かな声で告げる。

「……電話替われ」

「替わってって言ってますよー」

　電話の向こうで日名の声がして、それから小森の、こほん、という咳せき払ばらい。

「……あー、こちらは少しばかり立て込んでいてね。それでは失敬する」

「失敬すんな！　まだ店の詳くわしい場所も聞いてねーし！　今失敬したら１００回死なす！」

「仕方ないだろう。教えろと頼まれたのだから」

「そのせいであいつがどうなると思ってんだ!?」

「それは彼女の選択だ」

「おめー……少しの間でも、あいつを預かってた情はねえのかよ？　あいつがこの町で何とかやっていこうとしてたのはわかってんだろ？」

「……だからこそ、君に情報を売ったんだ」

　小森は苦々しげに言ってきた。

「ただでこんなことを教えて、まったく私に何の得があるというんだ。我ながらどうかしているとは思うが……君が彼女を連れ戻すことを期待している」

「勝手なこと言うな！　くそ！　さっさとポーラスターの場所言えよ！」

「三さん畳じよう街がいに年とし増ま園えんという飲み屋があるのはわかるかね？　その年増園の向かいに雑居ビルがある。３階建ての小さなビルだ。その地下にあるのがポーラスターだ」

　カズヤはそれだけ聞き出すと、何も言わずに携帯を切る。

　切った瞬しゆん間かん、既に三畳街へ駆かけ出していた。




「……何も言わずに切るかね、普通」

　小こ森もりは電話を摑つかんだまま呟つぶやく。その脇わきの草くさ田だ日ひ名ながやきもきした声を出した。

「叢むら雲くもさんにも教えちゃったんですか!?　それじゃ叢雲さんもポーラスターに乗り込むんじゃ……！」

「まあ、そうなるだろうね。そこら辺を察するとは。さすが、年の功」

「わたし、そんな年じゃないですよ！　四捨五入すれば20歳はたちです！　いえ、それはともかく、危険です！」

　草田日名はツッコミもそこそこにまくしたててくる。

「いいですか？　ポーラスターには北きた大おお路じの他にも極ごく東どう会かいの連中がいるはずです。しかもあそこは揉もめ事を起こした人間を処理するためにあるような場所なんですよ？　そんな所に乗り込むなんて、オオカミの巣穴に羊を放り込むというか、二丁目の公園に美少年を放り込むというか……色んな意味で食べられちゃいます！　それに、極東会の動きも何だか妙みようなんです。幹部連中が緊急会議を開いてるらしくて……。正直、叢雲さんをポーラスターに乗り込ませるのはお勧めできません」

「だが、せっかく久く城じようくんの居場所が分かったんだ。彼としては行かないわけにもいかないだろう」

「その根本原因は誰ですか！　所長でしょう!?　明あ日す香かちゃんに北大路の居場所を教えなければ……」

「私は探偵だ。北大路の居場所を教えろと頼まれたから、その依頼を果たして報ほう酬しゆうを受け取った。何ら恥はじるところはないが」

「そんな言い訳はいいです。本当に恥じることがないんだったら、叢雲さんにポーラスターのこと教えたのは何でなんですか。お金にもならないのに教えたりして」

「私なりの親切だよ」

「所長は単に、明日香ちゃんに北大路の居場所を教えちゃったもんだから気が引けて、叢雲さんに助けに行ってもらおうとしただけでしょう!?」

「では、久く城じようくんを見捨てればよかったかね？　この町から出ていくのを見過ごせ、と？　そいつはちょっとばかり寂さびしくはないか」

「そ、それはそうですけれど。わたしだって明日香ちゃんにはまだ伝授していないことが山ほどありますし、これでさようならなんて嫌いやです。でも、なら、所長が自分で助けに行けばいいじゃないですか！　叢雲さんに行かせたのは、自分で助けに行く勇気がないからでしょう!?」

「適材適所という言葉がある。力仕事は彼の方が得意だろう。それに私が行ったところで久城くんを止めることはできない。彼女を引きとめることができるのは、私や君じゃない。あのヤンキー君だ」

「でも、これで叢なら雲くもさんが怪け我がしたり死んだりしたら……」

「大丈夫だ。彼は怪我とかしない性た質ちだから。今まで生きてきてるようだし。それに、こちらとしてもサポートする。彼をむざむざ死なすようなことにはならないだろう」

「サポートって、何をする気なんですか？」

　日ひ名なの問いかけに、だが小こ森もりは答えない。一言、

「さてね」

　とだけ呟つぶやいた。

「……せっかく仕掛けておいたのだ。彼にはうまくポーラスターに入り込んでほしいが……」

　小森は足を組んで、イヤホンを耳に嵌はめ込んだ。




　久く城じよう明あ日す香かは教えられた通りに、三さん畳じよう街がいのバー、ポーラスターに辿たどり着いていた。覗のぞき窓付きの鉄製の扉。来訪を告げると、

「ああ？　誰だと？」

「久城明日香が来たと北きた大おお路じに伝えなさい」

　扉の向こうでひそひそとやり取り。

　すぐに、ガゴン、と鉄扉が開いた。

　扉の奥では、凶きよう悪あくな人相の見張りが薄汚れた笑えみを浮かべている。

「これはこれは久城家のお嬢じよう様。北大路さんがお待ちです。奥へどうぞ」

　久城の名はここでも効果抜ばつ群ぐんということか。表面上の謙へりくだった態度に、久城明日香はいつもの疎そ外がい感を覚おぼえる。

　そうして通されたポーラスター。打ちっぱなしのコンクリートが寒々しい。壁際に、人相の悪いのが何人も立っている。座っているのはバーカウンターにいる一人だけだ。そのたった一人、北大路がにこやかに久城明日香を出迎えた。

「ようこそ！　よくここへ来てくれましたね、明日香さん」

「やり方が卑ひ怯きようなのではなくて？」

　明日香は単刀直入に言った。北大路は怪け訝げんそうだ。

「何のことでしょう？」

「……私の気持ちを尊重する。私を連れ戻したりしない。そう仰おつしやったのに」

「言いましたよ」

「それなのに、裏では私の周りに圧力をかけていたのですか」

「僕は明日香さんのお気持ちを尊重しますとも。僕が明日香さんに無理やり言うことを聞かせようとしたことがありますか？　ここへ来ることを強制したでしょうか？　いいえ、みんな明日香さんがご自身で決めたことのはずですよ。明日香さんの気持ちが変わっただけの話ではないですか」

「そうするように、あなたがしたのですよね？」

「それは人聞きが悪い。明あ日す香かさんが自己決定したことまで僕のせいにされては、僕も悲しいなあ」

　嘆なげくように、北きた大おお路じは首を振る。そして、すぐに笑えみを浮かべて、

「でも、もうおわかりですよね？　所しよ詮せん、ここにいる連中と僕達とでは住む世界が違う。僕ぼく等らがエレベーターに乗るなら、下した請うけの人間は遠えん慮りよしてエレベーターに乗らないものです。彼かれ等らは階段を使う。そういう持って生まれた違いというものを、明日香さんも自覚されたのでしょう？　予想より早かったですが、明日香さんが自覚してくれてよかった」

「私はそんな違いなんてわかりません。私も誰も変わりはないはずです」

「では、なぜここへ来たのです？　まだ戻らないおつもりですか？　それも構いませんよ。僕は明日香さんのお気持ちを第一に考えますから」

　そして、戻らない限り周りに迷惑がかかることになる。

　久く城じよう明日香はそう思うと言葉に詰まった。それを見て、北大路は朗ほがらかだ。

「この町に来ても、あなたが本当に頼りにできる相手など見つけられなかった。明日香さんは結局僕を頼る以外ないんですよ。僕との婚約、受けてくれますか？」

「……」

　諦あきらめて、これ以上抗あらがうことを止やめる。受け入れるとはそういうことだ。

　久城明日香は覚悟した。と、その時だった。

「……北大路さん、ちょっと……」

　人相の悪いのが一人、北大路の傍そばにやってきて耳打ちした。北大路は片かた眉まゆを上げる。

「へえ、彼も来たのか」

　その一言で、久城明日香は察した。誰がここに来たのかを。

「……僕は楽しみにしていたんですよ」

　北大路が静かな声で語り出す。

「明日香さんの表情を。けれど、どうもまだみたいですね。その顔は僕の見たい顔じゃないなあ。明日香さん、まだ完全には諦めていませんよね？　まだ期待している……それじゃあ、ダメなんです」

　北大路はゆっくりを立ち上がった。

「心のどこかにまだ希望があるから、そんな顔をするんです。本当に何もなくなったら、瞳ひとみから感情なんか消えてなくなるはずなのに。困るなあ。明日香さんにはそういう心の拠より所を全て失っていただかないと。あなたから何もかもなくさせるためにはどうしたらいいかな？」

　そして、傍かたわらに立つ人相の悪い男に命ずる。

「というわけで、叢むら雲くもさんをこの場に招待してください。僕自身が説得するとします。このバーの流儀で」

　それから久く城じよう明あ日す香かを一いち瞥べつし、

「目の前で希望が潰ついえるのをご覧に入れましょう」




　三さん畳じよう街がいは飲み屋街ではあるが、どこかうら寂さびしい。客引きなどの声はなく、ネオンよりも赤提灯ちようちんのぼんやりした光の方が多いからだ。狂きよう騒そうよりも苦い酒が似合う。そんな場所だった。辺りに漂うむせかえるような臭においは香水ではなく小便だ。狭せま苦くるしい道。それに相応ふさわしい、６畳くらいの広さの飲み屋が連なっている。

　叢むら雲くもカズヤはそんなごみごみした街並みの中、うっそりと立っていた。ようやく見つけたところだ。雑居ビルの地下にある会員制のバー、ポーラスターを。もちろん、看板も何も出ていない。半地下のガレージのような作りだ。そのガレージのシャッターは閉まっており、その脇わきに鉄製の扉が備え付けられている。

「……本当にここでいいのかよ」

　そう言いつつ、背後を振り返る。そこには暖簾のれんに年とし増ま園えんと書かれた居酒屋があった。小こ森もりの話が本当ならここで間違いはないはずだが。

「……ああ、そこで間違いねえぜ」

　声をかけられた。

　カズヤは振り返る。路上に二つの影がある。

「なんだ、さっきの三さん下したじゃねーか」

　グラサンをした色黒男が細身の男を引き連れていた。忌いま々いましげに口元を歪ゆがめている。

「白しろ田たって言ったっけ？　グラサン、ちゃんと拾って帰ったんだな」

　カズヤが呼びかけると、白田は唾つばを吐はく。そして、

「てめーは死なす」

「さっき小便ちびりそうになってたとは思えねーほど強気だな」

「言ってろ、ボケが。てめーの相手はこいつがしてくれるってよ」

　す、っと白田の前に細身の男が出てきた。

「こいつはな、ガラスのジョーって元チャンプだ。本物のパンチを腹に食らってのたうちまわれや」

　わざわざカズヤを探して報復しようとしていたらしい。ガラスのジョーは機き敏びんなフットワークを見せ始める。

「元チャンプ、ねえ」

　カズヤは興味なさげに呟つぶやいた。それを見て、白田が歯を剝むく。

「やれ！」

　ガラスのジョーがカズヤの懐ふところに潜もぐり込む。至近距離からボディに一発。だが、

「……名前の通り、ホントにガラスの顎あごだな」

　鈍にぶい音とともに崩くずれ落ちたのはガラスのジョーだった。カズヤの拳こぶしに顎あごを撃うち抜かれて昏こん倒とうしていた。

「……え」

　白しろ田たは呆ぼう然ぜんと、

「今、何が……」

「おめーも懲こりねーな？　組の看板が効かないとなったら、他人の力でお礼まいりか。自分の力でかかってきてみろよ」

「そ、そいつは元チャンプだぞ!?　な、なんでてめえみたいなチンピラが……」

「じゃあ、これでオレがチャンピオンってことだな」

　カズヤは素早く白田を拘こう束そくした。腕を捻ひねり上げる。

「いででで！　わかった、ギブ！　折れちまう！」

「折れるわけねーだろ、このくらいで」

　カズヤは呆あきれ、

「おめーなら、あの店に入れるだろ？　案内しろや」

「てめえ、あほか？　俺がそんなこと……いででで、わかりました！　はい喜んで！」

　白田は快く店への取り次ぎを引き受けてくれた。

　白田は腕を捻り上げられたまま、ポーラスターの鉄扉を叩たたいた。覗のぞき窓が開き、

「お、おい、俺だ。開けてくれ」

「……白田さん!?　何してるんすか!?」

「いいからこいつを中に入れてやってくれ、いでーいでー！」

　無言で閉められた。

「あれ？　おーい？　どうした？　開けろよ」

「……おめー、見捨てられたんじゃねーの？」

　カズヤは捻り上げていた腕に力を込める。

「あだだだだ！　え、ちょ、ま、待って！　い、今開くから！　なあ、おい！」

　ポーラスターの鉄扉が軋きしむ。開いた。扉の陰に立っていた、人相の悪いのがじろりとカズヤを睨にらんでくる。

「ほ、ほらな？」

　カズヤはさっさと扉を潜くぐる。背後で扉が閉まった。

「……へ、へへ。ばーか。これでてめえは終わりだ」

　腕を極きめられたまま、白田が笑い出す。

「まんまと俺の策略に嵌はまりやがって！　俺はてめえをここへおびき寄せるためにわざと捕まったんだよ！　ここに入って五体満足で出られると思うなよ？」

「はいはい」

　面倒臭くさくなったカズヤは白しろ田たを突き飛ばしてやった。カズヤから自由になった白田、自分の右腕をさすりながら、

「こ、ここには俺の兵隊が山ほどいるんだよ！　さっきみたいにいくと思ったら大間違いだ！　ヤクザ者舐なめたことを後悔させてやるからな」

「うるせえ」

　カズヤは肩を竦すくめて店内へと進む。

　そこは三さん畳じよう街がいには似つかわしくない、広い空間だった。教室二つ分くらいはあるだろうか。壁に何人ものチンピラ達が寄りかかって、カズヤの方を睨にらみ付けてくる。店内中央はコンクリート剝むき出しで、席もテーブルもない。店に入ってすぐ右にバーカウンターがある。

　そして、いた。

　カズヤは久く城じよう明あ日す香かを見つけて、

「おめー……何やってんだ？　ああ？」

　いきなり睨み付けた。向こうも怒った様子で、

「あなたこそ、なぜここへ来たのですか!?　何を考えているの？」

　カズヤを叱しかり飛ばすような口調だ。

「やあ、あなたも来てくれるとは」

　北きた大おお路じが親しげに手を上げる。が、カズヤはもちろん、明日香も北大路など眼中にないようだ。

　明日香は続ける。

「この人達は私に関わった人間を狙ねらっているのですよ。そんなところへ敢あえて飛び込んでくるなんて……私が身を引いた意味がなくなるでしょう!?　怪け我がをしないうちに帰ってください」

　カズヤも腹立ち交じりに言い募つのる。

「そっちこそ見くびるんじゃねーよ！　誰が身を引いてくれなんて頼んだ？　ああ？」

「何です、その言い方!?　私がせっかく皆のことを思ってやったのに！」

「おめー舐なめてんだろ？　なあ？　こんなヤクザ連中の嫌いやがらせぐれーでオレとかがへこたれるとでも思ったのか？」

　カズヤと明日香の言い合い。それを横目に北大路は肩を竦すくめたようだ。

「面白いことを仰おつしやってますね。僕は見学させてもらいましょうか」

　そんな言葉すらスルーして、明日香は気持ちをぶちまける。

「迷惑かけたくないって思ったから……なのに、あなたはそれをぶち壊しにきたの？　少しは私の気持ちを考えたらどうなんですか！」

「勝手に背負い込んで勝手な結論出してんじゃねえ！」

「結論？」

「何つーの？　おめー、オレがこいつらに負けるって思ったわけだろ？　ふざけんなっつーんだよ。おめーが身を引くってのは、オレが負けんの前提じゃねーか！」

「だって、この人達はどこまでも付きまとって……」

「それに、おめー一人が犠牲になればオレやスターライトの連中やセクハラ探偵達が幸せになれるとでも思ってんのか？　おめーを見捨てて、オレ達がいい気分になれるとでも？」

「そ、それは……」

「そーゆー自己満足は人に見えない所でこっそりやれ！　恥はずかしい奴やつだな」

「うるさい！　人の気も知らないで！」

　明あ日す香かは怒鳴った。が、すぐに俯うつむいて、

「……心配だから、私にできることをした……それのどこがいけないの!?」

「やり方が間違ってるからいけねーんだよ。オレやおめーが我が慢まんする必要はねーだろ。だって、悪いのはこいつらなんだからよ」

　ようやく、カズヤは北きた大おお路じに目を向けてやる。

「つーわけでこいつは元の場所には帰らねーし、おめーはここでぶっ飛ばされる。いいな？」

　北大路は苦笑してきた。

「お話は終わりましたか？　まったく、面白いことを言いますね」

「ああ？」

　北大路は両りよう掌しようをカズヤに向けて、まあまあ、と宥なだめるようにする。

「いえ、あなたが何を考えておられるのかと思いまして」

　カズヤはそんな北大路の様子をじっと見つめた。顔ではなく、手を。

　北大路は子供に説明するような口調だ。

「あなたはここへ叩たたき潰つぶされるために来たのですよ？　無む駄だなことは考えずに、自分の役割を果たすことだけを考えてください。人生の下した請うけに難しいことは要求しませんから」

「まるで、オレはおめーの言う通りに動かなきゃならねーみたいだな」

「そうですよ？　ここに連れてこられた方は皆そうです。あなたのような存在が、過分な夢や望みを持つのはおこがましいと思いませんか？」

「おめーをぶっ潰つぶすって望みは、殴なぐり続ければいつかきっと叶かなうさ」

「あなたは謙けん虚きよや奥おく床ゆかしさというものとは無縁のようですね。……尤もつとも、そういう勘違いをされている方のほうが、それがどうあがいても叶わぬものだと悟さとった時の顔は面白いものですが。あなたもそれを見せてくれるというわけですね」

　一斉に、店内のチンピラ達が動き出す。カズヤを取り囲むような大きな輪になった。その中心にいるのは白しろ田ただ。グラサンの奥の目はわからないが、口元は醜みにくく歪ゆがんでいた。

「さあ、ミンチにしてやるぜ」

「どうですか？　この人数を前にして、まだ望みがありますか？　逃げる場所はありませんよ」

　北大路が問いかける。

「明あ日す香かさんもどうです？　あなたの目の前であなたの希望を摘つんで差し上げます。その時は、きっといい顔をしてくれますよね」

　北きた大おお路じのどこか弾はずむような口調。

　カズヤは周囲を見回す。落ち着いた声で、

「大勢で寄ってたかって、か。まあ、よくあるやり方だよな」

　頭を搔かいて、

「ま、このくらいハンデがなきゃ、お坊ちゃんは怖くてオレと話もできねーか」

　それを聞いて、北大路が目を細めた。

「ただの強がりにしては自信がおありのようで」

「実際余裕だし？」

「見栄を張っているだけでしょう？」

「おめーはその見栄を張る勇気もねーみてえだけどな」

　北大路は、急に湿った笑えみを浮かべ始めた。

「……ならば、どうでしょう。僕と勝負しませんか？　あなたご自慢の暴力で相手をしようじゃありませんか。僕一人で」

　さすがにカズヤは目を丸くする。

「タイマンってことか？　おめーが？　何のつもりだよ？」

「このまま大勢であなたを倒しても、あなたは大人数に襲われたから負けた、一対一なら負けなかった、とか言い訳できてしまうでしょう？」

「おい、何でオレが負けるの前提の話してんの？」

「あなた達の言葉では、男を上げた、とでも言うのですかね？　実際には何も為なし得ずに倒れただけの犬死になのだとしても、一人で立ち向かったことがステータス、偉えらい、男だ、となる。それで自己満足したあなたは、倒れても面白い顔をしてくれないのではないかと思いまして」

　北大路はじろじろとカズヤの顔を見てくる。

「ほら、今もそうです。ちっとも面白い顔をしていない。明日香さんのために犠牲になる自分に酔っているのですか？」

「全然、そういうつもりじゃねーんだけどな。犠牲になる気なんてさらさらねーし？　単にこのままやられるつもりねーから焦あせってもビビってもねーだけで」

「でしたら、僕と一対一で戦うのも問題ないですよね？　それならあなたも言い訳できない。あなたが唯ゆい一いつ得意の分野でも僕には敵わない。僕一人に手も足も出ない現実。それを知れば、あなたは面白い顔をしてくれると思うんですよ」

　カズヤはしかめ面つらになる。

「やっちまったなー、おめー。一対一でやったら、今でも楽勝なのが超楽勝になっちまうだろ。さすがに何か悪わりーよ。ハンデで尻尾しつぽだけで戦ってやろうか？」

「相当自信があるようですね。今までもあなたのような相手を何人も病院送りにしてますから、ハンデは結構です。手を抜いたから負けた、なんて言い訳はしないでいいですよ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ、北きた大おお路じさん!?」

　白しろ田たが喚わめいた。

「ホントにタイマン張る気ですか？　俺達に任せてくれりゃ、すぐに片付く……」

「何が片付くのでしょう？　あなた達に任せれば、彼が面白い顔をしてくれるとでも？」

「え……？」

「むしろ逆ですよね？　先程からの話、聞いていましたか？　そもそも上が決定した事項をいかに忠実に実行するか。それだけが下した請うけに求められる能力ですよね？　白田さん、あなたのお立場はどういったものでしょうか？　その点に思い至らせてもらえると助かります」

　白田は沈ちん黙もくした。北大路はカズヤを剣けん吞のんな目付きで眺ながめてくる。

「それにしても……先程からどうしても気になってしまうのですが」

「んだよ？」

「何な故ぜあなたは少しも面白い顔をしてくれないのですか？　……動どう揺ようしたり後悔の色を浮かべたり……何故しない？　自己犠牲に酔って周りが見えていないだけなのだとしたらお教えしましょう。認めてください。あなたは圧倒的に不利な状況にある」

「ご託たくが多いな、おめー」

　カズヤはイラつく。だが、北大路はまだ続けた。

「命乞ごいをするなり、自分だけ助かろうと明あ日す香かさんを売るなり、そういう面白い顔をしてくれないと、楽しめない。それどころか、なんでしょうか、この気持ちは。不快です」

　そこでカズヤ、ああ、そういうことか！　と膝ひざを打つ。

「思い通りにならなくてお怒いかりってことか。何でおめーが怒るんだろうな？　それは怖いからじゃないのか？」

「怖い？　何がですか？」

「予想した展開にならない、つまり未来が見通せない不安、ってやつだ」

「僕が不安を感じてる？　意味がわからない。あなたは何を根拠に」

「さっきからおめーの口数が多いのは、不安がある証拠だぜ」

　カズヤは一いつ蹴しゆうした。

「おめーはオレがビビって泣き入れてくると思ってた。でも、オレはそうしない。それは何故か？　何か自分が予想できないどんでん返しがあるんじゃないか、この状況をひっくり返すような何かがあるんじゃないか。そう思って不安なんだろ？　だから、イラついている」

「この状況は引っ繰り返せるものではありません。それがわかっている以上、僕が不安を感じることはない。僕が不快なのは、あなたの能天気さについてです。自分の立場を弁わきまえず、まだどこかで助かるとでも思っているであろうその夢見がちなところが鼻につく」

　カズヤは頭を搔かいた。

「オレが何で怖がったり悔くやしがったりしてないのか……気になるなら種明かししてやろーか？　別にヤケクソとか自己陶とう酔すいしてるわけじゃねえ。オレはな、実のところ、これから先どうなるかある程度の見込みがあるからこんな平気な顔してる。オレは負けねえ……そういう見込みがある」

「……その自信はどこから来るのですか？　ヤンキー特有の気合いとか根性といった根拠なき精神論ですか？」

「占うらなってみたのさ。おめーのこれからをな」

　北きた大おお路じは虚きよを突かれたようだった。

「占い？」

「おめーの手相は見させてもらった。おめー、近いうちに全てを失うぜ」

「……何を仰おつしやっているのか……失礼ですが、正気ですか？」

「……まあ、そうなるよな、普通。でも、まあ聞けよ。おめーの手相、教えてやるから」

　先程から、ヒミコがそっと耳打ちしてくれていた。

「この人の感情線は中指の下までしか伸びていませんでした。これは愛情に溺おぼれない人の相です」

　カズヤはその言葉を北大路に聞こえるように置き換える。

「まず、おめーの感情線だが先っちょが中指の下までしか伸びてねえ。これは愛情に溺れない、気持ちの切り替えの早い合理的な相とも言えるが、おめーの場合は単なるエゴイストだ」

　背後からヒミコの囁ささやき声がしてくる。

「あと、感情線が薄いですね。こういう人は……」

「おめーは自分本位で他人の気持ちを考えてねえ。自分が満足することだけを追い求めてる。しかも、線が薄いだろ？　それは相手をしつこく追い回して目的を達成すると途端に冷めておざなりにするタイプだ」

　北大路は自分の掌てのひらをちらっと見て、

「人格批判ですか？」

「いんや、おめーのこれからの運命の話だ。その感情線だが、その線上に米印みたいな短い線の集まりがあるだろ？　それを星っていうんだが、感情線上に現れた星は憎にくしみや怒いかりから争い事が起きることを示している。おめーのその性格が招く災さい厄やくさ」

「……それが何か？」

「で、だ。その星なんだが、それが生命線の上にも現れてた。星が出てるのは大抵良くない兆きざしなんだそうだ。生命線上に浮かんだ星は、突然の終末を暗示してる。らしい。まずいことが突然起こることを予告してくれてるんだと。そして、極め付けが運命線だ」

　カズヤは自分の手の真ん中あたりをなぞって見せてやる。

「おめーにもこういう線があるんだが、その先端が短い横線で止められていた。その短い横線ってのは障害線だ。運命線が障害線で止められている時、それはそれまでの生活が一変するほどの大打撃を受けることを意味している。超トラブル発生の印さ」

「わかりませんね。何の意味があると思って、そのような話を僕に聞かせているのか。要点を仰おつしやってくれませんか？」

「手相全体が言ってるんだよ。おめーは破滅するって」

「バカなことを……」

「で、なんで破滅すると思う？」

　カズヤはそう問うと、答えも待たずに笑ってやった。サメのような笑えみとともに、

「それはオレがおめーをぶっ飛ばすから」

　胸を張ってやった。北きた大おお路じは一いつ瞬しゆん言葉もない。

「……あなたのことはただの力自慢かと思っていましたが……もっと頭が悪いようですね。……こんなバカが相手だったとは」

　周りのチンピラ達も、吹き出したり笑いを堪こらえている様子だ。

「電波過ぎんだろ、こいつ……」

「……やっべ、頭おかしいわ」

　北大路が頭を振った。

「……そんなことで自信ありげにしていたと？　何の根拠もないのに、ですか？　いやはや……信じる者は救われるというか、単に現状認識ができていなかっただけというか。まさか占うらないを信じていたとは……」

「うるせー。オレだって占いなんか信じちゃいなかった。でも、占いには人の背中を押す力、勇気を呼び起こす力があることはあるんだよ。オレがここに立っているのも、まあ、それのおかげだ」

「間違った方向へ背中を押すものですよ、占いなどというものは」

　二人のやり取りの横で、呟つぶやく者がいる。

「……信じられません……そんな手相を当てにしてこの場に来たのですか？　どうして……どうしてそんなバカなことを……」

　久く城じよう明あ日す香かは立ち尽つくしていた。それを見て、北大路が満面の笑えみを浮かべるではないか。

「……素晴らしい。いい顔になってきましたね。ようやく絶望、失望、諦てい念ねんが見えてきました。ありがとうございます、叢むら雲くもさん。あなたはよく責務を果たしてくれましたよ」

　だが、カズヤは落ち着いたものだ。

「明日香」

　名前で呼ぶ。

「おめーは知ってるはずだぜ」

「何をですか？」

「オレの占うらないが、クソ忌いま々いましいことに、結構当たるってことをだよ」

　久く城じよう明あ日す香かはまじまじとカズヤを見つめてきた。

「おめーのこと、占ってやったろ？　あれって当たってなかったか？　そして、おめーはあの占いに背中を押されてこの街に残った。そうじゃなかったか？」

　カズヤは真剣な眼まな差ざしを返してやる。

「だから信じろ。自分の選んだ道を、自分の未来を」

　久城明日香は黙だまり込む。その表情は……。

　北きた大おお路じが冷たい口調で告げてきた。

「茶番ですね……そんな面白みのない顔をするのは止やめてください、明日香さん。そんな期待に満ちた瞳ひとみは、あなたには似合わない。……その占いの結果とやらがどれほど的まと外はずれだったか、あなた達はたちどころに理解するでしょう。お喋しやべりが過ぎましたね。やりましょうか」

　周囲はチンピラ達にとり囲まれ、店内は逃げ場のないリングと化した。

　カズヤと北大路、対たい峙じする二人。

　北大路は腰を低く落としている。対するカズヤは拳こぶしを顔の前に掲げ、身構えた。

　す、すすっ、と北大路が間合いを詰めようとしてくる。だが、中々詰められない。カズヤのジャブが牽けん制せいとなっていた。
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「……ほう」

　北きた大おお路じが呟つぶやいた。

「ただの喧けん嘩か屋というわけではなさそうですね」

「いいから、来いよ」

　カズヤも誘う。

　その誘いに乗ったのか。北大路が大きく踏ふみ込むと同時に身を屈かがめた。足を取りに行く態勢。だが、その北大路の顔面に一いつ瞬しゆん影が差す。北大路は飛び退のいていた。顔面のあった空間を、カズヤの右みぎ拳こぶしが鋭するどく抉えぐっている。

「……ちっ……」

　思うように距離を詰められない北大路がしかめ面つらになる。

「おら、どーした？　レスリングチャンピオンだろ？」

　カズヤは挑発する。が、

「……おい！　何してやがる！」

　急に怒声を張り上げた。というのも、

「久く城じよう家のお嬢じようさんは危ないからこっちに来といてもらおうか？」

「放しなさい……！」

　白しろ田た達が明あ日す香かの腕を取り、身動きできぬようにしていたからだ。

　その一瞬、カズヤの集中力は北大路から外れていた。

　間合いの外から、北大路がするりとカズヤの足もとに入り込んでくる。タックルだ。

　足を取られる。気付いたカズヤは、その禍まが々まがしさに咄とつ嗟さに反応していた。

　そうはさせじと膝ひざを出したのだ。鋭い膝蹴げり。足を取りに来た北大路の顔面へのカウンター。突進してきた相手の勢いと膝を合わせれば、砕くだけぬ顔はない。

「……ちっ……！」

　だが、今度の舌打ちはカズヤの口から洩もれた。

　避よけられていた。まるで膝からの風圧でふわりとその身が浮いて避けたかのよう。それくらい軽かろやかに北大路はその膝をさばいていた。そしてそのまま、カズヤの下半身にぶつかってくる。カズヤの体が宙に浮いた。どうっ、と背中から落ちる。

「倒れましたね」

　北大路が勝ち誇ほこる。その顔にカズヤは拳を入れようとして、だが、止めた。

　白田達がニヤニヤとカズヤに示してきたからだ。久城明日香にナイフを突き付けている姿を。

「……どうしました？　威勢がよかった割には反撃はなしですか？」

　カズヤにのしかかるようにした北大路が嘲あざける。腕をぐいぐい、カズヤの喉のどに押し付けるようにしてきた。頸けい動どう脈みやくを圧迫し、意識を奪おうというつもりか。

「さあ、どこを折って欲しい……」

　言いかけていた北きた大おお路じが、苦痛の叫さけびを漏もらして飛びずさった。右手の前腕辺りを押さえている。

　北大路に倒されたカズヤは床に仰あお向むけの格かつ好こうだった。が、すぐに立ち上がって身構える。圧迫されていた喉のどが痛い。咳せきが出る。頭がズキズキした。

　北大路が険しい目で睨にらんできた。

「……何をした？」

「はぁ？」

　カズヤはわからない。倒されたかと思ったら、突然北大路が勝手に飛び退のいたのだ。

　今のはやばかった。と内心冷や汗をかいているところ。なぜか助かった。

「手に何かが……。その襟えり元もとに何を仕込んでいる？」

「襟元？」

　カズヤは黒服の襟に手を触ふれた。

「いて！」

　鋭するどい痛み。針が刺さっていた。正確にはピンバッジ。カズヤはこれに見覚えがある。マイクロホンが仕込まれているやつだ。久く城じよう明あ日す香かが以前にもこっそりカズヤに取り付けていた、あれ。その針が外れていた。尖とつ端たんが剝むき出しになっている。北大路が喉元へ腕を押し付けてきた時、たまたま針が飛び出ていたらしい。

「……おめー、また仕掛けてたのかよ」

「それは私ではありません。きっと小こ森もり所長が……」

　カズヤの問いかけに、久城明日香も戸と惑まどい気味。

　いつのまにか盗聴器を仕込まれていた？　ということは、これまでの会話は全て小森にも届いていたということだ。

　カズヤはその意味を考えざるを得ない。

　その一方で、北大路は血の滲にじんだ右前腕を押さえたままだ。

「……ピンバッジですか。でも、もうタネは割れました。今のやり取りでわかりましたが、あなたはグラウンドでは素人しろうとだ。もう幸運はありませんよ。おしまいです」

　すっと腰を落とす。再び、タックルに来る態勢だ。

　やべーな。もう一度転がされたら今度は逃がしてくれそうもねえ。そして……、と素早く視線を動かした。

　久城明日香を捕まえている白しろ田た達を見る。反撃しようとしたら、すかさずナイフをちらつかせる連中。

　このままでは手が出せない。こちらは一方的に嬲なぶられるだけだ。

　そうした緊迫した場面で、

「あのう、すみません。緊急占うらない速報です！　カズっちさんの今日の運勢は今が最高潮です！」

「はあ!?　なんだ突然!?」

　ヒミコから囁ささやかれたものだから、がくっと腰こし砕くだけしそうになる。その様子に気付いた久く城じようは首を傾かしげ、北きた大おお路じは眉み間けんに縦たてじわを刻む。

　と、店の入り口で騒さわぎが起こった。凶悪な人相の見張りが慌あわてた様子で、

「白しろ田たさん！　ちょっと！」

　と声を上げかけた。が、最後まで用件を言えずに蹴けり飛ばされた。盛大な音とともに白田達の一団に激突する。ぐえ、とか濁にごった悲鳴を上げて、男達が何人か転がった。その隙すきに、

「あ！　てめえ、待て！」

　久城明日香は身を翻ひるがえし、白田達から逃げ出した。

「……邪じや魔まするぜ」

　店内の全員の視線がその声の出所、店の入り口へと向かった。

　そして、店内に入り込んできたヤクザ達を見る。腕を三角巾で吊つった派手な背広の男を先頭に、十人はいるだろうか。どれもが刺すような目線と雰ふん囲い気きを漂わせていた。それを見て、白田が喘あえぐ。

「え？　志し村むら……何で？　北大路さんと会見しに来るのは若わか頭がしらのはずじゃ……」

　腕を負傷しているヤクザ者が口の片端だけ吊りあげて笑った。

「残念だったな。若頭は来ねえ。というか、白田。若頭はてめえのことなんざ知らんとさ」

「は？」

「八や俣また町の再開発計画のこと、若頭は一切知らなかったそうだぞ？　てめえ、一人で随すい分ぶん跳はね回ってたみたいじゃねえか」

　白田は飛び上がらんばかりだった。

「そんな！　若頭だって了承して……だから俺は動いてたのに！」

「わかんねえか、白田？　てめえは切られたんだよ、潮しお目めが変わったんだ」

「そんな……そんなバカな！　若頭に会わせてくれ！」

　陸に上がった魚みたいに口をパクパクする白田。だが、志村は世間話をする態ていだ。

「そういや知ってるか、白田。幹部会がえらくご立腹でな」

「こ、これは俺が独断でやったことじゃねえ。なあ、兄貴。俺がそんな肝っ玉のある奴やつじゃないことくらい知ってんだろ？」

　懇こん願がんするような白田に対して、志村は冷ややかだ。

「幹部会が何を怒ってるかわかるか、白田？　……てめえ、スターライトに手を出したそうだなあ？」

「は？　何の話だ？」

「店に乗り込んで約束破りみてえな真ま似ねしたんだろ？　それが上の連中にはひどく目め障ざわりだったらしいぜ」

「ど、どういうこと……？」

「あの店はな、アンタッチャブルなんだよ。俺達が勝手に手を出していい店じゃねえんだ。てめえは知らなかったようだがな。だから、てめえは切られることになる」

「ちょ、ちょっと待ってくれ……」

「さあて、落とし前の時間だ。……ところで誰か、こいつと一いつ緒しよに落とし前をつけたい奴やつはいるか？　いるなら俺達と一緒に来てくれ。海水浴に行こうぜ」

　店内のチンピラ達はそれぞれ顔を見合わせ、だが、何も言わない。そのうち、一人が逃げ出した。それに続いて、他の者もそそくさと店を後にしていく。

　白しろ田たはその流れを目で追いながら、

「おい、ちょっと待ててめえら……どこ行くんだ……おいってば……」

　志し村むらがくるりと北きた大おお路じに向き直った。

「さあて、そういうわけだ。北大路さん。あんたと俺達との話はご破わ算さんになった。うちはもう、別にあんたを守ったりする義理もくそもねえわけだ」

「……僕に何かするつもりですか？　その腕の復ふく讐しゆう？　そのようなことをすれば、僕はあなた方をこの街から徹底的に排はい斥せきしますよ」

「いやいや。手を出すつもりはねえよ？　でも、守る気もねえってことだ。よく見りゃお取り込み中だったんだろ？　邪じや魔まして悪かったな。思う存分やってくれ。ああ、俺達は手を出さねえぜ？　あんたがそこの小僧に何されようがな」

　なあ、待ってくれ、なあって……そう言い続ける白田を引き摺ずるようにして、志村の手下達は出ていってしまう。志村はその後を追いながら、

「……だから、あんたがこれからどんな目に遭おうとうちに文句言うなよ？　あくまでそこの小僧とあんたとの問題なんだろ？」

　そう笑った。

　そうして、店内から志村やヤクザ達はいなくなる。最も早はや、カズヤを囲んでいる者はない。残っているのはカズヤと久く城じよう明あ日す香か、そして北大路だけのシンプルな構図。

「さて、おめーを守ってくれる連中はいなくなったみたいだけど？」

　カズヤが問いかける。が、北大路は鼻で笑うだけだ。

「彼かれ等らなどいなくても問題はありません」

「そうか？　無理すんなよ？　もういざって時の保険はいねーんだぜ？」

「……そもそも、僕一人であなたを倒すという話でしたでしょう？　……いずれにせよ、何も予定に変更はありません。僕は明日香さんの目の前で彼女の希望を奪う」

　そして、いきなりだった。北大路が先程と同じようにタックルに来た。素早い動き。というより、素早過ぎた。

「が！」

　今度もカズヤは膝ひざを出している。それがまともに北きた大おお路じの顔面に入っていた。

「……焦あせったな」

　カズヤはそんな呟つぶやきを投げかける。顔を押さえ、蹲うずくまる北大路。鼻血が止まらないらしい。

　北大路の動きは足を狙ねらうことばかりに集中していて、わかりやすいほどだった。そこからはカズヤの膝を避よける余裕が失われていた。

　北大路が濁にごった声で呻うめく。

「ど、どうして……先程は簡単に足を取れたのに……」

「気付いてねーのか？　おめーはもう駄だ目めだ」

「な、何だと」

「おめーの強さは自分が絶対的優位にあってこそ、だからなんだろう。自分が有利だと確信できなきゃ不安でならない。今から打つオレのパンチ見りゃ実力差はわかる」

「そんなパンチ当たらなければ……」

「もう当たるんだよ」

　カズヤはそう言って、解放された久く城じよう明あ日す香かを見た。人質さえいなければ、何の問題もない。

　カズヤは続けて、

「こっちは手相でとっくに見抜いてるんだよ。おめーはガタイだけで根性がねえ。虚勢を張ってるだけだ。自分の身に危険が及ぶかも、って考えたら途端に足が竦すくんじまう。おめーがやってきたのは周りを味方で固めて絶対自分は傷つかないところから手を出す、それだけだ。抵抗できない、抵抗しない相手になら自信たっぷりだが、そうじゃねー奴やつには内心ビビりまくってる。……ダセえ野郎だよ。昔のオレみたいにな。そんな覚悟の奴が、この状況で勝てる道理があるかよ。いざって時に守ってくれるはずの下した請うけ連中がいなくなっちまったんだ。言ってみりゃ、おめーはビビって墓ぼ穴けつを掘ったのさ」

　と、カズヤは、ふん、と鼻であしらうように、

「もっとも、おめーが自信をなくしたからオレが勝ったわけじゃなくて、あのままでもオレが勝ってたけどな」

「……僕が？　ふざけるな。僕は強い！　これまで何人も病院送りにしてきた。この手でだ！　君もそうなる。そうでないといけない！　上の者に下の者は従わなきゃならないんだ！」

　カズヤは蹲る北大路の胸ぐらを摑つかんで引き起こした。歪ゆがんだ顔が血に塗れている。その目が怯おびえで揺ゆれていた。

「ぐっ……！」

「じゃあ、オレの方が上だったってわけだ。上の者に下の者は従わなくちゃなんねーンだろ？　いいか、二度と明日香に関かかわろうとすんな。さもないと……もう一度おめーにその顔をさせるぞ」

　北大路は最も早はや言葉もない。あ、とか、う、とか呟つぶやくのみだ。苦痛に歪んで、怯えた両手で庇かばおうとしている顔。北きた大おお路じ言うところの希望を失った顔。カズヤはその顔を見ても、大して面白いとは思えなかった。

「さて、行こうぜ」

　カズヤは自分の服を掃はたきつつ、明あ日す香かを促す。埃ほこりが掃われる。

「こんな胸くそ悪い場所、さっさと出ようや」

　カズヤの意識は明日香に向いていた。だから、気付かない。自らの服を掃った時、懐ふところからコロリと転がり落ちたものがあることを。それはまるで引き摺ずり出されたかのようだった。

「……このままで済まさないぞ……」

　北大路がへたり込みながら、最後の虚勢を張る。

「僕は上の世界の人間だ……この町を更地にして、貴様も一いつ緒しよに消してやる……！」

「手相変えて出直せ」

　カズヤはそれだけ言って、最も早はや北大路には目もくれなかった。










　　　エピローグ




　八や俣また町東公園。森に面した小さな公園だ。夜はもちろんのこと、昼間でも子供の姿は見えない。静かなものだ。だがそれは、怖いお兄さんがベンチに居座っているから子供が寄ってこない、というあんまりな理由のせいだった。

　その怖いお兄さんであるところの叢むら雲くもカズヤはどっかりと座り込んでいた。ベンチ一つを占有して大おお股また開き。両りよう肘ひじを背もたれに載っけている。

「……あのう、すみません……」

　背後から遠えん慮りよがちな囁ささやき声。

「どうしてまたこの公園に来てるんですか？　あの……まだわたしをお祓はらいしようとか考えてます？」

　ヒミコだった。東公園の隣は神社だ。カズヤはそちらのほうを見やり、

「……どうしたもんかな……」

　呟つぶやく。その態度に危機感を募つのらせたのか、ヒミコは必死だ。

「あ、あの！　わたしが憑ついてるとお得ですよ！　占うらないでカズっちさんのこと助けてあげられますし。とっても有能な情報検索エンジンみたいなものです！　天気予報とかお勧めのラーメン屋さんとか、占いですぐ教えてあげられます。持ち運びに便利なモバイル幽ゆう霊れい、ヒミコ様ですよ！」

「どこでそういう半端な知識覚えてくんだよ、おめー」

「……誰と話しているのですか？」

　ヒミコと白熱した議論を交わしていたカズヤは、声をかけられてベンチから腰を浮かしかける。

「うわっと、と……なんだ、おめーか。おめーっていっつもいきなり現れるよな」

　久く城じよう明あ日す香かだった。眉まゆ根ねを寄せて腕組みし、胡う散さん臭くさげにカズヤを見下ろしていた。いつの間にかベンチの近くまで来ていたらしい。

「……暇そうですね」

「そーいうわけでもねーんだけど……それより、おめーこそどうした？　またオレをつけ回す訓練か？」

「いいえ、今、近くで事件があって、所長のお手伝いをしているところです」

「まあ、探偵の真ま似ね事でも、続けていけるのはいいことじゃね」

「……どこかの誰かが北きた大おお路じのこれまでの所業を公開してくれたおかげ、なのでしょうね」

「婚約の話は流れたんだろ？」

「ええ。ああまで悪評が流れては、北大路は最も早はや久城家の役に立たないと判断したのでしょうね、お父様は。北きた大おお路じ自身も事業に失敗したようですし」

　八や俣また町の再開発計画は地元住民の反対運動により頓とん挫ざしていた。それに深く関わっていた北大路は当然大打撃を受けている。

「じゃあ、もう家に戻っても北大路と無理やり結婚させられる心配はなくなったわけだな」

　カズヤはさりげないつもりで付け加える。

「……戻らないのか？」

「……戻りません。この街に残ります」

「そうか」

　カズヤはその理由を聞いたりはしなかった。ただ、

「まあ、決めるのはおめーだからな」

　そう言って黙だまり込む。その沈ちん黙もくを破るように、

「ところで、ずっと気になっていたことがあるのですけれど」

　久く城じよう明あ日す香かが口を開いた。

「……どうしてあなたは私を助けてくれるのですか？　最初に会った時から……私、あなたにひどく失礼な態度を取っていたかと思います。そんな私のために、どうして？」

「は!?　そりゃあれだ、おめー。そんなのは……」

「どうして？　自分の身の危険も顧かえりみず、あの地下バーに来てくれたのはどうして？」

　久城明日香の目は少しもふざけていない。カズヤを真まっ直すぐに見抜いてくる。その眼まな差ざしにどういうわけかドギマギして、カズヤは言い淀よどんだ。

「あの、な。そのう……」

　心配だったから。危なっかしくて放っておけなかった。つまり、気になっていたから。そんな正直な、そしてたわいもない理由。なのに、それを口にするのがどうしてこんなに難しいのか。

　カズヤは苦し紛まぎれに、別のことを口にしてしまった。

「……オレに憑ついてる幽ゆう霊れいが、な。おめーが危ないって言うから……だから助けに……」

「幽霊？」

　久城明日香が首を傾かしげる。そして、カズヤは、やってしまった、とすぐさま後悔した。子供の頃の嫌いやな記憶が呼び起こされる。

　幽霊がそう言ったから。その言葉を聞いた瞬しゆん間かんのクラスメート達の嘲ちよう笑しよう。教師のやれやれといった顔。誰もまともに取り合ってくれず、小こ馬ば鹿かにされたあの日。幽霊という言葉を出しただけで全てが否定された。花を踏ふみにじったのは彼女だ、という主張が事実かどうかは検証されることなく、バカげたことを言い出した奴やつの言うことは全て間違っていると決め付けられた。

　幽霊のせいにすんなよ、バーカ！

　そう言われて取っ組み合いの喧けん嘩かになった。

　そうだ、学んだじゃねーか。幽ゆう霊れいとかそんな目に見えないものを言い訳に使うなんて間違いだった。そもそも信じちゃいけねーんだ、そういうのは。なのに……今オレは、幽霊が助けろって言ったから助けた、とか言い訳しちまった……！　なんつーバカだ、オレは……。くそ、またオレはあの視線を受けなくちゃなんねーのか。あの、蔑さげすんだ目で明あ日す香かから見られるのか。

　だが、久く城じよう明日香はそんな目をしなかった。ああ、と思い出したかのように、

「そうですか、幽霊が。それは、あなたが時々口にしている、あの幽霊さんのことですか？」

「は？　あ、ああ、まあ、そうだけど……じゃなくて……え!?　な、なんだそれ？　オレ、そんなこと言ったことあったか？」

「あなたが独ひとり言を言っている時、よく喋しやべってますよ。先程も幽霊のくせにどうとか……」

「何で聞いてんだよ……。でも、そうだよ。オレは幽霊と話してんだよ！」

　開き直ったように言ってやった。それに対して、

「なるほど、そうですか」

　何だか納得している様子。カズヤは拍ひよう子し抜けする。

　てっきり、ふざけるな、とか否定されると思っていたのに、なんだこの態度は。

「……おい、オレの言うことを信じるのか？」

「何がですか？」

「幽霊が見えて話してるとか言ってんだぞ、オレ。信じるのか？」

「信じます」

　何の躊躇ためらいもない答えが返ってきた。その答えに、カズヤの方がたじろぐ。

「そう言われれば、あなたの言動は確かに辻つじ褄つまが合います。それに……」

　言いかけて、久城明日香は一旦口を閉ざす。それから思い切ったように、

「……あなたの占うらないはいつも当たっていましたし」

「なんだ、占いを信じるってことかよ」

　カズヤはちょっと気落ちした。と、それを見た明日香、言葉が足りなかったと思ったらしい。言い添えてくる。

「占いが当たっているのもそうですけれど……占いでなくとも、あなたの言うことはその通りになってきました。だから信じます。……あなただから、信じられたのです」

「お、おう、そうか……」

　思わずカズヤは口ごもってしまう。

　言ってしまってから、明日香も急に落ち着かなくなり、

「……ええっと……占い等に関してはあなたの幽霊が優れているのですよね？　だから、別にあなたの功績というわけではなくて……凄すごいのは幽霊さんであってあなたじゃない。あなたなんて全然大したことないのですから、いい気にならないように！　ということです！」

　照れ隠しのつもりか憎にくまれ口を叩たたいてきた。

「まあ、それは確かにそうなんだけどよ……」

　カズヤはそう返すのが精一杯。明あ日す香かも慌あわてたまま、

「あ、あの、私仕事中でしたので、これで失礼します。それではまた」

　カズヤの顔も見ずに駆かけ出していってしまった。それを見送りながら、

「……あいつ、オレの言ったことを信じてくれたのか……それに〝また〟って言ったよな……」

　カズヤは呟つぶやく。

　初めてだった。幽ゆう霊れいのことを口にして、それを受け入れてもらえたのは。

　見えるものをただ正直に見えると言って、信用してもらえた。今までは、見えることに後ろめたさすら感じた。感じざるを得なかった。そのことを口にしたら、周りから誰もいなくなってしまう。疎そ外がいされる。そう思っていた。なのに、あいつは。明日香は。

「……あの、すみません。さしでがましいとは思いますけれど、一人でニヤニヤしているととっても不審者に見えますよ。幼児が寄ってこないレベルです」

「な、誰もニヤニヤなんかしてねーよ!?」

　ヒミコの囁ささやきにカズヤはむきになって叫さけんでしまう。

「それにしても、やはりわかる人にはわかるんですね。わたし、優れているそうですよ！」

　ヒミコは先程の明日香の言葉がいたく気に入ったらしい。

「うふふ、世界で最も優れた愛らしい幽霊ヒミコ様の下に世界は統一されるということですね！　全人類をひれ伏させる神権政治の復権です！」

「おめーこそニヤニヤしながら、物ぶつ騒そうなこと言ってんじゃねーよ！」

「すみません、ニヤニヤしてすみません。ほくそ笑えむことにします」

「なんか悪そうだな！」

　そんな風なやり取りをした後。カズヤはふと黙だまり込む。空を見上げ、思い至らせ。

「信じる、か……」

　それから、大きく深呼吸。自ら両手で頰ほほを張って、

「……よし、決めた！」

　気合を入れる。

「……あいつも自分で決めたんだ。オレもそうしねーとな」

「え、あの、すみません、何を決めたんですか？」

　ヒミコの問いに応えず、カズヤはベンチから立ち上がる。そして、神社の方へ、八や俣また町神かみ無なし神社へと目を向けた。そこでは幽霊をお祓はらいしてくれるという。

「え？　え？　あの……カズっちさん？　何を決めたんですか？　どこへ行くおつもりですか？　え？　すみません、ちょっと」

　にわかに雲行きが怪あやしいのでヒミコも必死だ。

「あの、すみませんすみません、もう生意気なことは申しませんので考え直してください！　今度から、カズっちさんが微び妙みような服装で外へ出ようとしていても注意とかしませんから！　周囲から変な目で見られるのがわかっていても、それを指摘してカズっちさんのご不ふ興きようを買うような真ま似ねはもうしませんから、あのすみません、許してください！」

「ばーか。別にそんなことしねーよ」

　カズヤは神社から視線を外すと、くるりと体の向きを変える。そろそろスターライトの開店準備の時間だ。店に戻らないといけない。

「……え？　そ、そうなんですか？　よかったあ……あの、でも、それでしたら、カズっちさん、何を決めたんですか？」

「いちいちうるせーな……まあ、あれだよあれ。……ちょっと信じてやってもいいぜ」

「はい？」

「だから、おめーの言う通り、占うらないを続けてやってもいいって言ってんだよ。そう決めたんだ」

「ええ!?　本当ですか!?」

「ああ。……こうやって人を助けるのも案外悪くねーからな」

　背後でヒミコのはしゃぐこと。

「すみません！　ありがとうございます！　遂にわたしの誠意がカズっちさんにも通じたんですね！　やっぱりカズっちさんのこと大好きです！　金印２００個分くらい！　これから56億７千万年後まで縁なき衆生を救い続けていきましょうね！　約束ですよ」

[image: ]

「いきなり壮そう大だいな話にすんじゃねーよ！　できるか、んなこと！」

「何でですか？　目標は大きく、ですよ！」

「大き過ぎるっつーの！」

「じゃあ大きくなくていいです。そこは譲じよう歩ほしてあげますから、わたしの言うこと聞いてください。聞き続けてください」

「大体、金印２００個分くらい好きってなんだよ。おめーは金の亡もう者じやか」

　カズヤはいつものように背後の幽ゆう霊れいとやり合いながら公園を出た。

　自分の今いる居場所へ、スターライトへと帰るために。




　──〝それ〟は神かみ無なし神社の片隅でずっと時を窺うかがっていた。

「……私こそが……」

　吐はき捨てるように呟つぶやく。その言葉は常人には捕えられぬ。そして、その姿も。

「……私こそが本物のヒミコだ……」

　神無神社の片隅に落ちていたのは勾まが玉たま。目に鮮やかなその緑。

　そして、それは欠けていた。

　半身に分かたれた体で、ずっと待っていた。

　誰かに拾われるのを。誰かに触ふれられるのを──。







　　　あとがき




　キャバクラに行くことにしました。本書は一応、キャバクラが舞台の一つとなる作品ですので、雰ふん囲い気きを摑つかんでおきたかったのです。ただ、心配でたまりません。皆さんはキャバクラにどのようなイメージを抱いだいているでしょうか？

　何か暗くて女の子がいていかがわしいところ。私はそんな風に思っていました。一杯お酒を頼んだら目の飛び出るような金額を請求され、もう二度と日の目を見ることはなくなる。騙だまされる方がバカ、といったカ○ジ的なスリルに満ちた場所。偏見に満ちているかもしれませんが、漫画や小説・映像の中のキャバクラはそういう描えがかれ方が多いように思います。学校でキャバクラがどういう所か教えてもらったこともありません。こんなことなら、社会科見学しとけばよかった。

　どうも無事に帰ってこられるか心もとないので、まず遺書を書きました。家族に愛していることを伝え、これからキャバクラに行ってくる旨むねを書き記した物です。財産はペットの犬に。

　次に身辺を整えました。特にＰＣ関係。私に何かあって、誰かが私のＰＣを探さぐっても変な画像とか出てこないように消しました。

　友人やお世話になった方々に、最後になるかもしれない挨あい拶さつもして回ります。回っている最中、蟬せみの声がやけに耳に残りました。

　お墓を清め、キャバクラから無事に帰れるよう、ご先祖様に祈りました。

　ここまでの手順を踏ふんで、ようやくキャバクラに行くことができるのです。キャバクラに行くというのはそれだけの覚悟が必要と言えるでしょう。

　ただ、こうして覚悟を決めたはずの今でも、恥はずかしいことに震えが止まりません。

　店に入るのに、どのような服装で臨めばいいのか。ネクタイは締めた方がいいのか。締めるとしたら、首か頭か。怖いお兄さんが出てきたらどう対処すればいいのか。怖いお兄さんならまだしもオカマちゃんが出てきたらどうしよう。それに聞くところによると、キャバクラでは隣に女の子がついて話をしなくてはいけないというではありませんか。これが最も高いハードルです。初対面の女の子の隣に座って何を話せばいいのか。想像するだけで死にたくなる。

　このように様々な不安を抱かかえながら、今キャバクラに旅立ちます。

　生きて帰れたらまたお会いできるかもしれません。さようなら。




　私の生死とかどうでもいい話はさておき。

　本書のカッコ可愛かわいいイラストを担当してくださった堀ほり愛あい里りさん、ありがとうございます。

　担当様はもとより、アスキー・メディアワークスの皆々様にも感謝いたします。

　そして、この本を手に取り、読んでくださった皆々様に幸多からんことを。


相あい原はらあきら
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相あい原はらあきら

魔法使いになりました。魔法使いになるには長期の修行が必要と思われがちですが結構手軽になれます。ただ正体がばれると社会的蔑視の対象となるので身を潜めねばなりません。生き辛い世界だ。それでも世界を守るために魔法使いは戦うのです。ゲームの話です。
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イラスト／堀ほり 愛あい里り

日本一ソフトウェアでＯＬ満喫中。

ビックリマン漢熟覇王のシールイラストを担当。

コーヒー牛乳依存症だけど、お腹が弱い。
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イヤになるほどヒミコなヤンキー
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